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適合性の宣言

以下の Zebra プ リ ン タ製品は

ZM™ シ リ ーズ

Z4M、 Z6M、 Z4Mplus 、 Z6M plus、 R4M plus

製造元

Zebra Technologies Corporation
333 Corporate Woods Parkway

Vernon Hills, Illinois 60061-3109 U.S.A.

FCC 法規の所定の技術基準に準拠し ている こ と を宣言いた し ます。

家庭用、 事務所、 商業用、 および工業用

ただし、 本宣言にあたっては、 次を条件と し ます。
(1) この機器に対し て未承認の変更を加えないこ と。

(2) 所定の手順に従って保守および操作を適切に行 う こ と。
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準拠情報

FCC 準拠に関する声明

こ のデバイ スは Part 15 規則に準拠し ています。 動作は以下の 2 つの条件に従ってい
なければな り ません。

1. 当該デバイ スによ って有害な干渉が発生する こ と はない。

2. 当該デバイ スは、 予想外の動作を引き起こす可能性のあ る干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければな ら ない。

Zebra Technologies によ り 明示的に承認されていない変更や改造は、ユーザーが設備を
稼動する権限を失 う 可能性があ るので、 注意し て く ださい。 仕様に準拠するため、 こ
のプ リ ン タにはシール ド付き通信ケーブルを使用する必要があ り ます。

FCC 規定の電磁波暴露限度
(RFID エン コーダ搭載のプ リ ン タ )

こ の機器は、 規制外環境向けに FCC によ り 既定されている電磁波暴露限度に準拠し
ています。 この機器は、 ラ ジエータから人体を少な く と も  20 cm 離し て、 取 り 付けお
よび操作する必要があ り ます。

この送信機は、 他のアンテナや送信機と同じ場所に取 り 付けた り 、 併用し ないで く だ
さい。

カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. （この ク ラ ス B デジ タル
装置は、 カナダの ICES-003 に準拠し ています。）

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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対象読者

本ユーザー ・ ガイ ド は、 プ リ ン タの操作または問題の解決を行 う 必要があ る読者を対
象に書かれています。

本書の構成

本ユーザー ・ ガイ ド は以下のよ う に構成されています。

項 説明

15 ページの 「はじめに」 この項では、 用紙と リ ボンをセ ッ ト す
る際に使用する操作コ ン ト ロールおよ
び主要コ ンポーネン ト の場所を示し ま
す。

21 ページの 「プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ」 この項では、 プ リ ン タにサプラ イ品を
セ ッ ト し、 設定を開始する前に完了す
る必要のあ る タ ス ク と、 考慮する必要
のあ る事項について説明し ます。

35 ページの 「操作」 この項では、 用紙のセ ッ ト 手順および
プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト 手順につい
て説明し ます。

77 ページの 「設定」 この項では、 プ リ ン タ操作の設定に使
用する コ ン ト ロール ・ パネルのパラ
メ ータについて説明し ます。

109 ページの 「定期的な メ ンテナン ス」 この項では、 定期的な ク リ ーニングお
よび メ ンテナン スの手順について説明
し ます。

123 ページの 「 ト ラブルシ ューテ ィ ング」 この項では、 ト ラブルシ ューテ ィ ング
が必要なエラーについて説明し ます。
各種診断テス ト も含まれています。

145 ページの 「データ ・ ポー ト 」 この項では、 コ ンピ ュータ またはネ ッ
ト ワークにプ リ ン タ を接続するために
使用でき る標準通信ポー ト について説
明し ます。

153 ページの 「仕様」 この項では、 プ リ ン タの機能および仕
様について説明し ます。
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連絡先

Zebra Technologies Corporation の連絡先は次の とお り です。

Web サイ ト

http://www.zebra.com

イ ン ターネ ッ ト を利用し た技術サポー ト は、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。 詳
細については、 http://www.zebra.com/support をご覧 く ださい。

南ア メ リ カ / 北ア メ リ カ

欧州、 アフ リ カ、 中東、 イ ン ド

アジア太平洋

地域本部 技術サポー ト カス タ マ ・ サービス部門

Zebra Technologies International, 
LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, Illinois 60061.3109 
U.S.A
電話 : +1 847 793 2600
フ リ ーダ イヤル : +1 800 423 0422
フ ァ ッ ク ス : +1 847 913 8766

電話 : +1 877 ASK ZEBRA 
(275 9327)
フ ァ ッ ク ス : +1 847 913 2578
ハード ウ ェ ア : ts1@zebra.com
ソ フ ト ウ ェ ア : ts3@zebra.com

プ リ ン タ本体、 パーツ、 用紙、 リ

ボンに関するお問い合わせは、 最

寄の販売代理店または弊社までご

連絡 く ださ い。

電話 : +1 877 ASK ZEBRA 
(275 9327)
E-mail: clientcare@zebra.com

地域本部 技術サポー ト 社内販売部門

Zebra Technologies Europe Limited
Zebra House
The Valley Centre, Gordon Road
High Wycombe
Buckinghamshire, HP13 6EQ, UK
電話 : +44 (0)1494 472872
フ ァ ッ ク ス : +44 (0) 1494 450103

電話 : +44 (0) 1494 768298
フ ァ ッ ク ス : +44 (0) 1494 768210
ド イ ツ : Tsgermany@zebra.com
フ ラ ン ス : Tsfrance@zebra.com
スペイ ン / ポル ト ガル : 
Tsspain@zebra.com
その他の地域 : 
Tseurope@zebra.com

プ リ ン タ本体、 パーツ、 用紙、 リ

ボンに関するお問い合わせは、 最

寄の販売代理店または弊社までご

連絡 く ださ い。

電話 : +44 (0) 1494 768316
フ ァ ッ ク ス : +44 (0) 1494 768244
E-mail: cseurope@zebra.com

地域本部 技術サポー ト カス タ マ ・ サービス

Zebra Technologies Asia Pacific, LLC
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913
電話 : +65 6858 0722
フ ァ ッ ク ス : +65 6885 0838

電話 : +65 6858 0722
フ ァ ッ ク ス : +65 6885 0838
E-mail: 中国 : tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

プ リ ン タ本体、 パーツ、 用紙、 リ

ボンに関するお問い合わせは、 最

寄の販売代理店または弊社までご

連絡 く ださ い。

電話 : +65 6858 0722
フ ァ ッ ク ス : +65 6858 0836

www.zebra.com
http://www.zebra.com/support
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。

代替色  ( オン ラ イ ンのみ ) 相互参照には、 このガ イ ド の別の項にジ ャ ンプするための
ホ ッ ト ・ リ ン クが含まれています。 このガイ ド を  .pdf 形式でオン ラ イ ン表示し ている
場合に、相互参照 ( 青いテキス ト ) を ク リ ッ クする と、参照先に直接ジ ャ ンプし ます。 

LCD デ ィ スプレ イの例  プリ ンタ の液晶ディ スプレイ  (LCD) のテキスト は Bubbledot
ICG フォント で表示さ れます。

コマン ド ラ イ ンの例  コ マ ン ド ラ イ ンの例は Courier New フ ォ ン ト で表示 さ れま
す。 た と えば、bin デ ィ レ ク ト リ に含まれる イ ン ス ト ール後のス ク リ プ ト にア ク セス
するには、 ZTools を入力し ます。

フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ   フ ァ イ ル名 と デ ィ レ ク ト リ は Courier New フ ォ ン ト で
表示 さ れ ま す。 た と えば、 Zebra<version number>.tar フ ァ イ ルや /root
デ ィ レ ク ト リ などのよ う に表示されます。

絵記号の意味  

注意 • 静電気放電の危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 電気シ ョ ッ ク を受ける危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 過剰な温度の上昇によ って火傷を負う危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 身体に
負傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

注意 • ( 絵記号な し ) 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けられな
かった場合、 ハー ド ウ ェ アに損傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

重要 • タ ス ク を完了するために重要な情報を通知し ます。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示し ます。

例 • テキス ト の内容を明確にするための例やシナ リ オを提供し ます。
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図の見出し   見出しは、 ラベル付け と 説明が必要な情報が図に含まれている と きに使
用されます。 ラベル と説明を含む表が、図の後に表示されます。図 1 は例を示し ます。

図 1 • 見出し付きのサンプル図

ツール • タ ス ク を完了するために必要なツールを示し ます。

1 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ン

2 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ン

PAUSE 21
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1
はじめに

この項では、用紙と リ ボンをセ ッ ト する際に使用する操作コ ン ト ロールおよび主要コ
ンポーネン ト の場所を示し ます。

目次

外観図  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
コ ン ト ロール ・ パネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17

コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18
フ ロン ト ・ パネル ・ ラ ンプ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

プ リ ン タ用紙セ ッ ト 部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20
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外観図

図 2 はプ リ ン タの外観を示し ます。

図 2 • 外観

1 エレ ク ト ロニ ク ス ・ カバー

2 コ ン ト ロール ・ パネル

3 用紙ア ク セス用ド ア

1

2

3
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コ ン ト ロール ・ パネル

コ ン ト ロール ・ パネル ・ デ ィ スプレ イにプ リ ン タの動作状態が示されますので、 用紙
やラベル ・ フ ォーマ ッ ト を扱 う 際に必要に応じ て設定を変更する こ と ができ ます。

コ ン ト ロール ・ パネルのボタ ンやラ イ ト の説明は、 図 3 を参照し て く ださい。 それぞ
れの説明については、 表 1 および表 2 を参照し て く だ さい。

表 3 • コ ン ト ロール ・ パネル

1 電源 LED
2 一時停止 LED
3 エラー LED
4 データ  LED
5 LCD
6 PLUS ( プラ ス ) (+)
7 SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ン

8 CANCEL ( キ ャ ンセル ) ボタ ン

9 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ン

10 FEED ( フ ィ ード ) ボタ ン

11 SELECT ( 選択 ) ボタ ン

12 MINUS ( マイナス ) (-)

PAUSE

1 2 3 4

5

6

7

8

12

11

10

9
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コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

表 1 • コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

ボタ ン 機能

FEED ( フ ィ ー ド ) このボタ ンを押すたびに、 プ リ ン タによ って空白のラベルが 1 つ
フ ィ ード されます。

• プ リ ン タが印刷中でない :1 つの空白のラベルがただちにフ ィ ード さ
れる。

• 印刷中 : 現在のラベルのバッチが完了し た後に、 1 つの空白のラベル
がフ ィ ード される。

PAUSE ( 一時停止 ) 印刷処理が開始および停止し ます。

• プ リ ン タが印刷中でない : 印刷が行われない。 (PAUSE ( 一時停止 ) ボ
タ ンを押し て印刷を再開する。 )

• 印刷中 : 現在のラベルの印刷が完了する と、 印刷は停止する。

CANCEL
( キャ ンセル ) 

一時停止モード中に、 印刷ジ ョ ブがキ ャ ンセルされます。

• プ リ ン タが印刷中でない : 次の保存された ラベル ・ フ ォーマ ッ ト は
印刷されない。

• 印刷中 : 現在のラベルは印刷を完了し、 次のラベル ・ フ ォーマ ッ ト
はキ ャ ンセルされる。

ボタ ンを数秒間押し たま まにする と、 メ モ リ 内のすべての印刷ジ ョ ブ
がキ ャ ンセルされます。

SETUP/EXIT 
( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 )

設定モード のオン と オフを切 り 替えます。 

SELECT ( 選択 ) ス ク ロール ・ モード と変更モード と の間で PLUS (+) と  MINUS (–) の機
能を切 り 替えます。

• ボタ ンを一度押すと、 PLUS (+) と   MINUS (–) の各ボタ ンを使用し て、
選択し た値を変更でき る よ う になる。

• SELECT ( 選択 ) ボタ ンを も う 一度押すと、 PLUS (+) と  MINUS (–) の
各ボタ ンを使用し て、 メ ニュー ・ ア イ テムを ス ク ロールでき る よ う
になる。

PLUS (+) 
( ス ク ロール ・ モード )

次の選択肢にス ク ロールし ます。

PLUS (+) 
( 変更モード )

• 値を増加させる。

• 「はい」 と回答する。

• ラベルを印刷する  ( 該当する場合 )
MINUS (–) 
( ス ク ロール ・ モード )

前の選択肢にス ク ロールし ます。

MINUS (–) 
( 変更モード )

• 値を減少させる。

• 変更対象の桁を選択する。

• 「いいえ」 と回答する。
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フ ロン ト ・ パネル ・ ラ ンプ

表 2 • フ ロン ト ・ パネル ・ ラ ンプ

ラ ンプ ステータ ス 説明

POWER ( 電源 ) オフ プ リ ン タがオフになっているか、 電源供給があ り ません。

オン プ リ ン タがオンになっています。

PAUSE 
( 一時停止 )

オフ 正常運転。

オン プ リ ン タですべての印刷処理が停止されます。

点滅 フ ラ ッ シュ または PCMCIA メ モ リ の初期化時に、 および剥離
モード では、 ラベルの使用可能時に、 一停止ラ イ ト が点滅し
ます。

ERROR( エラー ) オフ 正常運転 ( エラーな し )。

ゆっ く り 点滅 「ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｽ ﾍｯﾄﾞ _ ｶｼﾞｮｳﾃｲｵﾝ」 警告、 または
「ﾍｯﾄﾞ _ ｶｼﾞｮｳｺｳｵﾝ」 エラー。

速 く 点滅 「ﾍｯﾄﾞ _ ｵｰﾌﾟﾝ」 エラー。

オン 「ﾖｳｼｷﾞﾚ」 エラー

DATA ( データ ) オフ 正常運転 ( 受信中または処理中のデータはあ り ません )。

1 回点滅 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンが押されま し た。 フ ォーマ ッ ト
が正し く キ ャ ンセルされま し た。

ゆっ く り 点滅 プ リ ン タはホス ト から これ以上データ を受け入れる こ と がで
き ません。

速 く 点滅 プ リ ン タはデータ を受信中です。

オン 部分フ ォーマ ッ ト が受信されま し た。 後続のデータ操作は受
信されていません。
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プ リ ン タ用紙セ ッ ト 部
図 4 は、 プ リ ン タの概略を示し ます。 どのオプシ ョ ンを取 り 付けたかによ って、
プ リ ン タの外観は多少異なる場合があ り ます。

表 4 • 用紙セ ッ ト 部

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 透過式センサー

3 リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ル

4 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル

5 ラベル ・ サプラ イ ・ ガイ ド

6 ラベル ・ サプラ イ ・ ハンガー

7 ダンサー

8 ラベル ・ ガイ ド

9 印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバー

1 2 3 4 5

6789
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2
プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ

この項では、 プ リ ン タにサプラ イ品をセ ッ ト し、 設定を開始する前に完了する必要の
あ る タ ス ク と、 考慮する必要のあ る事項について説明し ます。
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データ ・ ケーブルとワイヤレス ・ ケーブル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タの接続. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26

プ リ ン タ  を電源に接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29
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用紙のタ イプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31
リ ボンの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33

リ ボンを使用するケース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
リ ボンのコーテ ィ ング面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
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始める前に

プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プまたは使用を始める前に、 このチェ ッ ク リ ス ト を確認し、 問
題を解決し て く ださい。

Printer の開梱と点検 :   プ リ ン タ を梱包から取 り 出し、 損傷がないか点検し ま し
たか ? まだの場合には、 23 ページの 「プ リ ン タの梱包から の取 り 出しおよび点
検」 を参照し て く ださい。

設置場所の選択 :   プ リ ン タの設置に適し た場所を選択し ま し たか? まだの場合に
は、 24 ページの 「設置場所の選択プ リ ン タ」 を参照し て く ださい。

電源コー ドの接続 :   プ リ ン タに適切な電源コード があ り ますか?確かでない場合
には、 30 ページの 「電源コード仕様」 を参照し て く ださい。 電源コード を取 り 付
け、プ リ ン タ を電源に接続するには、29 ページの「プ リ ン タ  を電源に接続する」 を
参照し て く ださい。

データ ・ ソースへの接続 :   プ リ ン タ をデータ ・ ソース  ( 通常はコ ンピ ュータ ) に
接続する方法を決定し ま し たか ? 詳細については、 25 ページの 「データ通信イ ン
ターフ ェ イ スの選択」 を参照し て く ださい。

用紙の選択 :   アプ リ ケーシ ョ ンに適し た用紙があ り ますか ? 確かでない場合に
は、 31 ページの 「用紙のタ イプ」 を参照し て く ださい。

リボンの選択 :   リ ボンを使用する必要があ り ますか ? 必要な場合には、適切な リ
ボンがあ り ますか ? 確かでない場合には、 33 ページの 「 リ ボンの概要」 を参照し
て く ださい。
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プ リ ン タの取り扱い

この項では、 プ リ ン タ を扱 う 方法について説明し ます。

プ リ ン タの梱包からの取り出しおよび点検

プ リ ン タ を受け取った ら、 ただちに梱包から取 り 出し、 輸送中の損傷がないかを点検
し て く ださい。 

• 梱包材はすべて保管し ておいて く だ さい。

• すべての外装表面に損傷がないかを確認し ます。

• 用紙ア ク セス用ド アを上げ、 用紙セ ッ ト 部のコ ンポーネン ト に損傷がないかど う
か点検し ます。

点検によ って、 輸送中に発生し た損傷が見つかった場合には、 次の手順に従って く だ
さい。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出し ます。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管し ておき ます。

• Zebra 公認の再販業者に通知し ます。

プ リ ン タの保管

プ リ ン タ をすぐに使用し ない場合は、元の梱包材料を使用し てプ リ ン タ を梱包し直し
て く ださい。 プ リ ン タは次の条件下で保管でき ます。

• 温度 ： -40 ～ 60 ℃ (-40 ～ 40 °F)

• 相対湿度 ： 5 ～ 85% ( 結露な き こ と )

プ リ ン タの輸送

• プ リ ン タ をオフ  (O) にし て、 すべてのケーブルを取 り 外し ます。

• プ リ ン タ内部からすべての用紙、 リ ボン、 または固定されていない物を取 り 外し
ます。

• 印刷ヘッ ド を閉じ ます。

• プ リ ン タは、 輸送中の損傷を避けるために、 元の段ボール箱またはその他の適切
な段ボール箱に注意し て梱包し て く だ さ い。 元の梱包材料がないか、 破損し てい
る場合は、 Zebra から発送用段ボール箱を購入でき ます。

重要 • Zebra Technologies Corporation では、 機器の輸送中に発生し た損傷に対し て
は責任を負わず、 保証内での修理も行いません。
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設置場所の選択プ リ ン タ

プ リ ン タに適し た場所を選択する際は、 次の点を考慮し て く ださい。

設置面の選択

プ リ ン タ  および必要に応じ てその他の機器 ( コ ンピ ュータなど ) を設置するのに十分
な広さ と 強度を備えた丈夫で水平な面を選択し ます。 た と えば、 テーブル、 カ ウ ン
ター、 机、 カー ト などを選択でき ます。

適切な動作条件の確保

このプ リ ン タは、 倉庫や生産現場を含め、 幅広い環境および電気条件で動作する よ う
に設計されています。 必要条件の詳細については、 154 ページの 「一般的な仕様」 を
参照し て く ださい。

表 3 は、 プ リ ン タ動作時の温度および相対湿度の要件を示し ます。

適切なスペースの確保

プ リ ン タの周囲には、 用紙ア ク セス用 ド アを開 く ための十分なスペースが必要です。
また、 換気と冷却が適切に行われる よ う に、 プ リ ン タの各面には空間を設けて く ださ
い。

データ ・ ソースの提供

データ ・ ソースか ら離れた場所にプ リ ン タ を設置する場合、 選択し た設置場所か ら
データ ・ ソースに適切に接続でき る よ う にする必要があ り ます。 各種の通信イ ン ター
フ ェ イ スの詳細については、 25 ページの 「データ通信イ ン ターフ ェ イ スの選択」 を参
照し て く ださい。

電源の確保

コー ド の抜き差し が容易な場所にあ る電源コ ンセン ト の近 く にプ リ ン タ を設置し て
く ださい。

表 3 • 動作時の温度および湿度

モー ド 温度 相対湿度

熱転写 5 ～ 40°C (41 ～ 104°F) 20 ～ 85% ( 結露なき こ と )

感熱 0 ～ 40°C (32 ～ 104°F) 20 ～ 85% ( 結露なき こ と )

注意 •  プ リ ン タの背後や下に詰め物やク ッ シ ョ ン材を置かないで く だ さい。 空気の流れ
が遮断され、 プ リ ン タの過熱を引き起こすおそれがあ り ます。
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データ通信イ ン ターフ ェ イスの選択

表 4 に、プ リ ン タ を コ ンピ ュータに接続する と きに使用するデータ通信イ ン ターフ ェ
イ スについての基本情報を示し ます。 使用可能なデータ通信イ ン ターフ ェ イ ス を使
用し て、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト をプ リ ン タに送信でき ます。 プ リ ン タ と コ ンピ ュータ
の両方、 ま たはローカル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワーク  (LAN) でサポー ト されている イ ン
ターフ ェ イ ス を選択し ます。

表 4 • データ通信イ ン ターフ ェ イスの特性

イ ン ターフ ェ イス
標準または
プ リ ン タの
オプシ ョ ン

特性

RS-232 シ リ アル 標準 • 最大ケーブル長 = 15.24 m (50 フ ィ ー ト )
• ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせて、プ リ ン タのパラ メ ータ

の変更が必要にな る場合があ り ます。

• 標準のモデム ・ ケーブルを使用する場合、 ヌル ・ モデム ・
アダプタ を使用し てプ リ ン タに接続する必要があ り ます。

IEEE 1284 双方向パ
ラ レル

標準 • 最大ケーブル長 = 3 m (10 フ ィ ー ト )
• 推奨ケーブル長 = 1.83 m (6 フ ィ ー ト )
• イーサネ ッ ト ・プ リ ン ト ・サーバはプ リ ン タ上のこのポー

ト を占有またはカバーし ます。

• ホス ト ・コ ンピ ュータに合わせてプ リ ン タのパラ メ ータ を
変更する必要はあ り ません。

USB 標準 • 最大ケーブル長 = 5 m (16.4 フ ィ ー ト )
• ホス ト ・コ ンピ ュータに合わせてプ リ ン タのパラ メ ータ を

変更する必要はあ り ません。

内 蔵 有 線 イ ー サ
ネ ッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ

オプシ ョ ン • LAN 上の任意のコ ンピ ュータからプ リ ン タに印刷でき ま
す。

• プ リ ン タの Web ページからプ リ ン タ と通信でき ます。

• コ ンピ ュータにイーサネ ッ ト ・ボード を設置し てお く 必要
があ り ます。

• プ リ ン タは LAN を使用する よ う に構成する必要があ り
ます。

ワ イヤレ ス ・ イーサ
ネ ッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ 
(Z4Mplus プ リ ン タ
の特注のみ )

オプシ ョ ン • ワ イヤレ ス ・ ローカル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワーク  (WLAN)
上の任意のコ ンピ ュータからプ リ ン タに印刷でき ます。

• プ リ ン タの Web ページからプ リ ン タ と通信でき ます。

• コ ンピ ュータにイーサネ ッ ト ・ボード を設置し てお く 必要
があ り ます。

• プ リ ン タは WLAN を使用する よ う に構成する必要があ り
ます。
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データ ・ ケーブルとワイヤレス ・ ケーブル

用途に適し たデータ ・ ケーブルやワ イヤレ ス ・ カード がそれぞれ必要です。

データ ・ ケーブル  イーサネ ッ ト ・ ケーブルはシール ド不要ですが、他のデータ ・ ケー
ブルはすべて、 完全にシール ド され、 金属または金属で被覆されたコネ ク タ ・ シェル
を備えてい る必要があ り ます。 シール ド さ れていないデータ ・ ケーブルを使用する
と、 規制制限を超え る不要輻射ノ イ ズが放散されるおそれがあ り ます。

ケーブルにおける電気ノ イ ズの影響を最小にするには ：

• データ ・ ケーブルをでき るだけ短 く し ます。

• データ・ケーブル と電源コード を一緒にし て きつ く 束ねないよ う にし て く ださい。

• データ ・ ケーブルを電力線管に結束し ないよ う にし ます。

ワイヤレス ・ カー ド   サポー ト される ワ イヤレ ス ・ カード については、 『ワ イヤレ ス ・
プ リ ン ト ・ サーバおよびワ イ ヤレ ス ・ プ ラ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガ イ
ド』 を参照し て く ださい。 お客様のプ リ ン タに付属の CD にマニュ アルのコ ピーが収
録されています。 また、 http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タの接続

表 5 に、 プ リ ン タ と コ ンピ ュータに対応する各種データ ・ ケーブルの接続方法を示し
ます。 コ ンピ ュータ背面のコネ ク タは、 この項のサンプル ・ コ ンピ ュータ と異なる位
置にあ る こ と があ り ます。

注意 • データ通信ケーブルを接続する前に、 プ リ ン タの電源がオフ  (O) になっている こ と
を確認し て く だ さい。 電源オン (I) の状態でデータ通信ケーブルを接続する と、プ リ ン タ を
損傷するおそれがあ り ます。

http://www.zebra.com/manuals
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表 5 • コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タの接続

イ ン ターフ ェ イス 接続と設定

RS-232 シ リ アル ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせて、 ボー・ レー ト 、データ ・ ビ ッ
ト 数およびス ト ッ プ ・ ビ ッ ト 数、パ リ テ ィ 、および XON/XOFF
ま たは DTR のコ ン ト ロールを設定する必要があ り ます。 これ
らのパラ メ ータの表示および変更方法については、83 ページの
「コ ン ト ロール ・ パネル ・ パラ メ ータ」 を参照し て く ださい。

IEEE 1284 双方向
パラ レル

これ以外の設定は不要です。 イーサネ ッ ト ・ プ リ ン ト ・ サーバ
はプ リ ン タ上のこのポー ト を占有またはカバーし ます。
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USB これ以外の設定は不要です。

注意 • USB ケーブルは、 プ リ ン タの有線イーサネ ッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ ・ コネク タ に接続し ないよ う に注意し て く だ さ い。 接続する
と コネク タが破損し ます。

内 蔵 有 線 イ ー サ
ネ ッ ト ・ プ リ ン
ト ・ サーバ

設定手順については、『ZebraNet 10/100 プ リ ン ト ・サーバ・ユー
ザーおよび リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 お客
様のプ リ ン タ に付属の CD にマニ ュ アルの コ ピーが収録 さ れ
てい ます。 ま た、 http://www.zebra.com/manuals か ら も 利用で
き ます。 

ワ イヤレ ス ・ イー
サネ ッ ト ・ プ リ ン
ト ・ サーバ

設定手順については、 『ZebraNet ワ イ ヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サー
バおよびワ イ ヤレ ス ・ プラ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・
ガ イ ド』 を参照し て く だ さ い。 お客様のプ リ ン タに付属の CD
に マ ニ ュ ア ル の コ ピ ー が 収 録 さ れ て い ま す。 ま た、
http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

表 5 • コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タの接続 ( 続き )

イ ン ターフ ェ イス 接続と設定

http://www.zebra.com/manuals
http://www.zebra.com/manuals
http://www.zebra.com/manuals
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プ リ ン タ  を電源に接続する

AC 電源コード の一端には、 プ リ ン タ背面の AC 電源コネ ク タに差し込む 3 ピンの メ
ス ・ コ ネ ク タ が付いています。 プ リ ン タ に電源ケーブルが付属し ていない場合は、
30 ページの 「電源コード仕様」 を参照し て く ださい。

プ リ ン タ を電源に接続するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タの電源ス イ ッチをオフ  (O の位置 ) にし ます。

2. 図 5 を参照し て く ださい。 電源コード をプ リ ン タ後部の AC 電源コネ ク タに差し
込みます。

3. 電源コード のも う 一方の端をプ リ ン タ近 く の電源コ ンセン ト に差し込みます。

表 5 • 電源の接続

注意 • 使用者と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認
可電源コー ド を必ず使用し て く だ さい。 このコー ドは、 IEC 320 メ ス ・ コネク タ を使用し、
その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1 電源ス イ ッチ

2 AC 電源コネ ク タ

1

2
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電源コー ド仕様

お客様の注文に応じ て、プ リ ン タに電源コード が付属する場合と付属し ない場合があ
り ます。電源コード が付属し ていない場合や付属のコード がご使用の要件に適し てい
ない場合には、 以下のガイ ド ラ イ ンを参照し て く だ さい。

• コード全長が 3.0 m (9.8 フ ィ ー ト ) 以下であ る こ と。

• コード の定格が 10 A、 250 V 以上であ る こ と。

• 安全を確保し、 電磁波障害を軽減するために、 シャーシ ・ グ ラ ン ド  ( シ ャーシ ・
アース ) が必ず接続されている こ と。 電源コード の第 3 線によ ってグ ラ ン ド と接
続されます ( 図 6)。

表 6 • 電源コー ド仕様

表 7 • 国際安全規格の認定マーク

注意 • 人体と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認可
電源コー ド を必ず使用し て く だ さ い。 このコー ド は、 IEC 320 メ ス ・ コ ネ ク タ を使用し、
その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1 使用する国に適し た AC 電源プラ グ - 図 7 に示
す国際安全規格の認定マーク を少な く と も  1 つ
取得し ている必要があ り ます。

2 使用する国で認定されたケーブル （3 芯 HAR 
ケーブルなど）

3 IEC 320 コネ ク タ  - 図 7 に示す国際安全規格の認
定マーク を少な く と も  1 つ取得し ている必要が
あ り ます。

4 長さ   3 m (9.8 フ ィ ー ト )。 定格 10 アンペア、
250 VAC

2 3
1

4
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用紙のタ イプ

プ リ ン タではさ まざまな タ イプの用紙を使用でき ます ( 表 6)。 Zebra では、 高品質の
印刷を継続し て行え る よ う に、 Zebra 製のサプラ イ用品を使用する こ と を強 く お勧め
し ます。 プ リ ン タ  の印刷能力を向上させ、 印刷ヘッ ド の寿命を長持ち させる ために
特別に設計さ れた、 広範囲の紙製、 ポ リ プ ロ ピ レ ン製、 ポ リ エス テル製、 およびビ
ニール製の用紙が用意されています。

表 6 • 用紙のタ イプ

用紙タ イプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は 3 イ ンチ （76mm） 芯に巻かれてい
ます。 裏面粘着式の ラベルが ラ イナーに貼 り 付
け られてお り 、 これらのラベルは、 切れ目、 穴、
切れ込み、黒マーク などで区切られています。タ
グは、 目打ちで区切られています。

表 8 • 単票ウ ェ ブ用紙

表 9 • 黒マーク用紙

表 10 • タグ ・ ス ト ッ ク
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単票折 り 畳み用
紙

折 り 畳み用紙は、 ジグザクに折られた用紙です。
折 り 畳み用紙は、 単票ロール用紙 と 同じ ラベル
分割です。 ラベル分割が折 り 目ま たは折 り 目付
近にかかる こ と が り ます。

連続ロール用紙 連続用紙は芯に巻かれてお り 、 切れ目、 穴、 切
れ込み、 黒マーク などはあ り ません。 このため、
イ メ ージを ラベル上の任意の場所に印刷でき ま
す。連続用紙の場合、プ リ ン タは透過式センサー
を使用し て用紙切れを検知し ます。

RFID 「スマー ト 」
用紙 
(RFID リ ーダー /
エン コーダがイ
ン ス ト ールされ
ているプ リ ン タ
専用 )

無線自動識別 (RFID) 「スマー ト 」 ラベルは、 非
RFID ラ ベル と 同 じ 原料 と 接着剤でで き ていま
す。各ラベルのラベル と ラ イナーの間には、チッ
プ と アンテナで構成 さ れた RFID ト ラ ン ス ポン
ダーが埋め込まれています。 ト ラ ン スポンダー
の形状は、 メ ーカーに よ って異な り 、 ラベルの
上から透けて見えます。

「スマー ト 」 ラベルの全種に読み取 り 可能な メ モ
リ が備わってお り 、 ま たその多 く が、 エン コー
ド可能な メ モ リ を備えています。

重要 • ラベル内の ト ラ ン スポンダーの配
置は、 ト ラ ン スポンダーのタ イプおよび
プ リ ン タのモデルによ り 異な り ます。 プ
リ ン タに適切な 「スマー ト 」 用紙を使用
し ている こ と を確認し て く ださい。

表 6 • 用紙のタ イプ ( 続き )

用紙タ イプ 外観 説明
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リボンの概要

リ ボン と は、 熱転写処理の際に用紙に転写される ワ ッ ク ス、 レジン またはワ ッ ク ス ・
レ ジンで片面が コーテ ィ ン グ さ れた薄いフ ィ ルムの こ と です。 リ ボン を使用する必
要があ るかど う か、 および リ ボンの幅はどの く らいかは、 用紙によ って決ま り ます。 

リ ボンが使用される場合、 リ ボンは、 使用する用紙の幅以上のものを使用する必要が
あ り ます。 リ ボンの幅が用紙の幅よ り も狭い と、 印字ヘッ ド が完全に保護されず、 印
字ヘッ ド の寿命を短 く するおそれがあ り ます。

リ ボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合は リ ボンが必要です。 一方、 感熱用紙では リ ボンは不要で
す。 感熱用紙と熱転写用紙のいずれであ るかを判断するには、 用紙のス ク ラ ッチ ・ テ
ス ト を実行し て く ださい。

用紙のスク ラ ッ チ ・ テス ト は、 次の手順に従います。

1. 用紙の印刷面を指の爪で素早 く こす り ます。

2. 用紙に黒いスジが現れるかど う か確認し ます。

リ ボンのコーテ ィ ング面

リ ボンのコーテ ィ ング面は、ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます ( 図 11)。こ
のプ リ ン タ  では、 外側にコーテ ィ ング された リ ボン し か使用でき ません。 特定の リ
ボンでコーデ ィ ングが内側か外側か明確でない場合は、粘着性テス ト または リ ボンの
ス ク ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーデ ィ ング されている側を確認し て く ださい。

表 11 • 外側がコーテ ィ ングされた リボン と内側がコーテ ィ ングされた リボン

注記 • この項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

黒いスジの状態 用紙のタ イプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リ ボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リ ボンは不要です。

外側 内側
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粘着性テス ト

ラベルを使用でき る場合、 粘着性のテス ト を実行し て、 リ ボンのコーテ ィ ング面を判
別し ます。 この方法は、 すでに装着されている リ ボンに対し て非常に有効です。

粘着性テス ト は、 次の手順に従います。

1. ラベルを ラ イナーから剥がし ます。

2. ラベルの粘着面の端を リ ボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リ ボンから剥がし ます。

4. 結果を観察し ます。 リ ボンのイ ン クの小片がラベルに付いているかど う か確認し
て く ださい。

リボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト

ラベルを使用できない場合、 リ ボンのス ク ラ ッチ ・ テス ト を実行し ます。

リ ボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト は、 次の手順に従います。

1. リ ボンを少し ロールから引き出し ます。

2. リ ボンの引き出し た部分を、 リ ボンの外側が用紙と接する よ う に用紙に置き ま
す。

3. リ ボンの引き出し た部分の内側を指の爪で こす り ます。

4. リ ボンを用紙から外し ます。

5. 結果を観察し ます。 用紙に リ ボンの跡が付いたかど う か確認し て く ださい。

リ ボンのイ ン クの状態 操作

ラベルに付いている リ ボンの外側がコーテ ィ ング されています。

ラベルに付かなかった リ ボンの内側がコーテ ィ ング されています。 こ のプ
リ ン タには使用でき ません。結果を検証するには、 リ
ボンの外側の表面でテス ト を繰 り 返し ます。

リ ボンの状態 操作

用紙に リ ボンの跡が付い
ている

リ ボンの外側がコーテ ィ ング されています。

用紙に リ ボンの跡が付い
ていない

リ ボンの内側がコーテ ィ ング されています。 こ のプ
リ ン タ には使用で き ません。 結果を検証する には、
リ ボンの外側の表面でテス ト を繰 り 返し ます。
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3
操作

この項では、用紙のセ ッ ト 手順およびプ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト 手順について説明し
ます。

注記 • プ リ ン タ を操作する前に、 21 ページの 「プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ」 のタ ス ク
を完了し、 問題を解決し て く ださい。
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用紙セ ッ ト の概要

こ のプ リ ン タは、 ロール用紙または折 り 畳み用紙に印刷する こ と ができ ます。 また、
異な る印字モード でラベルの剥離ができ ます。

印刷モー ド

それぞれの印字モード での用紙セ ッ ト 方法は、 後で説明し ます。 使用する用紙および
選択可能なプ リ ン タオプシ ョ ン (表 7) に適合し た印字モード を使用し て く ださい。 用
紙タ イプの詳細については、 31 ページの 「用紙のタ イプ」 を参照し て く ださい。

表 7 • 印字モー ド ・ オプシ ョ ン

モー ド 使用するケース プ リ ン タの動作

切 り 取 り モード
( デフ ォル ト 設定 )

ほ と ん ど のアプ リ ケーシ ョ ンで
使用されます。 40 ページの 「切 り
取 り モー ド におけ る 用紙のセ ッ
ト 」 を参照し て く ださ い。

印刷後に各 ラ ベルま たは ラ
ベルの ス ト リ ッ プを切 り 離
すこ と ができ ます。

剥離 プ リ ン タ  に剥離ま たは ラ イ ナー
巻 き取 り オプシ ョ ンがあ る 場合
にのみ使用 さ れ ます。 43 ページ
の 「剥離モード またはラ イナー巻
き 取 り モ ー ド に お け る 用紙 の
セ ッ ト 」 を参照し て く ださ い。

印刷中に ラ イ ナーが ラ ベル
か ら 剥離 さ れ ま す。 こ の ラ
ベルが取 り 出される と 、次の
ラベルが印刷されます。

 カ ッ ター プ リ ン タにカ ッ ター・オプシ ョ ン
が装着 さ れてい る 場合のみ使用
さ れ ま す。 49 ペー ジ の 「カ ッ
ター・モー ド における用紙のセ ッ
ト 」 を参照し て く ださ い。

ラベルの印刷が終了する と、
プ リ ン タ は ラ ベルを自動的
にカ ッ ト し ます。

巻き取 り プ リ ン タ に巻 き 取 り オプシ ョ ン
が装着 さ れてい る 場合のみ使用
されます。 53 ページの 「巻き取 り
モー ド におけ る用紙のセ ッ ト 」 を
参照し て く ださい。

用紙およびラ イナーは、印刷
後に芯に巻き取られます。
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ロール紙の使い始め

露出し た用紙は取 り 扱い時や保存中に汚れる こ と があ り ます。 ロール紙の使い始め
には、 ラベルまたはタ グの 1 回転分と ラ イナーを切 り 取 り 、 破棄し て く ださい。

ラベル タグ ・ ス ト ッ ク

接着剤やテープで固定さ れた ラベルをす
べて取 り 除き ます。

露出し た タ グをすべて切 り 取 り ます。
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プ リ ン タへの用紙の挿入

こ こ では、 ロール用紙や折 り 畳み用紙をプ リ ン タに挿入する方法を示し ます。 折 り 畳
み用紙はロール用紙と同様の方法でセ ッ ト し ますが、用紙をプ リ ン タの外に置 く 点が
異な り ます。 その様子については、 40 ページの図 12 をご覧 く ださい。

ロール用紙

ロール用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を降ろ し ます。

2. 用紙のロールを用紙サプラ イ ・ ハンガーに配置し ます。 ロールを一番奥まで押し
ます。

3. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を持ち上げてス ラ イ ド させ、 ロールの端に軽 く 触れる よ う
にし ます。

4. 使用する印字モード に対応し た用紙セ ッ ト 手順を実行し ます。

注記 • プ リ ン タに付属の用紙ハンガーによ っては、 使用可能な用紙の芯サイ ズが異
な る 場合があ り ます。 お客様のプ リ ン タ でサポー ト さ れ る 芯サ イ ズについては、
157 ページの 「用紙仕様」 を参照し て く ださい。
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折り畳み用紙

折り畳み用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を降ろ し ます。

2. 折 り 畳み用紙をア ク セス ・ ス ロ ッ ト の底部または後部に通し ます。

3. 用紙を用紙サプラ イ ・ ハンガーに掛けます。

4. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を起こ し てス ラ イ ド させ、 用紙の端に軽 く 触れる よ う にし
ます。

5. 使用する印字モード に対応し た用紙セ ッ ト 手順を実行し ます。
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切り取り モー ド における用紙のセ ッ ト

図 12 は、 切 り 取 り モード における ロール用紙 と折 り 畳み用紙のセ ッ ト 状態を示し ま
す。 切 り 取 り モード は、 デフ ォル ト の印刷モード です。 この項の指示は、 剥離、 カ ッ
ター、 巻き取 り オプシ ョ ンのあ るすべてのプ リ ン タに適用されます。

表 12 • 切り取り モー ド

ロール用紙

折り畳み用紙、
リヤ ・ フ ィ ー ド

折り畳み用紙、
ボ ト ム ・
フ ィ ー ド

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 5 ダンサー

2 透過式センサー 6 用紙ガイ ド

3 用紙サプラ イ ・ ガ イ ド 7 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チ

4 用紙サプラ イ ・ ハンガー 8 印刷済みラベル

1
2

5678

4
3

1
2

5678

4
3

1
2

5678

4
3
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切り取り モー ド において用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ を切 り 取 り モード に設定し ます。 手順については、86 ページの「印字モー
ド を選択し ます。」 を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タへ用紙を挿入し ます。 手順については、 38 ページの 「プ リ ン タへの用紙
の挿入」 を参照し て く ださい。

3. 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チを押し て、 印刷ヘ ッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。
印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

4. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。
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5. ダンサー ・ アセンブ リ  (1) 下を通って用紙をフ ィ ード し、 透過式センサー (2 - 図
に示されている標準透過式センサー ) に差し込んで、 リ ボン ・ センサー (3) の下
を通し ます。

6. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、用紙の端
に軽 く 触れる よ う にし ます。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

8. プ リ ン タが一時停止し ている  (PAUSE (一時停止) ラ イ ト が点滅し ている ) 場合は、
PAUSE ( 一時停止 ) を押し て印刷機能を有効にし ます。

123

1

2
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剥離モー ド またはラ イナー巻き取り モー ド における用紙の
セ ッ ト

この項は、剥離オプシ ョ ン またはラ イナー巻き取 り モード が装着されている場合のみ
に適用されます ( 図 13)。

剥離アセンブ リ を構成する ローラーのい く つかは、適切な ローラー圧力を確保するた
めにバネで加圧さ れています。 剥離アセンブ リ の開閉には、 剥離解除レバーを使用
し、 右手で操作し て く ださい。 このよ う にする こ と で、 指がローラーに触れるのを防
止でき ます。

表 13 • 剥離モー ド と ラ イナー巻き取り モー ド付き

注記 • ラ イナー巻き取 り オプシ ョ ンは、 Z6Mplus プ リ ン タでは無効です。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまた
はアセンブ リの上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

剥離モー ド

ラ イナー巻き取り
モー ド 付き 

剥離

4
5

6

8910

13

11

12

1
2

3

1
2

3
4 5

6

79 810
11

12
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剥離モー ド、 またはラ イナー巻き取り モー ド付き剥離において用紙をセ ッ ト するに
は、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ を剥離モード に設定し ます。 手順については、 86 ページの 「印字モード
を選択し ます。」 を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タに用紙を挿入し ます。 手順については、 38 ページの 「プ リ ン タへの用紙
の挿入」 を参照し て く ださい。

3. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

4. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

1 剥離レバー 8 ダンサー

2 切 り 取 り / 剥離バー 9 用紙ガイ ド

3 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 10 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チ

4 透過式センサー 11 剥離アセンブ リ

5 用紙サプラ イ ・ ガ イ ド 12 ラベル

6 用紙サプラ イ ・ ハンガー 13 ラベル ・ ラ イナー

7 ラ イナー巻き取 り ス ピン ド ル

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。
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5. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

6. ダンサー・ アセンブ リ の下を通って用紙をフ ィ ード し  (1)、透過式センサー (2 - 図
に示されている標準透過式センサー ) に差し込んで、 リ ボン ・ センサー (3) の下
を通し ます。

7. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

123
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8. 用紙の約 500 mm (18 イ ンチ ) をプ リ ン タの前面から挿入し ます。

9.  露出し た ラベルを剥がし、 ラ イナーだけを残し ます。 

10. 切 り 取 り / 剥離バー (1) と剥離アセンブ リ  (2) の間にラ イナーを挿入し ます。 ラ イ
ナーの端部が確実にプ リ ン タの外に垂れる よ う にし て く ださい。

1

2
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11. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、用紙の端
に軽 く 触れる よ う にし ます。

12. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

13.

剥離機構解除レバーを使用し て、 剥離アセンブ リ を閉じ ます。

1

2

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、 右手で操作し て く だ
さい。 閉じ る際、絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまたはアセンブ リの
上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。
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14. どち らのモード で操作し ますか。

ラ イナー巻き取り付き剥離モー ド でのラ イナー取り外し

ラ イナー巻き取り モー ド付き剥離でラ イナーを取り外すには、 次の手順を実行し ま
す。

1. 図 14 を参照し て く ださい。 ラ イナー巻き取 り ス ピン ド ル (2) の 1/3 程度の と こ ろ
で止ま る までラ イナー ・ ス ラ イ ド ・ タブ (1) を手前に引き ます。

表 14 • ラ イナー巻き取り スピン ドルからのラ イナーの取り外し

2. 巻き取 り ス ピン ド ルから ラ イナーを ス ラ イ ド させます。

操作モー ド ... 操作 ...

剥離モード プ リ ン タが一時停止し ている  (PAUSE (一時停止) ラ イ ト がオ
ン ) 場合は、 PAUSE ( 一時停止 ) を押す と印刷可能にな り ま
す。 剥離が自動的に開始されます。

ラ イ ナ ー 巻 き 取 り
モード

1. ラ イナーを ラ イナー巻き取 り ス ピン ド ル (1) から ス
ラ イ ド させて取 り 出し ます。 ラ イナーがス ピン ド
ル ・ アセンブ リ のバッ ク ・ プレー ト に触れている こ
と を確認し て く ださい。

2. ス ピン ド ル ・ アセンブ リ を逆時計回 り に数回回し
て、 ラ イナーを調整し ます。

3. プ リ ン タが一時停止し ている  (PAUSE ( 一時停止 ) ラ
イ ト がオン ) 場合は、 PAUSE ( 一時停止 ) を押すと印
刷可能にな り ます。 剥離が自動的に開始されます。 

1

注記 • ラ イナーを取 り 外し た ら、 ラ イナー ・ ス ラ イ ド を元の場所まで戻し ます。

2

1



49操作
カ ッ ター ・ モー ド における用紙のセ ッ ト

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

カ ッ ター ・ モー ド における用紙のセ ッ ト

この項は、 カ ッ ター ・ モード が装着されている場合のみに適用されます ( 図 15)。

表 15 • カ ッ ター ・ モー ド

カ ッ ター ・ モー ド において用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をカ ッ ター ・ モード に設定し ます。 手順については、 86 ページの 「印字
モード を選択し ます。」 を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タに用紙を挿入し ます。 手順については、 38 ページの 「プ リ ン タへの用紙
の挿入」 を参照し て く ださい。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 透過式センサー

3 用紙サプラ イ ・ ガ イ ド

4 用紙サプラ イ ・ ハンガー

5 ダンサー

6 用紙ガイ ド

7 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チ

8 カ ッ ター ・ モジ ュール

9 キ ャ ッ チ ・ ト レー

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1

2
3

4
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3. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

4. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

5. 用紙ガイ ド を引き出し ます。
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6.

7. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、用紙の端
に軽 く 触れる よ う にし ます。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

ダンサー ・ アセンブ リ の下を通って用紙をフ ィ ード し  (1)、 透過式センサー (2 - 
図に示されている標準透過式センサー ) に差し込んで、 リ ボン ・ センサー (3) 
およびカ ッ ター (4) の下を通し ます。

1234

1

2
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8. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

9. プ リ ン タが一時停止し ている  (PAUSE ( 一時停止 ) ラ イ ト が点滅し ている ) 場合、
PAUSE ( 一時停止 ) を押すと印刷可能にな り ます。
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巻き取り モー ド における用紙のセ ッ ト

この項は、巻き取 り モード が装着されている場合のみに適用されます ( 図 16)。 巻き取
り オプシ ョ ン付きプ リ ン タ を使用し て、巻き取 り モード またはラ イナー巻き取 り 付き
剥離モー ド で用紙をセ ッ ト するには、 こ の項に記載されている説明に従って く だ さ
い。

表 16 • 巻き取り モー ド と ラ イナー巻き取り モー ド付き剥離モー ド

巻き取り モー ド

剥離モー ド  ( 巻き取
り またはラ イナー巻

き取り を非装着 )

1

2
3 4

5

6

10 912

13

14

7811

1

2
3 4

5

10 912

13

14
15
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巻き取り オプシ ョ ン付きプ リ ン タ で用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ を巻き取 り モード に設定し ます。 手順については、86 ページの「印字モー
ド を選択し ます。」 を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タに用紙を挿入し ます。 手順については、 38 ページの 「プ リ ン タへの用紙
の挿入」 を参照し て く ださい。

ラ イナー巻き取り
モー ド 付き 

剥離

1

2
3 4

5

6

10 912

13

14

7811

15

1 剥離レバー 9 ダンサー

2 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 10 用紙ガイ ド

3 透過式センサー 11 用紙整合ス ピン ド ル

4 用紙サプラ イ ・ ガ イ ド 12 巻き取 り ベース ・ アセンブ リ

5 用紙サプラ イ ・ ハンガー 13 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チ

6 巻き取 り ス ピン ド ル 14 剥離アセンブ リ

7 用紙巻き取 り ガイ ド 15 ラベル

8 蝶ネジ

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。
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3. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

4. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

5. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

6. ダンサー・ アセンブ リ の下を通って用紙をフ ィ ード し  (1)、透過式センサー (2 - 図
に示されている標準透過式センサー ) に差し込んで、 リ ボン ・ センサー (3) の下
を通し ます。

123
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7. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

8. 用紙の約 500 mm (18 イ ンチ ) をプ リ ン タの前面から挿入し ます。

9.  露出し た ラベルを剥がし、 ラ イナーだけを残し ます。



57操作
巻き取り モー ド における用紙のセ ッ ト

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

10. どち らのモード で操作し ますか。

操作モー ド ... 操作 ...

剥離モード  ( 巻き取
り またはラ イナー巻
き取 り を非装着 )

1. 切 り 取 り / 剥離バーと剥離アセンブ リ の間にラ イ
ナーを挿入し ます。 ラ イナーの端部が確実にプ リ ン
タの外まで垂れ下がる よ う にし て く ださい。

2. ページ 60 の手順 18 に進みます。

ラ イナー巻き取 り
モード付き剥離

1. 切 り 取 り / 剥離バー (1) と剥離アセンブ リ  (2) の間に
ラ イナーを挿入し ます。

2. 次の手順に進みます。

巻き取 り モード 1. 剥離アセンブ リ  (1) にラ イナーを挿入し ます。

2. 次の手順に進みます。

1

2

1 切 り 取 り / 剥離バー

2 剥離アセンブ リ

1

2

1
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11. ラ イナーを用紙調整ローラーの下に通し ます。

12. 用紙巻き取 り ガイ ド の蝶ネジを緩めます。

13. 用紙巻き取 り ガイ ド を完全に引き出し、 折 り 下げます。

14. 巻き取 り ス ピン ド ルに空の芯を ス ラ イ ド させて装着し ます。
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15. ラ イナーを芯に巻き、巻き取 り ス ピン ド ルを逆時計回 り に回し て、余った ラ イナー
を巻き付けます。 プ リ ン タ を正常に稼働させるには、 ラ イナーを巻き取 り ス ピ ン
ド ルにし っか り と 取 り 付け る必要があ り ます。 ラ イナーの端が巻き取 り ス ピ ン ド
ルのバッ ク プレー ト にぴった り 触れている こ と を確認し て く ださい。

16. 用紙巻き取 り ガイ ド を折 り あげ、 ラ イナーに触れる までス ラ イ ド させます。

17. 用紙巻き取 り ガイ ド の蝶ネジを締めます。
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18. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、用紙の端
に軽 く 触れる よ う にし ます。

19. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

20. 剥離レバーを使用し て、 剥離アセンブ リ を閉じ ます。

21. プ リ ン タが一時停止し ている  (PAUSE ( 一時停止 ) ラ イ ト がオン ) 場合は、PAUSE 
( 一時停止 ) を押すと印刷可能にな り ます。 剥離が自動的に開始されます。 

巻き取り スピン ドルからの印刷済みラベルまたはラ イナーの取り外し

巻き取り スピン ドルから印刷済みラベルまたはラ イナーを取り外すには、 次の手順
を実行し ます。

1. 用紙調整ス ピン ド ル と巻き取 り ス ピン ド ルの間のラ イナーを切 り 取 り ます。

1

2
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2. 用紙巻き取 り ガイ ド が直立状態になる まで、 巻き取 り ス ピン ド ルを逆時計回 り に
回転させます。

3. 用紙巻き取 り ガイ ド の蝶ネジを緩めます。

4. 用紙巻き取 り ガイ ド を完全に引き出し、 折 り 下げます。

5. ラ イナーが巻きついている芯を巻き取 り ス ピン ド ルから ス ラ イ ド させます。
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巻き取り オプシ ョ ンでの用紙整合調整

以下の操作手順は、巻き取 り オプシ ョ ンが搭載されているプ リ ン タのみに適用されま
す。 用紙 /台紙の巻き取 り が緩過ぎないよ う に、ラ イナーは巻き取 り ス ピン ド ルのバッ
ク プレー ト にぴった り 着 く よ う に巻き付けて く だ さい。

調整は指定の手順で行って く ださい。 問題解決に必要な操作のみを行って く ださい。

巻き取り オプシ ョ ン付きプ リ ン タ で用紙整合を調整するには、 次の手順を実行し ま
す。

1. 調整ダ イヤル (1) を時計回 り に回し、用紙をバッ クプレー ト  (2) の方向に移動させ
ます。

2. 調整ダ イヤル (1) を逆時計回 り に回し、用紙をバッ クプレー ト  (2) と反対の方向に
移動させます。

1

2



63操作
リ ボンの装着

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

リボンの装着

このプ リ ン タの リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルは、 二重テンシ ョ ン方式を採用し てい
ます。 ほ と んどの場合、 ス ピ ン ド ルは標準位置で使用する必要があ り ます。 低テ ン
シ ョ ン位置は、幅の狭い リ ボンを使用する場合や標準のテンシ ョ ンでは リ ボンの動き
に支障があ る場合にしか使用し ないで く だ さい。

表 17 • リボン経路

注記 • この項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

注記 • 印刷ヘッ ド の磨耗を防ぐ ため、 用紙よ り も広い幅の リ ボン を必ず使用し て く
ださい。 感熱印刷の場合は、 プ リ ン タに リ ボンを装着し ないで く ださい。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ル

3 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル

4 テンシ ョ ン ・ ブレード

1

432
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リ ボンを装着するには、 次の手順を実行し ます。

1. リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルを標準テンシ ョ ン または低テンシ ョ ンに設定し ま
す。

• リ ボン ・ サプ ラ イ ・ ス ピ ン ド ルを標準位置に設定するには、 ス ピ ン ド ルのエ
ン ド ・ キ ャ ッ プを引き出し、 カチッ と止ま る まで伸ばし ます ( 図 18 を参照 )。
ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンで この設定が使用されます。

• リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルを低テンシ ョ ン位置に設定するには、 エン ド ・
キ ャ ッ プを押し込み、カチッ と止ま る まで縮めます ( 図 18 を参照 )。 この設定
は、 幅の狭い リ ボンを使用する場合や標準テンシ ョ ンで リ ボンの動きに支障
があ る場合に使用し て く ださい。

表 18 • リボン ・ スピン ドル - 標準テンシ ョ ン と低テンシ ョ ン

2. 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッ チを押し て、 印刷ヘ ッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。
印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1 標準位置 ( ス ピン ド ルのエン ド ・ キ ャ ッ プを伸ばし た状
態 )

2 低テンシ ョ ン位置 ( ス ピン ド ルのエン ド ・ キ ャ ッ プを縮
めた状態 )

1 2
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3. 先端部分を時計回 り に引き出し て リ ボンの向き を定めます。

4. リ ボン ・ ロールを リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルにセ ッ ト し  (1)、 完全に押し込み
ます。

5. リ ボンの端を引っ張って、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ  (2) の下を通し、 プ リ ン タの
前面に引き出し ます。

1

2
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6. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

7. リ ボンを リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル (3) に時計回 り に巻きつけます。

使用済みのリボンを取り外す

リ ボンがな く なった り 、 熱転写モード から ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード に切 り 替え
る と きに、 使用済みの リ ボンをプ リ ン タから取 り 外し ます。

3
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使用済みのリボンを取り外すには、 次の手順を実行し ます。

1. リ ボンがまだ残っている場合は、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル (1) の前で リ ボンを
切 り 離し ます。

2. リ ボンを緩めるには、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルのテンシ ョ ン ・ ブレード に リ ボ
ンを押し付けます (1)。 それ と同時に、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルの リ リ ース ・ ノ
ブを逆時計回 り に回転させます (2)。
テンシ ョ ン ・ ブレード が リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル内に引っ込み、 リ ボンが緩み
ます。

3. リ ボンを リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルから ス ラ イ ド させて取 り 出し ます。

注意 • リ ボンはリ ボン巻き取り スピン ドルの真上では切らないで く だ さい。 真上で切る
と、 スピン ドルが傷つ く こ とがあ り ます。

1

1

2
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プ リ ン タのキャ リ ブレー ト

自動キャ リ ブレーシ ョ ン

デフ ォル ト では、 電源投入時または印刷ヘッ ド が閉じ ている場合、 プ リ ン タ  は自動
キ ャ リ ブレー ト が行われます。 自動キ ャ リ ブレー ト 中、 プ リ ン タはラベルの長さおよ
びセンサー設定を判断し ます。

自動キ ャ リ ブレー ト の結果はプ リ ン タの メ モ リ に保存され、プ リ ン タの電源をオフに
し て も維持されます。 これらのパラ メ ータは、 次のキ ャ リ ブレーシ ョ ンが実行される
まで有効のま まです。

マニュアル ・ キャ リ ブレーシ ョ ン

用紙および リ ボンが検出さ れる精度を上げる ため、 用紙および リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレー ト を行ってセンサーの感度を リ セ ッ ト し ます。 リ ボン または用紙のタ イ
プを変更し た場合、 このキ ャ リ ブレー ト を行 う と、 プ リ ン タの動作が改善される こ と
があ り ます。

詳細は、 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボンのセンサーの感度のキ ャ リ ブレー
ト 」 を参照し て く ださい。

注記 • MEDIA POWER UP ( 電源投入時の用紙動作 ) または HEAD CLOSE ( ヘッ ド を閉
める ) のコ ン ト ロール ・ パネル設定が LENGTH ( 長さ )、 NO MOTION ( 動作し ませ
ん )、 または FEED ( フ ィ ード ) に設定されている場合、 プ リ ン タ  は、 自動キ ャ リ ブ
レー ト を行わずに印刷を開始 し ます。 101 ページの 「電源投入時の用紙動作の設
定」 または 102 ページの 「ヘッ ド を閉めるオプシ ョ ンの設定」 を参照し て く ださい。
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用紙センサーの配置

このプ リ ン タは、 透過式と反射式の 2 種類の用紙センサーを使用し ています。

透過式センサーの選択または配置

標準の透過式センサー ( 図 19) は固定位置にあ り 、 コ ン ト ロール ・ パネルから調整で
き ます。 調整可能な透過式センサーは、 Z4Mplus または Z6Mplus の標準で使用でき、
印刷性能の最適化調整が可能です。 こ のセンサーの操作の詳細については、 87 ペー
ジの 「センサーの選択」 を参照し て く ださい。

表 19 • 標準および調整可能透過式センサー

調整可能透過式センサーの下部には、位置合わせ用の 2 つの白い縦線と可動式の調整
タブ ・ ポイ ン タが付いています ( 図 20)。

1 標準透過式センサー

2 調整可能透過式センサー （オプシ ョ ン）

1 2
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表 20 • 調整タ ブ ・ ポイ ン タの付いた透過式センサー

透過式センサーを調整するには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド ・ レバーを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 図 19 を参照し て く だ さい。 透過式センサーの位置を確認し ます。

3. 透過式センサーの後部で白い調整タブ ・ ポイ ン タの位置を確認し ます。

4. 使用し ている用紙のタ イプに応じ て、 以下を実行し ます。

5. 用紙と リ ボンが正し く セ ッ ト されている こ と を確認し ます。

6. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

1

2

1

3

1 位置合わせ用マーク

2 調整タブ ・ ポイ ン ター （外側位置）

3 調整タブ ・ ポイ ン ター （内側位置）

用紙のタ イプ 手順

縁に切れ込みが あ
る単票用紙

調整タブを内側位置のマーク まで動かし ます。 タブのポイ
ン タ をマークに揃え る必要があ り ます。

縁に切れ込みが な
い単票用紙

調整タブを外側位置のマーク まで動かし ます。 タブのポイ
ン タ をマークに揃え る必要があ り ます。

連続用紙 調整タブを外側位置のマーク まで動かし ます。 タブのポイ
ン タ をマークに揃え る必要があ り ます。
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反射式センサーの調整

反射式センサーは、 ほ と んどの用紙タ イプに適合し ます。 単票用紙を使用する場合、
反射式センサーはラベルの開始位置を示すイ ンジケータ  ( 切れ込み、 穴、 黒マーク、
またはダ イ カ ッ ト ・ ラベル間の切れ目 ) を検出し ます。 このセンサーは、 連続用紙と
単票用紙の両方において、 用紙切れ状態の検出に使用されます。 このセンサーを使用
し ている と きに、 キ ャ リ ブレー ト に問題があ る場合は、 透過式センサーを使用し て く
ださい （69 ページの 「透過式センサーの選択または配置」 を参照）。 

次の手順で反射式センサーを配置し ます。

• 切れ込み、穴、 または黒マーク など ラベル・ タ イプ場合には、それらの真下に置 く

• ラベル間で切れ目があ る場合、 用紙幅にそった位置に置 く

• 連続用紙にはその用紙用の位置

赤 く 点灯する用紙を透かし て見る よ う にする と、 センサーを配置しやす く な り ます。

表 21 • 反射式センサーの調整

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 反射式センサー

3 反射式センサーの配置レバー

4 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチ

1

2

3

4
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反射式センサーを調整するには、 次の手順を実行し ます。

1. 図 21 を参照し て く だ さい。 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し ます。 

2. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

3. 反射式センサーの配置レバーの位置を確認し ます。

4. 反射式センサーが切れ目や穴の調整をする まで、 用紙幅にそって反射式センサー
の配置レバーを動かし ます。

5. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。
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印刷ヘ ッ ド圧力の調整

片側の印刷が薄すすぎ る場合や厚い用紙を使用する場合には、印刷ヘッ ド圧力の調整
が必要と な る こ と があ り ます。

図 22 を参照し て く だ さい。Z4Mplus 圧力調整ダ イヤルには、4 段階で増加する設定値
が刻まれています。 最小値のグループ ( 逆時計回 り に最後まで回し た位置 ) はレベル
1 とみな され、 最大値のグループ ( 時計回 り に最後まで回し た位置 ) はレベル 4 とみ
な されます。 Z6Mplus の場合、 ダ イヤルに 4 つではな く 、 ７  つの設定があ り ます。

表 22 • 印刷ヘ ッ ド圧力の調整ダイヤル

印刷ヘ ッ ドの圧力を設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. 使用する用紙の初期ダ イヤル値を選択する場合は、ご使用のプ リ ン タによ り 、 表 8
または表 9 を使用し て く ださい。 

1 右ダ イヤル

2 内側ダ イヤル

1 2

表 8 • Z4Mplus の印刷ヘ ッ ド圧力

用紙幅 内側ダイヤル 外側ダイヤル

25.4 mm (1 イ ンチ ) 3 1

51 mm (2 イ ンチ ) 4 1

76 mm (3 イ ンチ ) 3 2

89 mm 以上 (3.5 イ ンチ以上 ) 3 3
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2. 必要に応じ て、 印刷ヘッ ド調整ダ イヤルを以下のよ う に調整し ます。

表 9 • Z6Mplus の印刷ヘ ッ ド圧力

用紙幅 内側ダイヤル 外側ダイヤル

50 mm (2 イ ンチ ) 6 1

75 mm (3 イ ンチ ) 6 2

100 mm (4 イ ンチ ) 7 3

125 mm (5 イ ンチ ) 7 4

140 mm 以上 (5.5 イ ンチ以上 ) 6 6

用紙の状態 操作

良好な印字品質を得る ために圧
力を高める必要があ る

両方のダ イヤル値を  1 レベル上げます。

印刷中に左へ移動する 外側ダ イ ヤルの設定値を  1 レベル上げるか、
内側ダ イヤルの設定値を  1 レベル下げます。

印刷中に右へ移動する 内側ダ イ ヤルの設定値を  1 レベル上げるか、
外側ダ イヤルの設定値を  1 レベル下げます。

ラベル左側の印刷が薄すぎ る 内側のダ イヤル設定を  1 レベル上げます。 

ラベル右側の印刷が薄すぎ る 外側のダ イヤル設定を  1 レベル上げます。 
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メ モ リ ・ カー ド を イ ンス ト ールする

プ リ ン タ  は Type I ま たは Type II 準拠の Personal Computer Memory Card International
Association (PCMCIA) カード を使用でき ます。

PCMCIA メ モ リ ・ カー ド を取り付けるには、 次の手順を実行し ます。

1. PCMCIA カード ・ シール ド をプ リ ン タの後部から取 り 外し ます。

2. 図に示すよ う に、 溝の部分が上を向いた状態で、 PCMCIA カード をカード ・ ス
ロ ッ ト に挿入し ます ( 図 23 を参照 )。 取 り 出しボタ ンが飛び出すまで深 く 挿入し
て く ださい。

表 23 • PCMCIA カー ド を イ ンス ト ールする

3. PCMCIA カード ・シール ド を PCMCIA カード と カード ・ス ロ ッ ト の上に戻し ます。

これで、 追加の メ モ リ またはフ ォ ン ト ・ オプシ ョ ンを使用し てプ リ ン タ を使用で
き る よ う にな り ま し た。

注意 • 回路基板や印刷ヘ ッ ド などの静電気に敏感な コ ンポーネン ト を取り扱う際は、 静電
気に対する適切な安全対策を講じ て く だ さい。

注記 • PCMCIA カード はホ ッ ト ・ ス ワ ッ プが可能です。 プ リ ン タの電源がオン (l) の
と きに取 り 付け可能です。

1 PCMCIA カード

2 溝

3 カード取 り 出し ボタ ン

注記 • PCMCIA カー ド の初期化が完了す る ま でに数分を要す る 場合があ り ます。
カード の初期化中は PAUSE LED ( 一時停止 LED) が点滅し ます。 カード がすでに初
期化されている場合は、PAUSE LED ( 一時停止 LED) が 1 回か 2 回だけ点滅し ます。
カード が初期化されている こ と を確認するには、 設定ラベルを印刷し、 新しい メ モ
リ ・ カード の情報が含まれているかど う かを確認し て く ださい。

F
u
s
e

F
u
s
e

1

2 3
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4
設定

この項では、 プ リ ン タ操作の設定に使用する コ ン ト ロール ・ パネルのパラ メ ータにつ
いて説明し ます。
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セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド

用紙 と リ ボンをセ ッ ト し、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST) が完了する と、 コ ン
ト ロール ・ パネルに 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と表示されます。 こ こ で、 コ ン ト ロール ・ パネ
ル ・ デ ィ スプレ イ と そのボタ ンを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのプ リ ン タ ・ パラ メ ー
タ を設定で き ます。 初期のプ リ ン タ ・ デフ ォル ト 設定に戻す必要があ る場合には、
143 ページの 「FEED ( フ ィ ード ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト 」 を参照
し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ドの開始

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド に切り替えるには、 次の手順を実行し ます。

1. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し ます。 

2. プ ラス (+) または マイナス (-) ボタ ンを押し て、 これらのパラ メ ータ を ス ク ロール
し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択または選択を解除し ます。

重要 • 印刷条件によ っては、 印字速度、 濃度、 印字モー ド などの印刷パラ メ ータの
調整が必要と な る場合があ り ます。 以下のよ う な例が挙げられます。

• 高速で印刷する場合

• 用紙を剥離する場合

• 薄型ラベル、小型ラベル、合成ラベル、コーテ ィ ング・ ラベルなどを使用する場合

印字品質はこれらの例以外にも さ まざま要因に左右されるため、テス ト を実行し て、
アプ リ ケーシ ョ ンに最適なプ リ ン タ設定 と 用紙の組み合わせを決定し て く だ さ い。
こ の組み合わせが不適切な場合、 印字品質や印字速度が損なわれた り 、 必要な印字
モード でプ リ ン タが正し く 機能し ない可能性があ り ます。

注記 • プ リ ン タが IP ネ ッ ト ワーク上で稼働し ている場合、 次の方法でプ リ ン タのパ
ラ メ ータ を変更でき ます。

• ZebraLink™ WebView (ZebraNet® 10/100 PrintServer または ZebraNet ワ イヤレ ス・プ
リ ン ト ・サーバが必要）。詳細については、該当するプ リ ン ト ・サーバのユーザー・
ガイ ド を参照し て く ださい。

• SetWLAN 設定ユーテ ィ リ テ ィ  (ZebraNet ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバが必要 )。
詳細については、 『ZebraNet ワ イ ヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガ イ ド 』
を参照し て く ださい。
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セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド を終了する

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド を終了するには、 次の手順を実行し ます。

1. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し ます。

LCD に 「ﾍﾝｺｳｦ _ ﾎｿﾞﾝ」 と い う メ ッ セージが表示されます。

2. ブ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを保存し ます ( 表 10)。

3. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し て、 表示されている選択を選びま
す。

設定と キ ャ リ ブレー ト 手順が終了する と、 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と い う メ ッ セージが表
示されます。

表 10 • セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ドの終了時にオプシ ョ ンを保存する

LCD 説明

ｶｸﾃｲ 電源がオフになった後も値がプ リ ン タに保存されます。

ｲﾁｼﾞ _ ﾎｿﾞﾝ 電源がオフになる まで変更が保存されます。

ｷｬﾝｾﾙ セ ッ ト ア ッ プ ・ モード で行ったすべての変更を取 り 消し
ます。 ただし、 濃度と 切 り 取 り 設定が変更されている場
合、 これらは取 り 消されません。 これらの設定は変更後
すぐに適用されます。

ｾｯﾃｲ _ ｼｮｷｶ ネ ッ ト ワーク設定以外のすべてのパラ メ ータ を工場出荷
時のデフ ォル ト 値に戻し ます。 デフ ォル ト 設定を読み込
む場合、 手動で変更し たすべての設定は再読み込みする
必要があ るので、 注意し て く ださい。

注記 • 工場出荷時のデフ ォル ト 値を読み込む と、
プ リ ン タの自動キ ャ リ ブレー ト が実行されます。

ｾｯﾃｲ _ ｻｲﾖﾐｺﾐ 最後に永久保存された値が読み込まれます。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ _ ﾑｾﾝ LAN ワ イヤード と ワ イヤレ スのネ ッ ト ワーク設定を工場出荷
時のデフ ォル ト 値に戻し ます。
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パスワー ド で保護されているパラ メ ータの変更

通信パラ メ ータなどの特定のパラ メ ータは、工場出荷時のデフ ォル ト ではパス ワード
で保護されています。

パ ス ワ ー ド で 保 護 さ れ て い る パ ラ メ ー タ を 初 め て 変 更 す る と き に は、
「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ _ ｲﾚﾙ」 と い う メ ッ セージがプ リ ン タに表示されます。パラ メ ータ を変更す
るには、 4 桁の数字のパス ワード を入力する必要があ り ます。 パス ワード を正し く 入
力し た後は、SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し てセ ッ ト ア ッ プ ・ モード
を終了するか、 プ リ ン タの電源をオフ  (O) にし ない限 り 、 パス ワード を再入力する必
要はあ り ません。

パスワー ド で保護されているパラ メ ータにパスワー ド を入力するには、 次の手順を
実行し ます。

1. パス ワード のプロ ンプ ト が表示された ら、 左向き楕円ボタ ンを使用し て、 選択さ
れている桁の位置を移動し ます。

2. 変更する桁を選択し た ら、 右向き楕円ボタ ンを使用し て、 選択されている桁の値
を増加し ます。 パス ワード の桁ご と に これらの 2 つの手順を繰 り 返し ます。

3. パス ワード を入力し終わった ら、 NEXT ( 次へ ) ボタ ンを押し ます。

変更するために選択し たパラ メ ータが表示されます。 パス ワード を正し く 入力し
た場合は、 この値を変更でき る よ う にな り ます。

デフ ォル ト のパスワー ド値

デフ ォル ト のパス ワード値は 1234 です。 パス ワード は、^KP ( パス ワード の定義 ) の
ZPL II 手順または ZebraLink™WebView (ZebraNet® PrintServer II、10/100 プ リ ン ト ・サー
バまたはワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバが必要 ) を使用し て変更でき ます。

パスワー ド保護機能を無効にする

パス ワード保護機能は無効にし て、パス ワード の入力を求めるプロ ンプ ト が表示され
ないよ う にする こ と ができ ます。無効にするには、^KP ZPL/ZPL II コマン ド を使用し
てパ ス ワ ー ド を 0000 に設定 し ます。 パ ス ワ ー ド 保護機能を再び有効にす る には、
ZPL/ZPL II コマン ド ^KPx を送信し ます。 こ こ で、 x には 1 ～ 9999 の任意の数を指
定でき ます。

注意 • パスワー ド で保護されているパラ メ ータは、その機能を完全に理解し ていない限り、
変更し ないで く だ さい。 パラ メ ータが適切でないと、 プ リ ン タの誤動作が発生する場合が
あ り ます。
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設定ラベルの印刷

設定ラベルには、 設定 メ モ リ に保存されているプ リ ン タ設定が一覧表示されます。 用
紙と リ ボン ( 必要な場合 ) をセ ッ ト し た ら、 プ リ ン タの現在の設定の記録と し て設定
ラベルを印刷し ます。 印刷に関する問題を ト ラ ブルシ ューテ ィ ングする と きのため
に、 ラベルは と っておいて く ださい。

設定ラベルを印刷するには、 次の手順を実行し ます。

1. コ ン ト ロール ・ パネルの SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し ます。

2. NEXT ( 次へ ) ボタ ン または PREVIOUS ( 前へ ) ボタ ンを押し て、「ﾘｽﾄ _ ｾｯﾃｲ」が表
示される までパラ メ ータ を ス ク ロールし ます。

3. 右向き楕円ボタ ンを押し て印刷を確認し ます。

設定ラベルが印刷されます ( 図 24)。

表 24 • 設定ラベル



設定
ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷

82

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷

プ リ ン ト ・ サーバを使用し ている場合には、 プ リ ン タ をネ ッ ト ワーク に接続し た後で
ネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷でき ます。

ネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷するには、 次の手順を実行し ます。

1. コ ン ト ロール ・ パネルの SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ンを押し ます。

2. NEXT ( 次へ ) ボタ ン または PREVIOUS ( 前へ ) ボタ ンを押し て、「ﾜｲﾔﾚｽ _ ﾘｽﾄ」が
表示される までパラ メ ータ を ス ク ロールし ます。

3. 右向き楕円ボタ ンを押し て印刷を確認し ます。

ネ ッ ト ワーク設定ラベルが印刷されます ( 図 25)。 アス タ リ ス クは、有線またはワ
イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバがア ク テ ィ ブかど う かを示し ます。 ワ イヤレ ス ・ プ
リ ン ト ・ サーバがイ ン ス ト ールされていない場合は、 ラベルのワ イヤレ スの部分
は印刷されません。

表 25 • ネ ッ ト ワーク通信ラベル 
( ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがイ ンス ト ールされている場合 )
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コ ン ト ロール ・ パネル ・ パラ メ ータ

プ リ ン タ設定を表示し て調整するには、 コ ン ト ロール ・ パネルの LCD を使用し ます。

パラ メ ータの表示または変更方法

パラ メ ータ を表示中に、プ ラス (+) ボタ ンを押す と 次のパラ メ ータに進み、マイナス (-)
を押す と サ イ ク ル内の前のパ ラ メ ー タ に戻 り ます。 パ ラ メ ー タ を変更 し た り オプ
シ ョ ンを表示するには、SELECT ( 選択 ) を押し ます。 パラ メ ータが変更される と、値が
プ リ ン タで現在ア ク テ ィ ブになっている もの と は異な る こ と を示すアステ リ ス ク  (*)
がデ ィ スプレ イの左上隅に表示されます。

その他のパラ メ ータ

以下の状況で、 その他のパラ メ ータが表示されます。

• 有線プ リ ン ト ・ サーバがプ リ ン タに接続された と き。 詳細については、 『ZebraNet
10/100 プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザーお よ び リ フ ァ レ ン ス ・ ガ イ ド』 を ま たは
『PrintServer II ユーザーおよび リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバがプ リ ン タに接続された と き  ( 特注の Z4Mplus プ
リ ン タのみ )。 詳細については、 『ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバおよびワ イヤレ
ス ・ プラ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

お客様のプ リ ン タに付属の CD に これらのマニ ュ アルのコ ピーが収録されています。
また、 http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

標準プ リ ン タのパラ メ ータ

表 11 は、 各パラ メ ータ を示し た も のです。 パラ メ ータは、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド に
切 り 替えた後に プ ラス (+) を押すと表示される順番で示されています。

注記 • ラベル設定ソ フ ト ウ ェ アやプ リ ン タ ・ ド ラ イバの設定は、 コ ン ト ロール ・ パ
ネルでの調整よ り 優先されます。 詳細はソ フ ト ウ ェ アまたは ド ラ イバのマニ ュ アル
を参照し て く ださい。

http://www.zebra.com/manuals
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表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

印字濃度を調整し ます。
濃度設定 ( 焼付け時間 ) は、 リ ボンのタ イプ、 用紙のタ イプ、 印刷ヘッ ド
の状態など、さ まざ まな要因に左右されます。 一貫し た高品質の印刷を行
う には、 濃度を調整し て く ださい。

重要 • 濃度は、 良好な印字品質が得られる最低値に設定し て
く ださい。 濃度の設定が高すぎ る と、イ ン クがにじんだ り 、 リ
ボンが焼け付いて し ま った り 、 印刷ヘッ ド の磨耗を早めて し
ま う 場合があ り ます。

印刷が薄すぎ る場合、 または印刷された領域に空白が見られる場合には、
濃度を高 く し ます。 印刷が濃すぎ る場合、または印刷された領域がにじん
でいる場合には、 濃度を低 く し ます。

最適な濃度を決定するためには、 139 ページの 「FEED ( フ ィ ード ) セル
フ ・ テス ト 」 を使用でき ます。 138 ページの 「PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・
テス ト 」 を実行中に濃度を調整し たい場合、 濃度の設定は直ちに有効にな
る ため、 現在印刷中のラベルで結果を確認でき ます。 濃度の設定は、 ド ラ
イバまたはソ フ ト ウ ェアの設定によ って変更でき る場合も あ り ます。

デフ ォル ト : +10
範囲 : 0 ～ 30

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと濃度が高 く な り ます。

3. マイナス (-) ボタ ンを押すと濃度が低 く な り ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

印字速度を調整し ます。
ラベル印刷の速度を調整し ます (1 秒あた り のイ ンチ数)。 印字速度を遅 く
する と、 印字品質は通常、 向上し ます。 印字速度の変更は、 セ ッ ト ア ッ
プ ・ モード を終了し た時点で有効にな り ます。

デフ ォル ト : 50.8 MM/SEC
範囲 : 50.8 ～ 254.0 MMS/SEC

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと値が大き く な り ます。

3. マイナス (-) ボタ ンを押すと値が小さ く な り ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ     +10.0 
-                 +

 ｲﾝｼﾞ _ ｿｸﾄﾞ
 2 IPS          +
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切 り 取 り 位置を調整し ます。
こ のパラ メ ータでは、印刷後に切 り 取 り / 剥離バーの上に く る用紙の位置
を指定し ます。 
図 26 を参照し て く ださい。 数値を大き く する と用紙が排出され ( 切 り 取
り 線が次のラベルの リ ーデ ィ ング ・ エ ッ ジに近 く な る )、 数値を小さ く す
る と 用紙が巻き取られます ( 切 り 取 り 線が印刷された ラベルの端に近 く
な る )。

表 26 • 切り取り位置の調整

デフ ォル ト : +0
範囲 : -120 ～ +120

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと値が大き く な り ます。 ボタ ンを押すた
びに、 切 り 取 り 位置が 4 ド ッ ト 行分移動し ます。

3. マイナス (-) ボタ ンを押すと値が小さ く な り ます。 ボタ ンを押す
たびに、 切 り 取 り 位置が 4 ド ッ ト 行分移動し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ      +000
-                 +

1 用紙の方向

2 工場出荷時の切 り 取 り 位置 00

1
2
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印字モード を選択し ます。
印字モード設定では、 使用する用紙の給紙方法をプ リ ン タに指定し ます。
選択し たオプシ ョ ンがプ リ ン タ でサポー ト されている こ と を確認し て く
ださい。

デフ ォル ト : ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ

選択肢 : ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ、 ﾊｸﾘ _ ﾓｰﾄﾞ、 ｶｯﾀｰ _ ﾓｰﾄﾞ、 ﾏｷﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

用紙タ イプを設定し ます。
こ のパラ メ ータは、 使用し ている用紙のタ イプをプ リ ン タに指定し ます
( 詳細については、 31 ページの 「用紙のタ イプ」 を参照 )。 連続用紙を選
択する場合は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト に ラベルの長さ を指定する必要が
あ り ます (ZPL または ZPL II を使用する場合は ^LLxxxx)。
単票用紙を選択し ている場合、 プ リ ン タは用紙を フ ィ ー ド し て ラベルの
長さ  ( 内部ラベルの切れ目、製本用ひも、 あ るいは整列用の切れ込みまた
は穴の 2 つの認識済み整合点間の距離 ) を算出し ます。

デフ ォル ト : ｷﾞｬｯﾌﾟ _ ｱﾘ

選択肢 : ﾚﾝｿﾞｸｼ、 ｷﾞｬｯﾌﾟ _ ｱﾘ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

センサー ・ タ イプを設定し ます。
こ のパラ メ ータは、ラベル間の区切 り を示すウ ェブ ( ラベル間の切れ目ま
たはスペース、 切れ込み、 穴 ) を含む用紙を使用し ているかど う か、 あ る
いは裏面に黒いマーク が印刷されている用紙を使用し ているかど う かを
プ リ ン タ に指定し ます。 用紙の裏側に整合用の黒いマー ク がない場合に
は、 プ リ ン タ をデフ ォル ト  ( ﾄｳｶｼｷ ) のま まにし て く ださい。

デフ ォル ト : ﾄｳｶｼｷ

選択肢 : ﾄｳｶｼｷ、 ﾊﾝｼｬｼｷ

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ３ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

 ｲﾝｼﾞ _ ﾓｰﾄﾞ
- ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ      +

 ﾖｳｼ _ ﾀｲﾌﾟ
_ ｷﾞｬｯﾌﾟ _ ｱﾘ _+

 ｾﾝｻｰ _ ﾀｲﾌﾟ
-_ ﾄｳｶｼｷ             +
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センサーの選択
こ のパラ メ ータは、 使用し ている用紙のタ イプをプ リ ン タに指定し ます。
「ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ」 は、 ほ と んどの用紙タ イプ と互換性があ り ます。 連続用紙
または単票黒マーク用紙には、 反射式センサーを選択し ます。 単票透過
式用紙には、 透過式センサーを選択し ます。

デフ ォル ト : ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ

選択肢 : ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ、 ﾊﾝｼｬｷ、 ﾄｳｶｼｷ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 選択肢を ス ク
ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

印字方式を選択し ます。
印字方式パラ メ ータは、 次のいずれかのプ リ ン ト 方式をプ リ ン タ に指定
し ます : ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード  ( リ ボン不要 ) または熱転写モー
ド  ( 熱転写用紙 と リ ボンを使用 ) 
デフ ォル ト : ﾈﾂﾃﾝｼｬ

選択肢 : ﾈﾂﾃﾝｼｬ、 ﾀﾞｲﾚｸﾄ _ ｻｰﾏﾙ

注記 • 熱転写用紙 と リ ボ ン を使用 し てい る 場合にダ イ レ ク
ト ・ サーマルを選択する と、 エラー状態が発生し ますが、 印
刷は続行されます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ４ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

 ｾﾝｻｰ _ ｾﾚｸﾄ
ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ     +

 ｲﾝｼﾞ _ ﾎｳｼｷ
ﾈﾂﾃﾝｼｬ +
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印字幅を設定し ます。
プ リ ン タで指定された解像度で印字が可能な ラベルの幅を指定し ます。

デフ ォル ト : 104 0/8 MM
注記 •  幅の指定が狭すぎ る と、 ラベルの一部が用紙に印刷さ
れない場合があ り ます。 幅の設定が広すぎ る と、 フ ォーマ ッ
ト ・ メ モ リ を浪費し、 ラベル外のプラ テン ・ ローラー上に印
刷がはみ出る可能性があ り ます。 ^POI ZPL II コ マン ド を使
用し て イ メ ージが反転されている場合、 こ の設定はラベル ・
フ ォーマ ッ ト の縦位置に影響を及ぼす可能性があ り ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. カーソルを移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

測定単位の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 測定単位がア ク テ ィ ブにな る までマイナス (-) ボタ ンを押し ま
す。

3. プ ラス (+) を押し て、 別の測定単位 (mm、 イ ンチ、 または ド ッ
ト ) に切 り 替えます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ５ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

 ｲﾝｼﾞ _ ﾊﾊﾞ
- 104 0/8 MM   +
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最大ラベル長を設定し ます。
こ のパラ メ ータは、 用紙に対する キ ャ リ ブレー ト ・ プ ロ セス中に使用さ
れます。 
こ の値は常に、 使用す る ラ ベルの最大長 さ よ り も 少な く と も  25.4 mm
(1.0 イ ンチ) 長 く な る よ う に設定し て く ださ い (図 27)。 ラベル長よ り 小さ
い値を設定する と、プ リ ン タは連続用紙がセ ッ ト されている とみな し、プ
リ ン タはキ ャ リ ブレー ト でき な く な り ます。

た と えば、ラベル間の切れ目も含めた ラベル長が 1265.0mm (5 イ ンチ ) の
場合、 こ のパラ メ ータ を  152 mm (6.0 イ ンチ ) に設定し ます。 ラベル長が
190 mm (7.5 イ ンチ ) の場合、 こ のパラ メ ータ を  229 mm (9.0 イ ンチ ) に設
定し ます。

表 27 • ラベル長

デフ ォル ト : 988 mm (39.0 イ ンチ ) 
範囲 : 値は 25.4 mm (1 イ ンチ ) 単位で調整可能です。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと値が大き く な り ます。 
3. マイナス (-) ボタ ンを押すと値が小さ く な り ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ６ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｻｲﾀﾞｲ _ ﾖｳｼﾁｮｳ
-39.0 IN    988 MM

}2

1 ラベル長 ( ラベル間の切れ目を含む )
2 ラベル間の切れ目

3 最大ラベル長を、 こ の長さに設定する

1
3
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フ ォ ン ト の リ ス ト
こ のオプシ ョ ンでは、 プ リ ン タ で使用可能なフ ォ ン ト を リ ス ト し た ラベ
ルを印刷し ます。 フ ォ ン ト には、 標準のプ リ ン タのフ ォ ン ト と オプシ ョ
ンのフ ォ ン ト の両方が含まれます。 フ ォ ン ト は、 RAM、 フ ラ ッ シ ュ ・ メ
モ リ 、 オプシ ョ ン と し て PCMCIA フ ォ ン ト ・ カード または Compact Flash
カード に格納されています。

使用できる フ ォ ン ト のリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

バーコード の リ ス ト
こ のオプシ ョ ンは、 プ リ ン タ で使用可能なバーコー ド を リ ス ト し た ラベ
ルを印刷し ます。 バーコー ド は、 RAM、 フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ 、 オプシ ョ
ン と し て PCMCIA フ ォ ン ト ・カー ド または Compact Flash カード に格納さ
れています。

使用できるバーコー ドのリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

イ メ ージの リ ス ト
こ のオプシ ョ ンでは、 プ リ ン タの RAM、 フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ 、 オプシ ョ
ンの メ モ リ ・ カー ド、 PCMCIA カー ド、 または Compact Flash カード に格
納されている使用可能な イ メ ージを リ ス ト し た ラベルを印刷し ます。

使用できる イ メ ージのリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

フ ォーマ ッ ト の リ ス ト
こ のオプシ ョ ンでは、 プ リ ン タの RAM、 フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ 、 オプシ ョ
ンの EPROM、 またはオプシ ョ ンの メ モ リ ・ カード に格納されている使用
可能なフ ォーマ ッ ト を リ ス ト にし た ラベルを印刷し ます。

使用できる フ ォーマ ッ ト のリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ７ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾘｽﾄ _ ﾌｫﾝﾄ
            ﾊｯｺｳ

ﾘｽﾄ _ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
            ﾊｯｺｳ

ﾘｽﾄ _ ｲﾒｰｼﾞ
            ﾊｯｺｳ

ﾘｽﾄ _ ﾌｫｰﾏｯﾄ
            ﾊｯｺｳ
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セ ッ ト ア ッ プの リ ス ト
こ のオプ シ ョ ン は、 現在のプ リ ン タ の設定 を リ ス ト し た設定 ラ ベル
(81 ページの図 24 を参照 ) を印刷し ます。

設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

ネ ッ ト ワーク設定の リ ス ト
こ のオプシ ョ ンでは、 イ ン ス ト ールさ れているプ リ ン ト ・ サーバの設定
を リ ス ト し たネ ッ ト ワーク設定ラベル (82 ページの図 25 を参照 ) を印刷
し ます。

ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

すべての設定の リ ス ト
こ のオプシ ョ ンでは、 使用可能なフ ォ ン ト 、 バーコー ド、 イ メ ージ、 お
よびプ リ ン タ と ネ ッ ト ワーク の現在の設定を リ ス ト し た ラベルを印刷し
ます。

設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ﾊｯｺｳ｣を選択し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ８ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾘｽﾄ _ ｾｯﾃｲ
            ﾊｯｺｳ

ﾘｽﾄ _ ﾈｯﾄﾜｰｸ
            ﾊｯｺｳ

ｽﾍﾞﾃﾉﾘｽﾄ _ ﾊｯｺｳ
            ﾊｯｺｳ
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メ モ リ ・ カード のフ ォーマ ッ ト  
こ のオプシ ョ ンでは、 これまでに保存し たすべての情報を、 オプシ ョ ン
の PCMCIA カード または Compact Flash カード から消去し ます。

注意 • このオプシ ョ ンでは、 選択し たカー ド を完全に消去し ます。

メ モ リ ・ カー ドのフ ォーマ ッ ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. マイナス (-) を押し て 「A:」 を選択するか、 またはプ ラス (+) を
押し て 「B:」 を選択し ます。

プ リ ン タがパス ワー ド を要求する よ う 設定されている場合、 パ
ス ワード の入力を求められます。

3. パス ワード を入力し ます。 詳細は、 80 ページの 「パス ワード で
保護されているパラ メ ータの変更」 を参照し て く ださい。

4. 適切なボタ ンを押し て、 該当する カード を選択し ます。

LCD に 「よ ろ し いですか ?」 と い う 確認の メ ッ セージが表示さ
れます。

5. 続行し ますか ?
• マイナス (-) ボタ ンを押し て 「ﾁｭｳｼ」 を選択する と、 要求が取

り 消され、 「ｶｰﾄﾞｦﾌｫｰﾏｯﾄｼﾏｽ」 のプロ ンプ ト に戻 り ます。

• プ ラス (+) を押し て、 「ｼﾞｯｺｳ」 を選択し て初期化を開始し ま
す。
初期化が完了する と、 プ リ ン タは自動的にセ ッ ト ア ッ プ ・ モー
ド を終了し、 コ ン ト ロール ・ パネルに 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と表示
されます。 初期化の実行中にセ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了する
と コ ン ト ロール ・ パネルには 「ｶｸﾆﾝﾁｭｳ ...B:_ ﾒﾓﾘ」 と
「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾀｲｷﾁｭｳ」 が交互に点滅し て表示されます。

注記 • メ モ リ ・ カー ド 内の メ モ リ の量によ り 、 初期化が完了
する まで最高 5 分かかる場合があ り ます。

6. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ９ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｶｰﾄﾞｦﾌｫｰﾏｯﾄｼﾏｽ :
A:              B:
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フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ の初期化
こ のオプシ ョ ンでは、 これまでに保存し たすべての情報を フ ラ ッ シ ュ ・ メ
モ リ から消去し ます。

注意 • このオプシンでは、 フ ラ ッ シュ ・ メ モ リ を完全に消去し ます。

フ ラ ッ シュ ・ メ モ リの初期化 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) を押し て、 「ｼﾞｯｺｳ」 を選択し ます。 
プ リ ン タ がパス ワー ド を要求する よ う 設定 さ れてい る場合は、
パス ワード の入力を求められます。

3. パス ワード を入力し ます。 詳細は、 80 ページの 「パス ワード で
保護されているパラ メ ータの変更」 を参照し て く ださい。

LCD に、 「フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 初期化」 と表示されます。

4. プ ラス (+) ボタ ンを押し て｢ｼﾞｯｺｳ｣を選択し ます。

LCD に 「よ ろ し いですか ?」 と い う 確認の メ ッ セージが表示さ
れます。

5. 続行し ますか ?
• マイナス (-) ボタ ンを押し て 「ﾁｭｳｼ」 を選択する と、 要求が取

り 消され、 「ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ ｼｮｷｶ」 のプロ ンプ ト に戻 り ます。

• プ ラス (+) を押し て、 「ｼﾞｯｺｳ」 を選択し て初期化を開始し ま
す。
初期化が完了する と、 プ リ ン タは自動的にセ ッ ト ア ッ プ ・ モー
ド を終了し、 コ ン ト ロール ・ パネルに 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と表示
されます。 初期化の実行中にセ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了する
と コ ン ト ロール ・ パネルには 「ｶｸﾆﾝﾁｭｳ ...E:_ ﾒﾓﾘ」 と
「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾀｲｷﾁｭｳ」 が交互に点滅し て表示されます。

注記 • フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ の空き容量によ り 、 初期化が完了
する までに最高 1 分かかる場合があ り ます。

6. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ０ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ _ ｼｮｷｶ
ｼﾞｯｺｳ
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センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷
センサー ・ プ ロ フ ィ ールは、 用紙センサーに よ って用紙に事前印刷さ れ
ている領域が検出さ れた と きや、 ウ ェブの位置を判断でき ない場合に発
生するおそれのあ る整合性の問題を ト ラ ブルシ ュー ト する ために使用で
き ます。

図 28 にセンサー ・ プロ フ ィ ールを示し ます。 用紙センサーや リ ボン ・ セ
ンサーの感度を調整する必要があ る場合は、 95 ページの 「用紙センサー
および リ ボンのセンサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 を使用し て用紙セン
サー と リ ボン ・ センサーの感度を調整し ます。

表 28 • センサー ・ プロ フ ィ ール

センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押し て、 この標準のキ ャ リ ブレー ト 手順を
開始し、 用紙センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ １ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｾﾝｻｰ _ ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
            ﾊｯｺｳ
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用紙センサーおよび リ ボンのセンサーの感度のキ ャ リ ブレー ト
こ の手順を使用し て、 用紙センサー と リ ボン ・ センサーの感度を調整し
ます。

重要 • こ の手順を次の説明の と お り に実行 し て く だ さ い。 1
つのセンサーのみを調整する場合で も、 すべての手順を実行
する必要があ り ます。 この手順中にマイナス (-) ボタ ンを押す
と、 手順をいつでも キ ャ ンセルでき ます。

用紙および リボンのセンサーのキャ リ ブレー ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. SELECT ( 選択 ) プ ラス (+) ボタ ンを押すと、キ ャ リ ブレー ト 手順
が始ま り ます。

「台紙を セ ッ ト し ます」 のプロ ンプ ト が表示されます。

3. 印字ヘッ ド を開き ます。

4. ラベルの約 203 mm (8 イ ンチ ) の長さ分を用紙の台紙から剥が
し、 その用紙をプ リ ン タに戻し て、 台紙のみが用紙センサーの
間に配置される よ う にし ます。

5. 印字ヘッ ド を開いたま まにし ます。

6. プ ラス (+) ボタ ンを押し て次に進みます。

「ﾘﾎﾞﾝｦ _ ﾊｽﾞｼﾏｽ」 のプロ ンプ ト が表示されます。

7. リ ボンを取 り 外し ます ( リ ボンを使用し ている場合 )。
8. 印刷ヘッ ド を閉じ ます。

9. プ ラス (+) ボタ ンを押し て次に進みます。

「キャ リ ブ レー ト 中 お待ち く だ さ い」 と い う メ ッ セージが
表示されます。

使用し ている特定の用紙と リ ボンの組み合わせに基づいて、 プ
リ ン タが用紙センサーと リ ボン ・ センサーから受信する信号の
スケール ( ゲイ ン ) が調整されます。 この動作は、 実質的にはセ
ンサー ・ プロ フ ィ ールにおいてグ ラ フの頂点を上または下に移
動し、 お客様のアプ リ ケーシ ョ ンの読み取 り 値を最適化する こ
と にな り ます。

キ ャ リ ブレー ト が完了する と、 「ﾓﾄﾆ _ ﾓﾄﾞｼﾏｽ」 が表示されま
す。

10. 印字ヘッ ド を開き、 ラベルの位置が用紙センサーの下に く る ま
で用紙を前方向に引っ張 り ます。

11. リ ボンを取 り 外し ます ( リ ボンを使用し ている場合 )。
12. 印刷ヘッ ド を閉じ ます。

13. プ ラス (+) ボタ ンを押し て次に進みます。

プ リ ン タが自動的にキ ャ リ ブレー ト を実行し ます。 この処理中
に、 プ リ ン タは、 新し く 設定されたスケールに従って用紙と リ
ボンの読み取 り 値をチェ ッ ク し、 ラベルの長さ を判定し、 印字
モード を決定し ます。 新しいスケールでの読み取 り 値を確認す
るには、 センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し て く ださい。

14. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ２ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾖｳｼ & ﾘﾎﾞﾝ
CALIBRATE ( キャ リ ブ レー ト )
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パラ レル通信を設定し ます。
ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータ が使用し ている ポー ト に一致する通信ポー ト を選
択し ます。

デフ ォル ト : ｿｳﾎｳｺｳ

選択肢 : ｿｳﾎｳｺｳ、 ﾀﾝﾎｳｺｳ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

シ リ アル通信の設定
ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータ が使用し ている ポー ト に一致する通信ポー ト を選
択し ます。

重要 • こ のパラ メ ータ をデフ ォル ト 値か ら変更し ないで く だ
さ い。 プ リ ン タ は RS-232 のみをサポー ト し ます。 こ のパ ラ
メ ータは、 今後のバージ ョ ンのフ ァーム ウ ェアでは削除され
ます。

デフ ォル ト : RS232
選択肢 : RS232、 RS422/485、 RS485 マルチ ド ロ ッ プ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

ボーレー ト の設定
正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのボーレー ト 設定 と ホ ス ト ・ コ ン
ピ ュ ー タ のボーレー ト 設定が一致す る 必要があ り ます。 ホ ス ト ・ コ ン
ピ ュータが使用し ているボーレー ト に一致する値を選択し て く ださ い。

デフ ォル ト : 9600
選択肢 : 110, 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 14400, 19200, 28800, 38400,
57600, 115200

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ３ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾊﾟﾗﾚﾙ _COMM
-_ ｿｳﾎｳｺｳ   +

ｼﾘｱﾙﾂｳｼﾝ
-RS232           +

ﾎﾞｰﾚｰﾄ
-9600            +
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データ ・ ビ ッ ト の設定
正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タ のデータ ・ ビ ッ ト と ホ ス ト ・ コ ン
ピ ュ ー タ のデー タ ・ ビ ッ ト が一致す る 必要があ り ま す。 ホ ス ト ・ コ ン
ピ ュータ が使用し ている設定に一致するデータ ・ ビ ッ ト を選択し て く だ
さ い。

注記 • コード ・ ページ 850 ではデータ ・ ビ ッ ト を 8 ビ ッ ト に
設定する必要があ り ます。 詳細については、 『ZPL II プロ グ ラ
ミ ング ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

デフ ォル ト :8 ビ ッ ト

選択肢 :7 ビ ッ ト 、 8 ビ ッ ト

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

パ リ テ ィ の設定
正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのパ リ テ ィ と ホ ス ト ・ コ ン ピ ュー
タのパ リ テ ィ が一致する必要があ り ます。 ホ ス ト ・ コ ンピ ュータが使用し
ている設定に一致するパ リ テ ィ を選択し て く ださい。

デフ ォル ト : ﾅｼ

選択肢 : ｸﾞｳｽｳ、 ｷｽｳ、 ﾅｼ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

フ ロー制御の設定
通信を行 う ためには、 プ リ ン タ のフ ロー制御プ ロ ト コル と ホ ス ト ・ コ ン
ピ ュータのフ ロー制御プロ ト コルが一致する必要があ り ます。 ホ ス ト ・ コ
ン ピ ュータ が使用し ている設定に一致する フ ロー制御プロ ト コルを選択
し て く ださ い。

デフ ォル ト : XON/XOFF 
選択肢 : XON/XOFF、 DTR/DSR、 RTS/CTS

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ４ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾃﾞｰﾀ _ ﾋﾞｯﾄ
-8 ビ ッ ト

ﾊﾟﾘﾃｨ
-      ﾅｼ      +

ﾌﾛｰ _ ｾｲｷﾞｮ
-    XON/XOFF    +



設定
コ ン ト ロール ・ パネル ・ パラ メ ータ

98

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

プロ ト コルの設定
プロ ト コル と は、 一種のエラー ・ チェ ッ ク ・ システムです。 選択し たプロ
ト コルによ っては、 データ を受信し た こ と を示すイ ンジケータがプ リ ン
タから ホス ト ・ コ ンピ ュータに送信される場合があ り ます。 ホス ト ・ コ ン
ピ ュータ が必要 と する プ ロ ト コルを選択し て く だ さ い。 プ ロ ト コルの詳
細は、 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド』 で説明されています。

デフ ォル ト : ﾅｼ

選択肢 : ﾅｼ、 ZEBRA、 ACK_NACK
注記 • Zebra は ACK_NAK と同じですが、 Zebra の応答 メ ッ
セージは順番になっている点が異な り ます。 Zebra を選択し
た場合、プ リ ン タは DTR/DSR フ ロー制御プロ ト コルを使用

する必要があ り ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

ネ ッ ト ワーク  ID の設定
ネ ッ ト ワーク  ID を使用し て、 プ リ ン タに一意的な番号を割 り 当て ます。
こ れに よ って、 ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータは特定のプ リ ン タ を指定で き る よ
う にな り ます。 こ れは TCP/IP ま たは IPX ネ ッ ト ワー ク には影響 し ませ
ん。

デフ ォル ト : 000
範囲 : 000 ～ 999

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ５ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
-      ﾅｼ      +

ﾈｯﾄﾜｰｸ ID
-       000       +
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通信モード の設定
通信診断モー ド は、 プ リ ン タ と ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータ の内部接続を確認
するための ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ ツールです。 「ｼﾝﾀﾞﾝ _ ﾓｰﾄﾞ」 を選
択する と 、 ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータ か ら プ リ ン タに送信されたデータがす
べて ASCII 文字 と し て印刷されます。 ASCII テキス ト の下には、 16 進値
が表示されます。 プ リ ン タでは、 CR ( 改行 ) などの制御コー ド を含む、 受
信し たすべての文字が印刷されます。 143 ページの 「通信診断テス ト 」 に
印刷サンプルを示し ます。 
診断出力に関する注意事項は次の とお り です。

• FE はフ レー ミ ング ・ エラーを示し ます。

• OE はオーバーラ ン ・ エラーを示し ます。

• PE はパ リ テ ィ ・ エラーを示し ます。

• NE は ノ イ ズを示し ます。

デフ ォル ト : ﾂｳｼﾞｮｳ _ ﾓｰﾄﾞ

選択肢 : ﾂｳｼﾞｮｳ _ ﾓｰﾄﾞ、 ｼﾝﾀﾞﾝ _ ﾓｰﾄﾞ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. エラーがあ る場合は、 通信パラ メ ータが正しいこ と を確認し ま
す。 

4. 印刷幅を、 テス ト に使用する ラベルの幅以下に設定し ます。 詳
細については、 88 ページの 「印字幅を設定し ます。」 を参照し
て く ださい。

5. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

コ ン ト ロール ・ プレ フ ィ ッ ク ス文字を設定し ます。
プ リ ン タでは、 ZPL/ZPL II コ ン ト ロール命令の開始を示す、 2 桁の 16 進
文字が検索されます。 表示される 「H」 は 16 進を表し、 値の一部ではあ
り ません。

注記 • コ ン ト ロール文字、 フ ォーマ ッ ト 文字、 またはデ リ ミ
タ文字に同じ  16 進の値を使用し ないで く だ さ い。 プ リ ン タ
が正し く 機能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要が
あ り ます。

デフ ォル ト : 7E ( 黒い正方形と し て表示されるテ ィ ル ド )
範囲 : 00 ～ FF

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ６ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾂｳｼﾝ
- ﾂｳｼﾞｮｳ _ ﾓｰﾄﾞ    +

ｺﾝﾄﾛｰﾙ PREFIX
-     < >7EH     +
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フ ォーマ ッ ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス文字を設定し ます。
フ ォーマ ッ ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス と は、 ZPL/ZPL II フ ォーマ ッ ト 命令内で
パラ メ ータのプレース ・ マーカー と し て使用される  2 桁の 16 進値です。
表示される 「H」 は 16 進を表し、 値の一部ではあ り ません。 プ リ ン タ で
は、 ZPL/ZPL II フ ォーマ ッ ト 命令の開始を示す、 16 進文字が検索されま
す。 詳細については、 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド第 1 巻』 を参照し
て く ださい。

注記 • コ ン ト ロール文字、 フ ォーマ ッ ト 文字、 またはデ リ ミ
タ 文字に同 じ  16 進の値を使用 し ない よ う に し て く だ さ い。
プ リ ン タが正し く 機能するには、 それぞれ別の文字を使用す

る必要があ り ます。

デフ ォル ト : 5E ( キ ャ レ ッ ト )
範囲 : 00 ～ FF

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

デ リ ミ タ文字の設定
デ リ ミ タ 文字 と は、 ZPL/ZPL II フ ォ ーマ ッ ト 命令内でパ ラ メ ー タ のプ
レース ・マーカー と し て使用される  2 桁の 16 進値です。 詳細については、
『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻』 を参照し て く ださ い。

注記 • コ ン ト ロール文字、 フ ォーマ ッ ト 文字、 またはデ リ ミ
タ 文字に同 じ  16 進の値を使用 し ない よ う に し て く だ さ い。
プ リ ン タが正し く 機能するには、 それぞれ別の文字を使用す

る必要があ り ます。

デフ ォル ト : 2C ( カンマ )
範囲 : 00 ～ FF

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ７ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾌｫｰﾏｯﾄ PREFIX
-     <^>5EH     +

ﾃﾞﾘﾐﾀ _ ﾓｼﾞ
-     <,>2CH     +
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ZPL モード の選択
プ リ ン タのモー ド は、 こ のパラ メ ータ または ZPL/ZPL II コマン ド によ っ
て変更される まで、選択されたモー ド のま まにな り ます。 プ リ ン タは ZPL
または ZPL II で記述された ラベル・フ ォーマ ッ ト を受け入れ、既存の ZPL
フ ォーマ ッ ト を書き換え る必要はあ り ません。 ZPL と  ZPL II の違いにつ
いては、 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

デフ ォル ト : ZPL II
選択肢 : ZPL II、 ZPL

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

電源投入時の用紙動作の設定
こ のパラ メ ータ では、 プ リ ン タ の電源がオンになった と きの用紙の動作
を設定し ます。

デフ ォル ト : ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ

選択肢 : ﾌｨｰﾄﾞ、 ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ、 ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ、 ﾄﾞｳｻ _ ｼﾏｾﾝ

• フ ィ ード  - ラベルが最初の整合点にフ ィ ード されます。

• ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ - ラベルの長さ を判断し、 センサー設定を調整し ま
す。

• ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ - 連続モード では、 最後に保存されている ラベル長が
フ ィ ード されます。 非連続ﾓｰﾄﾞでは、 最大ラベル長設定に基づ
いてキ ャ リ ブレー ト し ます (89 ページの 「最大ラベル長を設定
し ます。」 を参照し て く ださい )。

• ﾄﾞｳｻ _ ｼﾏｾﾝ - 用紙が移動し ません。 プ リ ン タ を次のラベルの開
始位置に再同期させるには、 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンを押す必
要があ り ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ８ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ZPL ﾓｰﾄﾞ
-     ZPL II     +

PWRUP_ ﾖｳｼﾄﾞｳｻ
- ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ     +
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ヘッ ド を閉めるオプシ ョ ンの設定
こ のパラ メ ータ では、 印刷ヘッ ド を閉じ た と きの用紙の動作を設定し ま
す。

デフ ォル ト : ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ

選択肢 : ﾌｨｰﾄﾞ、 ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ、 ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ、 ﾄﾞｳｻ _ ｼﾏｾﾝ

• フ ィ ード  - ラベルが最初の整合点にフ ィ ード されます。

• ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ - ラベルの長さ を判断し、 センサー設定を調整し ま
す。

• ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ - 連続モード では、 最後に保存されている ラベル長が
フ ィ ード されます。 非連続ﾓｰﾄﾞでは、 最大ラベル長設定に基づ
いてキ ャ リ ブレー ト し ます (89 ページの 「最大ラベル長を設定
し ます。」 を参照し て く ださい )。

• ﾄﾞｳｻ _ ｼﾏｾﾝ - 用紙が移動し ません。 プ リ ン タ を次のラベルの開
始位置に再同期させるには、 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンを押す必
要があ り ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

バッ ク フ ィ ード ・ シーケン スの選択
こ のパ ラ メ ー タ は、 ラ ベルが印字モー ド で取 り 外 さ れた後に ラ ベルを
バッ ク フ ィ ードする タ イ ミ ングを設定し ます。 こ のパラ メ ータは、巻き取
り モー ド には影響し ません。 こ の設定は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト の一部と
し て発行される  ~JS 命令によ って上書き されます ( 『ZPL II プロ グ ラ ミ
ング ・ ガ イ ド第 1 巻』 を参照 )。
デフ ォル ト : ﾃﾞﾌｫﾙﾄ (90%)

選択肢 : ﾃﾞﾌｫﾙﾄ、ﾊｯｺｳｺﾞ、ﾊｯｺｳﾏｴ、10%、20%、30%、40%、50%、60%、70%、80%、ｵﾌ

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ９ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾍｯﾄﾞｦ _ ｼﾒﾏｽ
- ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ     +

ﾊﾞｯｸﾌｨｰﾄﾞ
-     デフ ォル ト     +
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Y 印字基点の調整
こ のパラ メ ータは、ラベルの縦方向の印字位置を調整し ます。 正の数を指
定する と、 ラベルの Y 印字基点が下の方向に調整され ( 印字ヘッ ド から
遠ざかる )、負の値を指定する と、 ラベルの Y 印字基点が上の方向に調整
されます ( 印字ヘッ ド に近づ く )。 表示される値は、 ド ッ ト を表し ます。

デフ ォル ト : +000
範囲 : -120 ～ +120 ド ッ ト

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと値が大き く な り ます。 
3. マイナス (-) ボタ ンを押すと値が小さ く な り ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

X 印字基点の調整
こ のパラ メ ータは、 ラベルの横方向の位置を調整する こ と で、 ラベルの
左端か ら どれだけ離れた位置か ら印刷を開始する かを決定し ます。 正の
数字を指定する と、 選択された ド ッ ト 数だけ メ イ ン ・ フ レームから離れ、
負の数字を指定する と、 メ イ ン ・ フ レームに近づ く よ う に印刷位置が調
整されます。 表示される値は、 ド ッ ト を表し ます。 
デフ ォル ト : 0000
範囲 : -9999 ～ +9999 ド ッ ト

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. カーソルを移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。

3. + と - を切 り 替え、桁の値を増加するには、プ ラス (+) ボタ ンを押
し ます。

4. 負の値の場合は、 マイナス記号に変更する前に値を入力し ま
す。

5. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ０ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

Y ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ +000
-                 +

X ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ
-      ｱ 0000      +
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これらのパラ メ ータは § キ ャ リ ブレー ト 手順中に自動的に設定され、資格
のあ るサービ ス技師のみが変更で き ます。 こ れら のパ ラ メ ータ の詳細に
ついては、 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

これらのパラ メ ータ をスキ ッ プする ：

1. プ ラス (+) ボタ ンを繰 り 返し押し ます。

LCD デ ィ スプレ イの調整
こ のパラ メ ータ を使用する と、 LCD を読みに く い場合に明る さ を調整で
き ます。

デフ ォル ト : 10
範囲 : 00 ～ 19

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) ボタ ンを押すと値が大き く  ( 明る く ) な り ます。

3. マイナス (-) ボタ ンを押すと § 値が小さ く  ( 暗 く ) な り ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

フ ォーマ ッ ト のコ ンバー ト の選択
ビ ッ ト マ ッ プ倍率を選択 し ます。 最初の数字は 1 イ ンチあ た り の元の
ド ッ ト 数 (dpi) で、 2 番目の数字はコ ンバー ト 後の dpi を示し ます。

デフ ォル ト : ﾅｼ

選択肢 : な し、 150 → 300、 150 → 600、 200 → 600、 300 → 600

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ １ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｳｪｯﾌﾞ S.       073
-                 +

ﾗﾍﾞﾙ _S.     075
-                 +

ﾘﾎﾞﾝ _S.    071
-                 +

ﾗﾍﾞﾙ _ ﾊｸﾘ
-                 +

ﾖｳｼ LED   082
-                 +

ﾘﾎﾞﾝ LED  008
-                 +

LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ   +10
-                 +

ﾌｫｰﾏｯﾄ _ ｺﾝﾊﾞｰﾄ
-      ﾅｼ      +
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ア イ ド ル ・ デ ィ スプレ イの選択
こ のパラ メ ータは、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク の LCD オプシ ョ ンを選択し
ます。

注記 • デフ ォル ト の値が選択 さ れていない場合プ ラ ス (+) ま
たはマイナス (-) ボタ ンを押すと、 プ リ ン タのフ ァーム ウ ェア
のバージ ョ ンが簡略表示されます。

デフ ォル ト : FW ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

選択肢 : MM/DD/YY (24 HOUR)、 MM/DD/YY (12 HOUR)、 DD/MM/YY
(24 HOUR)、 DD/MM/YY (12 HOUR)、 FW VERSION

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

RTC 日付の設定
このパラ メ ータ を使用する と、 「ｱｲﾄﾞﾙ _ ﾋｮｳｼﾞ」 で選択し た書式に従っ
て日付を設定でき ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。 
3. 桁の値を変更するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

RTC 時間の設定
このパラ メ ータ を使用する と、 「ｱｲﾄﾞﾙ _ ﾋｮｳｼﾞ」 で選択し た書式に従っ
て時間を設定でき ます。

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタ ンを押し ます。 
3. 桁の値を変更するには、 プ ラス (+) ボタ ンを押し ます。

4. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ２ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ｱｲﾄﾞﾙ _ ﾋｮｳｼﾞ
- FW ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ     +

RTC_ ﾋｽﾞｹ
-  01/31/01      +

RTC_ ｼﾞｶﾝ
-  14:55         +
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パス ワード ・ レベルの設定
こ のパラ メ ータ では、 特定の工場出荷時に選択された メ ニ ュー ・ ア イ テ
ム またはすべての メ ニ ュー ・ ア イ テム をパス ワー ド 保護するかど う か選
択でき ます。

デフ ォル ト : ｾﾝﾀｸｽﾞﾐｱｲﾃﾑ

選択肢 : ｾﾝﾀｸｽﾞﾐｱｲﾃﾑ、 ｽﾍﾞﾃﾉ _ ｱｲﾃﾑ

1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを切
り 替えます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表示言語を選択し ます。
こ のパラ メ ータ を使用し て、 LCD で表示される言語を変更し ます。

デフ ォル ト : ENGLISH
選択肢 : ENGLISH、 ESPANOL、 FRANCAIS、 DEUTSCH、 ITALIANO、
NORSK、PORTUGUES、SVENSKA、DANSK、ESPANOL2、NEDERLANDS、
SUOMI、 ﾆﾎﾝ

表示値の変更 :
1. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選択し ます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタ ンを押し て、 オプシ ョ ンを ス
ク ロールし ます。

3. SELECT ( 選択 ) を押し て変更内容を確定し、 パラ メ ータ を選択
解除し ます。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ３ / ２ ３  ページ )

パラ メ ータ 操作 / 説明

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ _ ﾚﾍﾞﾙ
- ｾﾝﾀｸｽﾞﾐｱｲﾃﾑ +

ｹﾞﾝｺﾞ
ENGLISH
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5
定期的な メ ンテナンス

この項では、 定期的な ク リ ーニングおよび メ ンテナン スの手順について説明し ます。
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プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト の交換

印刷ヘッ ドやプラ テン ・ ローラーなど、 一部のプ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト は時間と と
もに消耗し ますが、 簡単に取 り 替え られます。 定期的にク リ ーニングする こ と で、 こ
の よ う な コ ンポーネン ト の寿命を延ばすこ と がで き ます。 推奨する ク リ ーニン グ間
隔については、 111 ページの 「ク リ ーニング手順」 を参照し て く ださい。

交換部品の注文

製品 ラ イ ン全体で最適な印刷品質 と 適切なプ リ ン タ ・ パフ ォーマン ス を得る ため、
Zebra では Zebra 純正のサプラ イ品を ト ータル ・ ソ リ ューシ ョ ンの一部 と し て使用す
る こ と を強 く お勧めし ます。 

部品の注文情報については、 認定された Zebra 販売代理店にお問合せ く ださい。 連絡
先および電話番号については、 11 ページの 「連絡先」 を参照し て く ださい。

プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト のリサイ クル

潤滑油

このプ リ ン タには潤滑油は不要です。

こ のプ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト は、 ほ と んど リ サイ クルでき ます。 プ リ ン タの メ イ
ン ・ ロ ジ ッ ク ・ ボード にはバッ テ リ があ り 、 適切な方法で処分する必要があ り ます。

プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト は地方自治体の廃棄物処理に従って処分し て く ださい。 
バッ テ リ は自治体の定める法律に従って処分し、 その他のプ リ ン タ ・ コ ンポーネン
ト は地域の規制に従って処分し て く だ さい。 詳細につき ま し ては、
http://www.zebra.com/environment を参照し て く ださい。

注意 • 市販の潤滑油を このプ リ ン タ に使用する と、 塗装や機械部品を損傷する可能性があ
り ます。

http://www.zebra.com/environment
http://www.zebra.com/environment
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ク リーニング手順

個別の ク リ ーニング手順については、次ページ以降で説明し ます。表 12 には、 ク リ ー
ニングの推奨スケジ ュールを示し ます。

外装のク リーニング

プ リ ン タの外装表面は、 必要があれば、 糸 く ずのでない布と水で薄めた少量の洗剤を
使用し て ク リ ーニン グで き ます。 ざ ら ざ ら し た も のや摩擦性の ク リ ーニン グ液、 ク
リ ーニング溶剤などは使用し ないで く だ さい。

重要 • Zebra では、 ク リ ーニング液の使用によ って こ のプ リ ン タに生じ た損傷の責任
は負いかねます。

表 12 • ク リーニングの推奨スケジュール

部位 方法 頻度

印刷ヘッ ド 溶剤 * ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モー ド ： ロール用
紙 1 本 ( または折 り 畳み用紙 500 フ ィ ー ト )
を使用し た後に毎回。

熱転写モー ド ： リ ボンの 1 ロール使用後、
ま たは ロ ール用紙を 2 ～ 3 本使用後に毎
回。

こ れ ら の間隔は、 あ く まで目安 と し て記載
し てお り ます。 お客様の用途や用紙の タ イ
プに よ っては、 よ り 頻繁な ク リ ーニングが
必要と な る場合があ り ます。

プラ テン ・ ローラー 溶剤 *

用紙センサー 空気ブロー

リ ボン ・ センサー 空気ブロー

用紙経路 溶剤 *

リ ボン経路 溶剤 *

ピンチ ・ ローラー 
( 剥離オプシ ョ ンの一部 )

溶剤 *

カ ッ ター ・
モ ジ ュ ー
ル

連続、感圧紙をカ ッ ト す
る場合

溶剤 * 用紙 1 ロールを使用し た後に毎回 ( 用途お
よび用紙のタ イプによ ってはそれよ り 頻繁)

ラ グ ス ト ッ ク ま たは ラ
ベル台紙 を カ ッ ト す る
場合

溶剤* および
空気ブロー

用紙 2 ロールから 3 ロールを使用し た後に
毎回。

切 り 取 り / 剥離バー 溶剤 * 月 1 回

ラベル剥離センサー 空気ブロー 半年に 1 回

* Zebra では、 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) または 90% イ ソプロ ピル ・ アルコール と  10% 脱イ
オン水を含む溶液のご使用をお勧めし ます。
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印刷ヘ ッ ド と プ ラ テン ・ ローラーのク リーニング

定期的な予防によ り 、 印刷ヘッ ド の磨耗を最小限に留め、 印字品質を維持する こ と が
で き ます。 用紙や リ ボンが印刷ヘ ッ ド を横切って移動する ため、 長期間の使用に よ
り 、 セラ ミ ッ クの保護コーテ ィ ングが磨耗し て剥がれ、 最終的には印字エレ メ ン ト  
( ド ッ ト ) が劣化し ます。 磨耗を防止するために、 以下の点を心掛けて く ださい。

• 印刷ヘッ ド の ク リ ーニングを頻繁に行って く だ さい。 また、 低摩擦性に優れた台
紙を持ち、 滑らかに回転する熱転写 リ ボンを使用し て く ださい。

• 印刷ヘッ ド圧力と加熱温度のバラ ン ス を最適化し て、 これらの設定が最も小さ く
な る よ う にし て く ださい。

• 摩擦の大きな ラベル用紙にエレ メ ン ト が触れるのを防止するために、 熱転写 リ ボ
ンはラベル用紙の幅以上のものを必ずご使用 く だ さい。

最良の結果を得るには、 リ ボンのロールを交換するたびに印刷ヘッ ド を ク リ ーニング
し て く ださい。 バーコードやグ ラ フ ィ ッ ク の中が欠ける など、 印字品質にム ラがあ る
と きは、 印刷ヘッ ド が汚れている可能性があ り ます。

表 29 • 印刷ヘ ッ ド と プ ラテン ・ ローラーのク リーニング

注記 • こ のプ リ ン タは、 電源オン状態のま まで印刷ヘッ ド の ク リ ーニングが行えま
す。 このため、 プ リ ン タの内部 メ モ リ に保存されたすべてのラベル ・ フ ォーマ ッ ト 、
イ メ ージ、 すべての一時的なパラ メ ータ設定は記憶されています。 また、 プラ テン ・
ローラーの ク リ ーニング中は、 切 り 取 り / 剥離バーの変形の危険性を小さ く するた
めに、剥離の動作を継続し て く ださい ( この場合、必ず用紙は取 り 除いて く ださい )。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 プラ テン ・ ローラー

1

2
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印刷ヘ ッ ド と プ ラ テン ・ ローラーのク リーニングは、 次の手順に従って く だ さい。

1. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 用紙および リ ボンを取 り 出し ます。

3. 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒、 または 90% イ ソプロ ピ
ル ・ アルコール と  10% 脱イ オン水を含む溶液を含ませた綿棒を使用し て、 印刷
ヘッ ド ・ アセンブ リ 上の茶色い帯を端から端まで拭き取 り ます。 溶剤が蒸発する
までお待ち く ださい。

4. プラ テン ・ ローラーを手で回し ながら、 綿棒で入念にク リ ーニング し ます。 溶剤
が蒸発する までお待ち く ださい。

5. 用紙と リ ボンを元に戻し、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

注意 • 印刷ヘ ッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があ り ます。 印刷ヘ ッ ドが冷
却するまで時間をおいて く だ さい。

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

注記 • この手順を実行し て も印字品質が改善されない場合は、 Save-A-Printhead ク
リ ーニング ・ フ ィ ルム を使用し て印刷ヘッ ド の ク リ ーニングを試みて く だ さ い。
この特殊コーテ ィ ングの施されたフ ィ ルムを使用する と、 印字ヘッ ド を損傷する
こ と な く 、 蓄積された不純物を取 り 除 く こ と ができ ます。 詳細は Zebra の販売会
社にお問い合わせ く ださい。
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用紙セ ッ ト 部と センサーのク リーニング

用紙セ ッ ト 部と センサーを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. ブラ シまたは掃除機を使用し て、 用紙経路および リ ボン経路に蓄積し た用紙 く ず
や埃を清掃し ます。

2. ブラ シまたは掃除機を使用し て、センサーの用紙 く ずや埃を清掃し ます ( 図 30 を
参照 )。

表 30 • センサーのク リーニング

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さ い。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1 ラベル剥離センサー

2 リ ボン ・ センサー

3 透過式センサー

4 反射式センサー

1

3

4

2
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巻き取り オプシ ョ ンのク リーニング

巻き取 り オプシ ョ ンが必要です。 粘着物によ って剥離性能に支障が出始めた場合は、
図 31 を参照し、 手順に従って実行し て く ださい。

表 31 • 巻き取り オプシ ョ ンのク リーニング

巻き取り オプシ ョ ンを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 剥離アセンブ リ を閉じ て、ク リ ーニング中に切 り 取 り /剥離バーが変形するのを防
ぎます。

3. 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362)、 または 90% イ ソプロ ピル ・ アル
コール と 10% 脱イオン水を含む溶液を綿棒にふ く ませて、 切 り 取 り / 剥離バーか
ら余分な粘着物を取 り 除いて く だ さい。 溶剤が蒸発する までお待ち く ださい。

4. モジ ュールを手前に回転させ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

5. ピンチ ・ ローラーを手動で回転し て、 綿棒に溶剤を含ませて丁寧にク リ ーニング
し て く ださい。 溶剤が蒸発する までお待ち く だ さい。

6. 剥離アセンブ リ を閉じ ます。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 切 り 取 り / 剥離バー

3 ピンチ ・ ローラー

4 剥離アセンブ リ

1

2

3

4

注記 • 切 り 取 り / 剥離バーを ク リ ーニングする際には、 最小限の力で実施し て く
ださい。 力を入れすぎ る と、 切 り 取 り / 剥離バーが変形し、 剥離性能が劣化する
おそれがあ り ます。



定期的な メ ン テナン ス
ク リーニング手順

116

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

剥離アセンブ リのク リーニング

剥離オプシ ョ ンが装着されている場合のみ適用されます。

剥離アセンブ リ を構成する ローラーのい く つかは、適切な ローラー圧力を確保するた
めにバネで加圧さ れています。 剥離アセンブ リ の開閉には、 剥離解除レバーを使用
し、 右手で操作し て く ださい。 このよ う にする こ と で、 指がローラーに触れるのを防
止でき ます。

粘着物によ って剥離性能に支障がある場合には、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

3. モジ ュールを手前に回転させ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

4. すべての台紙を除去し、 ピンチ ・ ローラーを きれいにし ます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまた
はアセンブ リの上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

注意 • 印刷ヘ ッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷
却するまで時間をおいて く だ さい。
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5. 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒、 または 90% イ ソプロ ピ
ル ・ アルコール と  10% 脱イオン水を含む溶液を含ませた綿棒を使用し、 ピンチ ・
ローラーを手で回し ながら入念に掃除し ます。 溶剤が蒸発する までお待ち く ださ
い。

6. 綿棒を使用し て、切 り 取 り / 剥離バーから余分な粘着剤を除去し ます。溶剤が蒸発
する までお待ち く ださい。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

重要 • 切 り 取 り / 剥離バーを ク リ ーニングする際には、 最小限の力で実施し て く
ださい。 力を入れすぎ る と、 切 り 取 り / 剥離バーが変形し、 剥離性能が劣化する
おそれがあ り ます。
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8.

9. 用紙ド アを閉じ ます。 
プ リ ン タは動作可能にな り ます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、 右手で操作し て く だ
さ い。 閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さ い。 剥離ローラーまたはアセンブ リ
の上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

剥離機構解除レバーを使用し て、 剥離アセンブ リ を閉じ ます。
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カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

カ ッ ターによ って ラベルがきれいに切断されないか、 ラベルが詰ま って し ま う 場合に
は、 カ ッ ターを ク リ ーニング し ます。

カ ッ ター ・ モジュールを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タの電源をオフ  (O) にし て、 電源からプ リ ン タの電源コード を抜き ます。

2.

カ ッ ター ・ シール ド蝶ネジ と ロ ッ ク ・ ワ ッ シャ を取 り 外し てカ ッ ター ・ シール ド
を取 り 外し ます。

3. 図 32 を参照し て く だ さい。予防 メ ンテナン ス ・キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) を使用
するか、90% イ ソプロ ピル ・ アルコール と  10% 脱イオン水を含む溶液を綿棒に含
ませて、 切 り 取 り の表面の上部を拭き取って く だ さい。 溶剤が蒸発する までお待
ち く ださい。

表 32 • カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

4. V 字形のカ ッ ターの刃を露出させるには、 カ ッ ター ・ モーター蝶ネジを逆時計方
向に回し て刃を下げます。

注意 • 使用者の安全を確保するため、 この手順を行う前に、 常に電源を切ってプ リ ン タの
電源コー ド を抜いて く だ さい。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

1 カ ッ ター ・ シールド

2 カ ッ ター ・ シールド蝶ネジ と ロ ッ ク ・ ワ ッ シ ャ

3 切 り 取 り の表面の上部

4 カ ッ ターの刃

5 カ ッ ター ・ モーター蝶ネジ

1 2 3

4

5
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5. 予防 メ ンテナン ス・キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) を使用するか、90% イ ソ プロ ピル・
アルコール と  10% 脱イオン水を含む溶液を綿棒に含ませて、カ ッ ターの刃を拭き
取って く ださい。 溶剤が蒸発する までお待ち く だ さい。

6. カ ッ ター ・ シール ド を交換し ます。

7. 電源にプ リ ン タ電源コード を差し込み、 プ リ ン タ をオン (I) にし ます。 
カ ッ ターの刃の下部が適切な動作位置に戻 り ます。

8. カ ッ ターが正常に動作し ない場合は、 資格のあ るサービ ス技師に連絡し て く ださ
い。
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フ ューズの交換

ユーザーによ る交換が可能な AC 電源フ ューズは、 プ リ ン タ背面の AC 電源ス イ ッチ
のすぐ下にあ り ます。交換用のフ ューズは、定格が 5 Amp/250 VAC の速断型 5 × 20 mm
フ ューズです。

表 33 • フ ューズの交換

故障し た ヒ ューズを交換するには、 次の手順を実行し ます。

1. 図 33 を参照し て く だ さい。 マイナス ・ ド ラ イバーの先端をフ ューズ ・ ホルダーの
端にあ る ス ロ ッ ト に差し込みます。

2. フ ューズ ・ ホルダーがフ ューズ ・ ソ ケ ッ ト から外れる まで ド ラ イバーを逆時計方
向に回し ます。

3. ヒ ューズ ・ ホルダーをフ ューズ ・ ソ ケ ッ ト から取 り 外し ます。

4. 古い ヒ ューズをフ ューズ ・ ホルダーから取 り 外し ます。

5. 互換性のあ る新しいフ ューズをフ ューズ ・ ホルダーに挿入し ます。

6. ヒ ューズ ・ ホルダーをフ ューズ ・ ソ ケ ッ ト に取 り 付けます。

7. マイナス ・ ド ラ イバーの先端をフ ューズ ・ ホルダーの端にあ る ス ロ ッ ト に差し込
みます。

8. ド ラ イバーで静かに押し込み、 フ ューズ ・ ホルダーが外れる まで ド ラ イバーを時
計方向に回し ます。

注意 • 以下のメ ンテナンス作業を開始する前に、 必ずプ リ ン タの電源スイ ッ チをオフ  (O)
にし、 電源供給装置との接続を切断し て く だ さい。

1 ス ロ ッ ト

2 フ ューズ ・ ホルダー

3 ヒ ューズ

4 フ ューズ ・ ソ ケ ッ ト

1

2

3
4
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6
ト ラ ブルシューテ ィ ング

この項では、 ト ラブルシューテ ィ ングが必要なエラーについて説明し ます。 各種診断
テス ト も含まれています。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング ・ チ ェ ッ ク リ ス ト

プ リ ン タにエ ラーが発生し ている場合は、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く だ さい。

LCD にエラー・ メ ッ セージが表示されていますか ? 問題があ る場合は、125 ページ
の 「LCD エラー ・ メ ッ セージ」 を参照し て く ださい。

単票ラベルが連続ラベル と し て取 り 扱われますか ? 問題があ る場合は、 95 ページ
の 「用紙センサーおよび リ ボンのセンサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 を参照し て
く ださい。

リ ボンが正し く セッ ト さ れている にも かかわら ず、RIBBON ( リ ボン ) ラ ンプがオ
ン になっ ていま すか ? ま たは単票ラ ベルが連続ラ ベルと し て取り 扱われていま
すか ? 問題がある 場合は、 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボンのセンサーの
感度のキ ャ リ ブレー ト 」 を 参照し てく ださ い。

印字品質に問題があ り ますか ? 問題があ る場合は、 128 ページの 「印字品質の問
題」 を参照し て く ださい。

通信に問題があ り ますか ? 問題があ る場合は、133 ページの 「通信の問題」 を参照
し て く ださい。

ラベルが印刷されないか、正し く 送られない場合には、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く
だ さい。

正しいラベルのタ イプを使用し ていますか ? ラベルのタ イプを 31 ページの「用紙
のタ イプ」 で確認し て く ださい。

最大印字幅よ り も狭いラベルを使用し ていますか ?88 ページの 「印字幅を設定し
ます。」  を参照し て く ださい。

36 ページの 「用紙セ ッ ト の概要」 および 63 ページの 「 リ ボンの装着」 でラベル と
リ ボンの図を確認し て く ださい。

印字ヘッ ド を調整する必要があ り ますか?詳細については、 73 ページの「印刷ヘッ
ド圧力の調整」 を参照し て く ださい。

センサーをキ ャ リ ブレー ト する必要があ り ますか ? 詳細については、 95 ページの
「用紙センサーおよび リ ボンのセンサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 を参照し て く
ださい。

上記の解決策を試し ても問題が解決されない場合には、このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く
だ さい。

136 ページの「プ リ ン タ診断」 に説明されている  1 つ以上のセルフテス ト を実行し
ます。 結果を見て問題を識別し て く だ さい。

それで も問題が解決し ない場合は、 11 ページの 「連絡先」 を参照し てカ ス タマ ・
サポー ト に連絡し て く ださい。
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LCD エラー ・ メ ッ セージ

エラーが発生する と、 LCD に メ ッ セージが表示されます。 LCD のエラー、 考え られ
る原因、 および奨励される解決策については、 表 13 を参照し て く ださい。

表 13 • LCD エラー ・ メ ッ セージ

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タ コ ンデ ィ シ ョ ン

考え られる原因 奨励される解決策

プ リ ン タが停止し、RIBBON
( リ ボン ) ラ イ ト が点灯し、
ERROR ( エラー ) ラ イ ト が
点滅し ている。

熱転写モー ド で リ ボンがセ ッ ト
さ れていないか、 正し く セ ッ ト
されていません。

リ ボンを正し く セ ッ ト し ます。 63 ページの
「 リ ボンの装着」 を参照し て く ださい。

リ ボンが正し く セ ッ ト さ れてい
ないため、 熱転写モー ド で リ ボ
ン ・ センサーが リ ボン を認識で
き ません。

1. リ ボン を正し く セ ッ ト し ます。 63 ペー
ジの 「 リ ボンの装着」 を参照し て く ださ
い。 リ ボンが リ ボン ・ センサー上にあ る
よ う にし て く ださい。

2. セ ン サ ー を キ ャ リ ブ レ ー ト し ま す。
95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボ
ン の セ ン サーの感度の キ ャ リ ブ レ ー
ト 」 を参照し て く ださい。

熱転写モード で、用紙が リ ボン ・
セ ン サー を ブ ロ ッ ク し て い ま
す。

1. 用紙を正し く セ ッ ト し ます。 36 ページ
の 「用紙セ ッ ト の概要」 を参照し て く だ
さい。

2. セ ン サ ー を キ ャ リ ブ レ ー ト し ま す。
95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボ
ン の セ ン サーの感度の キ ャ リ ブ レ ー
ト 」 を参照し て く ださい。

リ ボンが正し く 取 り 付け ら れて
い る に も か か わ ら ず、 熱転写
モード でプ リ ン タ  が リ ボンを認
識し ませんでし た。

1. センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷 94 ペー
ジ の 「セ ン サ ー ・ プ ロ フ ィ ー ル の 印
刷」 を参照し て く ださい。 リ ボン切れし
きい値 （ﾘﾎﾞﾝ と マーク されている） が高
すぎ、黒い領域の上部で リ ボンが検出さ
れた こ と を示し ています。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト するか、プ リ
ン タのデフ ォル ト 設定を読み込みます。
95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボ
ン の セ ン サーの感度の キ ャ リ ブ レ ー
ト 」  または79 ペ ー ジ の「ｾｯﾃｲ_ｼｮｷｶ」 を
参照し て く ださい。

ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モー ド
を使用し てい る方は、 プ リ ン タ
に リ ボ ン を セ ッ ト し て く だ さ
い。 誤って熱転写モー ド 用に設
定されています。

プ リ ン タ をダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モー ド
に設定し ます。 87 ページの 「印字方式を選
択し ます。」  を参照し て く ださい。

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
RIBBON OUT 
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RIBBON ( リ ボン ) ラ イ ト が
点灯 し、 ERROR ( エ ラ ー )
ラ イ ト が点滅し ている。

リ ボ ン が装着 さ れてい ま すが、
プ リ ン タ はダ イ レ ク ト ・ サーマ
ル ・ モード に設定されています。

感熱用紙では、 リ ボンは必要あ り ません。ダ
イ レ ク ト ・ サーマル ・ モー ド を使用する場
合は、 印字ヘ ッ ド の保護に使用する場合以
外は、 リ ボン を取 り 外し て く だ さ い。 こ の
エ ラー ・ メ ッ セージに よ る印刷への影響は
あ り ません。

熱転写用紙に印刷する場合は リ ボンが必要
です。 プ リ ン タ を熱転写モー ド に設定し て
く ださ い。 87 ページの 「印字方式を選択し
ます。」  を参照し て く ださい。

プ リ ン タが停止し、 MEDIA
( 用紙 ) ラ イ ト が点灯 し、
ERROR ( エラー ) ラ イ ト が
点滅し ている。

用紙がセ ッ ト さ れていないか、
正し く セ ッ ト されていません。

用紙を正し く セ ッ ト し ます。36 ページの「用
紙セ ッ ト の概要」 を参照し て く ださい。

用紙センサーの調整不良です。 用紙センサーの位置を確認し ます。

プ リ ン タは単票用紙を使用する
よ う 設定さ れていますが、 連続
用紙がセ ッ ト されています。

適切な用紙タ イ プをセ ッ ト するか、 プ リ ン
タ を現在の用紙タ イ プに リ セ ッ ト し、 キ ャ
リ ブレー ト を実行し ます。

プ リ ン タが停止し、 ERROR
( エラー ) ラ イ ト が点滅し て
いる。

印字ヘ ッ ド が完全に閉じ ていま
せん。

印字ヘッ ド を完全に閉じ ます。

ヘ ッ ド ・ オープン ・ センサーが
正常に動作し ていません。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

プ リ ン タが停止し、 ERROR
( エラー ) ラ イ ト が点滅し て
いる。

注意 • 印字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷を引き起こす危険
があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ さい。

印字ヘ ッ ド が高温になっていま
す。

プ リ ン タが冷却する まで時間をおいて く だ
さ い。 印字ヘ ッ ド ・ エレ メ ン ト の温度が許
容範囲の動作温度まで低下する と、 印刷が
自動的に再開されます。

表 13 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タ コ ンデ ィ シ ョ ン

考え られる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｽ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾖｳｼｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾍｯﾄﾞ _ ｵｰﾌﾟﾝ

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ｺｳｵﾝ
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プ リ ン タが停止し、 ERROR
( エラー ) ラ イ ト が点滅し て
いる。

注意 • 印字ヘ ッ ドのデータ ・ ケーブルまたは電源ケーブルが正し く 接続さ
れていないと、 このエラー ・ メ ッ セージが表示される こ とがあ り ます。 印
字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷を引き起こす危険があ り ま

す。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ さい。

印字ヘ ッ ド が低温になっていま
す。

印字ヘ ッ ド が適切な動作温度に達する まで
印刷を続行し ます。 エ ラーが消えない場合
には、 動作環境の温度が低すぎて適切な印
刷ができ ない場合が考え られます。 プ リ ン
タ を暖かい場所に移動し て く ださい。

印字ヘ ッ ド のデータ ・ ケーブル
が正し く 接続されていません。

注意 • この手順を行 う前に、 プ リ ン タ
の電源をオフ  (O) にし て く だ さい。 電
源がオンのままだ と、 印字ヘ ッ ド を損
傷するおそれがあ り ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字ヘッ
ド に接続し直し ます。

3. ケーブルのコネ ク タが印字ヘッ ド のコ
ネ ク タに完全に挿入されている こ と を
確認し て く ださい。

4. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し
ないよ う に注意し て く だ さい。

カ ッ ターの刃が用紙経路に入っ
ています。

の電源をオフに し て、 プ リ ン タの電源コー
ド を抜き ます。 カ ッ ター ・ モジ ュールにゴ
ミ が な いか ど う か点検 し、 必要に応 じ て
119 ページの 「カ ッ タ ー ・ モジ ュールの ク
リ ーニン グ」 の指示に従っ て ク リ ーニン グ
し ます。

メ モ リ が不足し てい る ため、 エ
ラー ・ メ ッ セージの 2 行目に示
さ れてい る機能を実行で き ませ
ん。

ラベルの長さ、 ダ ウ ン ロー ド されたフ ォ ン
ト ま たはグ ラ フ ィ ッ ク、 画像を印刷する た
めの十分な DRAM があ る こ と を確認 し ま
す。

フ ラ ッ シュ ・ メ モ リ や PCMCIA カード など
のデバ イ ス が取 り 付け ら れてい る こ と と、
これら が書き込み保護さ れていた り 、 一杯
になっていないこ と を確認し ます。

取 り 付け られていないデバイ ス、 ま たは使
用不可のデバイ スにデータが送られていな
いかど う か確認し ます。

表示されている機能の詳細については、『 メ
ンテナン ス ・ マニ ュ アル』 を参照し て く だ
さい。

表 13 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タ コ ンデ ィ シ ョ ン

考え られる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ｶｯﾀｰ _ ｼﾞｬﾑ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
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印字品質の問題

表 14 は、 印字品質の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し た も の
です。

表 14 • 印字品質の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

一般的な印字品質の
問題

プ リ ン タ  が不適切な印字速
度に設定されています。

最適な印字品質を 得る には、コ ン ト ロ ール・
パネル、 ド ラ イ バ、 ま たはソ フ ト ウ ェ アを
使用し て、 アプリ ケーショ ン に設定でき る
最低の印字速度に設定し ま す。 84 ページの
「印字速度を調整し ます。 」 を 参照し てく だ
さ い。 139 ページの 「FEED ( フ ィ ード ) セル
フ ・ テ ス ト 」 を 実行する こ と を お勧めし ま
す。

アプ リ ケーシ ョ ン に適 し て
いない ラ ベル と リ ボ ン の組
み合わせを使用し ています。

1. 互換性のあ る組み合わせを見出すため、
別のタ イプの用紙または リ ボンに切 り
替えて く ださい。

2. 必要に応じ、 詳細やア ド バイ ス を得る
には、 Zebra 公認の再販業者または流通
業者、 またはにお問い合わせ く ださい。

プ リ ン タ が不適切な濃度 レ
ベルに設定されています。

最適な印字品質を得るには、 コ ン ト ロール ・
パネル、 ド ラ イバ、 またはソ フ ト ウ ェ アを使
用し て、アプ リ ケーシ ョ ンに設定でき る最低
の濃度に設定し ます。 84 ページの「印字濃度
を 調 整 し ま す。 」 を 参 照 し て く だ さ い。
139 ページの 「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テ
ス ト 」 を実行する と、最適な濃度設定を確認
でき ます。

印字ヘッ ド が汚れています。 112 ページの 「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ロー
ラーの ク リ ーニング」 を参照し て く ださい。
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リ ボンにシワがあ
る。

リ ボ ン が正 し く フ ィ ー ド さ
れていません。

 63 ページの 「 リ ボンの装着」 を参照し て く
ださい。

焼き付け温度が不適切です。 濃度を、良好な印字品質を得るために設定可
能な最低値に設定し ます。 84 ページの「印字
濃度を調整し ます。」 を参照し て く ださい。

圧力 ま たはバ ラ ン ス が不適
切です。

圧力を、良好な印字品質に必要な最低値に設
定し ます。 73 ページの 「印刷ヘ ッ ド 圧力の
調整」 を参照し て く ださい。

用紙が正 し く フ ィ ー ド さ れ
ず、左右に 「ずれて」 います。

用紙ガ イ ド を調整し て用紙を正し い位置に
セ ッ ト するか、サービ ス技師にお問い合わせ
く ださい。 

ス ト リ ッ プ ・ プレー ト を調整
する必要があ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

印字ヘ ッ ド の縦方向を調整
する必要があ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

印字ヘッ ド と プラ テン ・ ロー
ラ ーを再調整す る 必要が あ
り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

複数のラベルに印刷
ヌ ケがあ る。

印刷エ レ メ ン ト が損傷 し て
います。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

リ ボンにシワがあ り ます。 この表で、リ ボンにシワがあ る場合の原因と
解決策を参照し て く ださい。

白紙のラベルに細か
いグレーの線が表示
される。

リ ボンにシワがあ り ます。 この表で、リ ボンにシワがあ る場合の原因と
解決策を参照し て く ださい。

表 14 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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ラベル全体の印刷が
薄すぎ る、 または濃
すぎ る。

用紙 ま たは リ ボ ン が高速処
理に適し ていません。

高速処理用 と し て推奨 さ れてい る サプ ラ イ
製品に交換し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン に適 し て
いない ラ ベル と リ ボ ン の組
み合わせを使用し ています。

1. 互換性のあ る組み合わせを見出すため、
別のタ イプの用紙または リ ボンに切 り
替えて く ださい。

2. 必要に応じ、 詳細やア ド バイ ス を得る
には、 Zebra 公認の再販業者または流通
業者、 またはにお問い合わせ く ださい。

感熱用紙 と リ ボ ン の組み合
わせを使用し ています。

感熱用紙では、 リ ボンは必要あ り ません。 ダ
イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード を使用し ている
かど う かを確認する には、 33 ページの 「 リ
ボン を使用する ケース」  に記載 さ れてい る
用紙のス ク ラ ッチ・テス ト を実行し て く ださ
い。

ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード で意図的に リ
ボンを使用し ている場合は、濃度レベルを高
く し て く ださい。 ただし、濃度レベルが高い
と、印字ヘッ ド の寿命が短 く なる場合があ り
ま す の で ご 注意 く だ さ い。 139 ペー ジ の
「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス ト 」 を実行
する と、 最適な濃度設定を確認でき ます。

印字ヘ ッ ド の圧力 ま たはそ
のバラ ン スが不適切です。

圧力を、 必要 と される最低値に設定し ます。
73 ページの「印刷ヘッ ド圧力の調整」 を参照
し て く ださい。

ラベルにしみがつい
ている。

用紙 ま たは リ ボ ン が高速処
理に適し ていません。

高速処理用 と し て推奨 さ れてい る サプ ラ イ
製品に交換し ます。

ラベルが認識されな
い、 または飛ばされ
る。

プ リ ン タ がキ ャ リ ブ レ ー ト
されていません。

プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト をや り 直し ます。

用紙セ ン サーの位置が不適
切です。

用紙センサーの位置を調整し ます。

ラベル・ フ ォーマ ッ ト が不適
切です。

正しいラベル ・ フ ォーマ ッ ト を使用し ます。

3 つのラベルの う ち 
1 つが認識されない、
または誤印刷され
る。

プラ テン ・ ローラーが汚れて
います。

112 ページの 「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ロー
ラーの ク リ ーニング」 を参照し て く ださい。

用紙セ ン サーの位置が不適
切です。

用紙センサーを正しい位置に取 り 付けます。

用紙が仕様に適合 し てい ま
せん。

仕様に合った用紙を使用し ます。

表 14 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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フ ォーム上部の位置
が縦方向にずれる。

機械部品と プ リ ン タ ・ モード
の標準許容誤差

注記 • ± 4 ～ 6 ド ッ ト
の行 ( 約 0.5 mm) の縦
方向のずれは許容範
囲内です。

1. プ リ ン タ をキ ャ リ ブレー ト し ます。

2. ラベル上部の位置設定を調整し ます。 
103 ページの 「Y 印字基点の調整」 を参
照し て く ださい。

プ リ ン タ のキ ャ リ ブ レ ー ト
がずれています。

プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト をや り 直し ます。

プラ テン ・ ローラーが汚れて
います。

112 ページの 「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ロー
ラーの ク リ ーニング」 を参照し て く ださい。

縦の画像またはラベ
ルがずれる。

プ リ ン タ では単票 ラ ベルが
使用されていますが、設定は
連続モード になっています。

プ リ ン タ を単票モード に設定し、必要に応じ
てキ ャ リ ブレー ト を定期的に実行し ます。

用紙セ ン サーの位置が不適
切です。

用紙センサーが、単一または連続し た ラベル
間の切れ目を読み取れる正し い位置にあ る
こ と を確認し ます。

用紙セ ン サーが正 し く キ ャ
リ ブレー ト されていません。

 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボンの
セ ンサーの感度のキ ャ リ ブ レー ト 」 を参照
し て く ださい。

プラ テン ・ ローラーが汚れて
います。

プラ テン ・ ローラーを ク リ ーニング し ます。
112 ページの 「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ロー
ラーの ク リ ーニング」 を参照し て く ださい。

印字ヘッ ド の圧力設定 ( ト グ
ル ) が不適切です。

印字ヘッ ド の圧力を調整し、正し く 動作する
こ と を確認し ます。

リ ボ ン ま たは用紙が正 し く
セ ッ ト されていません。

プ リ ン タ が正し く セ ッ ト さ れてい る こ と を
確認し ます。

用紙に互換性があ り ません。 ラ ベル間の切れ目 ま た は切れ込みが 2 ～
4 mm であ り 、 等間隔であ る こ と を確認し ま
す。用紙が、操作モード の最小仕様を下回っ
てはいけません。

ラベルに印刷された
バーコード を スキ ャ
ンできない。

印刷が薄すぎ る か濃すぎ る
ため、バーコード が仕様を満
た し ていません。

139 ページの 「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テ
ス ト 」 を実行し ます。必要に応じ て印刷濃度
または印刷速度を調整し ます。

バー コ ー ド の周囲に十分な
空白があ り ません。

ラ ベル上のバーコー ド と その他の印刷領域
の間、およびバーコード と ラベルの端の間に
は、 最低 3.2 mm (1/8 イ ンチ ) の空白を残し
ておき ます。

表 14 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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キャ リ ブレー ト の問題

表 15 は、 キ ャ リ ブレー ト の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し
た ものです。

表 15 • キャ リ ブレー ト の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラ ベルでの印刷整合
性の ロ ス。 フ ォーム
上部の位置が縦方向
にずれる。

用紙ガ イ ド の位置が不適切で
す。

用紙ガ イ ド が正 し く セ ッ ト さ れてい る こ
と を確認し ます。

用紙 タ イ プの設定が不適切で
す。

正しい用紙のタ イプ ( 単票用紙または連続
用紙 )  用に プ リ ン タ  を 設定 し ま す。
86 ペ ー ジ の 「用 紙 タ イ プ を 設 定 し ま
す。」 を参照し て く ださい。

用紙 タ イ プで誤っ たセ ンサー
が使用されています。

使用す る正 し いセンサーを手動で選択 し
ます。 87 ページの 「センサーの選択」 を参
照し て く ださい。

用紙が正 し く セ ッ ト さ れてい
ないか、用紙センサーの位置が
不適切です。

用紙を セ ッ ト し 直 し、 使用 し てい る セ ン
サーが適切に配置 さ れてい る こ と を確認
し ま す (69 ページ の 「用紙セ ン サーの配
置」 を参照し て く ださい )。

プラ テン・ ローラーが汚れてい
ます。

112 ページの「印刷ヘッ ド と プラ テン・ロー
ラーの ク リ ーニング」 の手順に従ってプラ
テン ・ ローラーを ク リ ーニング し ます。

自動キ ャ リ ブレー ト
に失敗し ま し た。

用紙 ま た は リ ボ ン が 正 し く
セ ッ ト されていません。

用紙 と リ ボ ンが正 し く セ ッ ト さ れてい る
こ と を確認し ます。

セ ンサーが用紙ま たは リ ボ ン
を検出でき ませんでし た。

プ リ ン タ を手動でキ ャ リ ブレー ト し ます 
( 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボン
のセンサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 を参
照し て く ださい )。

センサーが汚れているか、正し
く セ ッ ト されていません。

センサーが ク リ ーニング され、 適切に配置
されている こ と を確認し ます。
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通信の問題

表 16 は、 通信の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し た ものです。

表 16 • 通信の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 DATA 
( データ ) ラ イ ト が点滅
し ない。

通信パ ラ メ ー タ が
不適切です。

プ リ ン タ の ド ラ イ バま たは ソ フ ト ウ ェ アの通信
設定を確認し ます ( 必要な場合 )。

シ リ アル通信を使用し ている場合は、 コ ン ト ロー
ル ・ パネル ・ メ ニューのシ リ アルポー ト の設定を
確認し ます。 96 ページの 「シ リ アル通信の設定」
を参照し て く ださい。 

シ リ アル通信を使用し ている場合は、 適切な通信
ケーブルを使用し ている こ と を確認し ます。 ケー
ブルの詳細については、 25 ページの 「データ通信
イ ン ターフ ェ イ スの選択」 を参照し て く ださい。

コ ン ト ロ ール ・ パネルの コ ン ト ロ ールを使用 し
て、プロ ト コルの設定を確認し ます。 これは 「ﾅｼ」
に設定 さ れてい る 必要があ り ます。 98 ページの
「プロ ト コルの設定」 を参照し て く ださい。

ド ラ イバを使用し ている場合は、 ド ラ イバの通信
設定が接続に適 し た も のであ る か ど う かを確認
し ます。

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されま し
た。 ラベルが何枚か印刷
されるが、 その後、 プ リ
ン タでラベル上の画像が
飛ぶか、 誤った位置に配
置されるか、 印刷されな
いか、 ゆがんで印刷され
る。

シ リ アル通信設定
が不適切です。

フ ロー制御設定が一致する こ と を確認し ます。

通信ケーブルの長さ を確認し ます。 要件について
は、 25 ページの 「データ通信イ ン ターフ ェ イ スの
選択」 を参照し て く ださい。

プ リ ン タ の ド ラ イ バま たは ソ フ ト ウ ェ アの通信
設定を確認し ます ( 必要な場合 )。

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 DATA 
( データ ) ラ イ ト が点滅
するが、 印刷が行われな
い。

プ リ ン タ に設定 さ
れ て い る プ レ
フ ィ ッ ク ス文字 と
デ リ ミ タ文字が ラ
ベル ・ フ ォ ーマ ッ
ト の文字 と 一致 し
ていません。

プ レ フ ィ ッ ク ス文字 と デ リ ミ タ 文字を確認 し ま
す。 要件については、 100 ページの 「フ ォーマ ッ
ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス文字を設定し ます。 」 および
100 ページの 「デ リ ミ タ文字の設定」 を参照し て
く ださい。

誤っ たデー タ がプ
リ ン タ に送信 さ れ
ています。

ZPL Ⅱ が使用されている こ と を確認し ます。

コ ン ピ ュータの通信設定を確認し ます。 設定がプ
リ ン タの設定に一致する こ と を確認し ます。

それでも問題が解決し ない場合は、変更後の^CC、
^CT、 および ^CD で ZPL Ⅱ フ ォーマ ッ ト を確認
し て く ださい。
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その他のプ リ ン タの問題

表 17 は、 プ リ ン タに関するその他の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決
策を示し た ものです。

表 17 • その他のプ リ ン タの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

LCD に判読できない
言語が表示される。

コ ン ト ロール ・ パネルまたは
フ ァーム ウ ェ ア ・ コマン ド に
よ って言語パラ メ ータが変更
されま し た。

1. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ン
を押し て、 設定モード を入力し ます。

2. マイナス (-) のを押し ます。

プ リ ン タに、 LANGUAGE ( 言語 ) パラ
メ ータが現在の言語で表示されます。 表
示されている言語が判読できな く て も、
ス ク ロールする と別の言語に移動でき ま
す。

3. SELECT ( 選択 ) を押し てパラ メ ータ を選
択し ます。

4. プ ラス (+) またはマイナス (-) のを押し て、
選択肢を ス ク ロールし ていき ます。

5. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタ ン
を押し ます。

LCD に 「ｾｯﾃｲﾃﾞｰﾀ _ ﾎｿﾞﾝ」 と い う メ ッ
セージが元の言語で表示されます。

6.  SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) を も
う 一度押し て設定を終了し、 変更を保存
し ます ( 言語が変更されない場合は、 前
の手順でプ ラス (+) またはマイナス (-) の
を押し て、 別の保存オプシ ョ ンにス ク
ロールする必要があ り ます )。

7. 希望する言語が表示される まで、 この手
順を繰 り 返し ます。

LCD の文字または文
字の一部が欠けてい
る。

LCD の交換が必要な可能性
があ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。
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パラ メ ータの設定変
更が反映されていな
い。

パラ メ ータの設定が不適切で
す。

1. パラ メ ータ を設定し、 永久的に保存し ま
す。 

2. プ リ ン タの電源をオフ  (O) にし てからオ
ン (I) にし ます。

ZPL コ マ ン ド に よ り 、 パ ラ
メ ー タ の変更機能が オ フ に
なっています。

『ZPL プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ガ イ ド』 を参照する
か、 サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

ZPL コ マ ン ド に よ り 、 パ ラ
メ ータが以前の設定に戻され
ています。

『ZPL プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ガ イ ド』 を参照する
か、 サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

それで も 解決 し ない場合は、
メ イ ン ・ ロ ジ ッ ク ・ ボー ド に
問題が あ る 可能性が あ り ま
す。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

プ リ ン タのキ ャ リ ブ
レー ト に失敗するか、
ラベルの Y 印字基点
を検出できない。

プ リ ン タが、 使用し ている ラ
ベルに合わせてキ ャ リ ブレー
ト されていません。

 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボンの
センサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 のキ ャ リ
ブレー ト 手順を実行し ます。

プ リ ン タが連続用紙用に設定
されています。

用紙タ イプを単票用紙に設定し ます。86 ペー
ジの「用紙タ イプを設定し ます。」 を参照し て
く ださい。

ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェ ア
が適切に設定 さ れ て い ま せ
ん。

ド ラ イバま たは ソ フ ト ウ ェ アの設定に よ り 、
プ リ ン タ の設定を上書き で き る  ZPL コ マン
ド が生成 さ れます。 ド ラ イ バ ま たは ソ フ ト
ウ ェアの用紙に関する設定を確認し ます。

単票ラベルが連続ラ
ベル と し て取 り 扱わ
れる。

プ リ ン タが連続用紙用に設定
されています。

用紙タ イプを単票用紙に設定し ます。86 ペー
ジの 「用紙タ イプを設定し ます。 」  を参照し
て く ださい。

プ リ ン タが、 使用し ている用
紙に合わせてキ ャ リ ブレー ト
されていません。

 95 ページの 「用紙センサーおよび リ ボンの
センサーの感度のキ ャ リ ブレー ト 」 のキ ャ リ
ブレー ト 手順を実行し ます。

すべてのラ ンプが点
灯し ているが、 LCD 
に何も表示されず、
プ リ ン タがロ ッ ク さ
れて動かない。

内 部 の 電 子 的 傷 害 ま た は
フ ァーム ウ ェアの故障です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

パワーオン ・ セル
フ ・ テス ト の実行中、
プ リ ン タはロ ッ ク さ
れます。-

メ イ ン ・ ロ ジ ッ ク ・ ボー ド の
故障です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

表 17 • その他のプ リ ン タの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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プ リ ン タ診断

セルフ ・ テス ト およびその他の診断テス ト では、 プ リ ン タの状態に関する情報が提供
されます。 これらのセルフ ・ テス ト では、 印刷サンプルが出力され、 プ リ ン タの動作
状態を判断する ための特定の情報が提供されます。 最も一般的に使用さ れる テ ス ト
は、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト と  CANCEL セルフ ・ テス ト です。

各セルフ ・ テス ト を実行するには、電源をオン (I) にする と きに特定のコ ン ト ロール ・
パネル ・ キーまたはキーの組み合わせを押し ます。 キーは最初のイ ンジケータ ・ ラ ン
プがオフにな る まで押し続けます。 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト が終了する と、 選択
し たセルフ ・ テス ト が自動的に開始されます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト -

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST) は、 プ リ ン タの電源がオン (l) になるたびに実行
されます。 このテス ト では、 コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ (LED) のオン / オフを切
り 替え、 正し く 動作する こ と を確認し ます。 このセルフ ・ テス ト の終了時には、 電源
LED のみが点灯し ています。 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト が終了する と、 用紙は正し
い位置に送られます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. コ ン ト ロール ・ パネル横の電源ス イ ッチを使用し てプ リ ン タ をオン (I) にし ます。 
電源 LED が点灯し ます。 それ以外のコ ン ト ロール ・ パネル LED および LCD は、
テス ト の進行状況を監視し、 各テス ト の結果を表示し ます。 POST では、 すべて
の メ ッ セージは英語で表示されますが、 テス ト が失敗し た場合はその他の言語で
も順次表示されます。

重要 • セルフ ・ テス ト を実施する場合は、 用紙全幅を使用し ます。 用紙に十分な幅
がない と、 テス ト によ ってプラ テン ・ ローラーに印刷が行われます。 これを防止す
るには、 88 ページの 「印字幅を設定し ます。」 を使用し て印刷幅を点検し、 印字幅が
使用し ている用紙に適し ている こ と を確認し ます。

注記 • 
• セルフ ・ テス ト を実行する と きは、 ホス ト からプ リ ン タにデータ を送信し ないで

く ださい。

• 使用し ている用紙が印刷する ラベルよ り も短い場合、 テス ト ・ ラベルは次のラベ
ルに続けて印刷されます。

• 完了する前にセルフ ・ テス ト を取 り 消す場合は、 必ずプ リ ン タの電源をオフ  (O)
にし てからオン (l) にし、 プ リ ン タ を リ セ ッ ト し て く ださい。
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CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト

CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト では、 設定ラベル ( 図 34) が印刷されます。

CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押し ながら、プ リ ン タ をオン (I) にし ます。 フ ロ ン
ト ・ パネルの最初のラ ンプが消え る まで、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押し続
けます。

A プ リ ン タ設定ラベルが印刷されます ( 図 34)。

表 34 • 設定ラベル
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PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・ テス ト は、 プ リ ン タの機械部品を調整するために必要なテス ト ・ ラベル
を印刷するために、 または印字ヘッ ド ・ エレ メ ン ト が機能し ていないかど う かを判別
するために使用でき ます。 図 35 に印刷サンプルを示し ます。

PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し ながら、電源をオン (I) にし ます。フ ロ ン ト ・パネ
ルの最初のラ ンプが消え る まで、 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し続けます。

• 最初のセルフテス ト では、 15 枚のラベルがプ リ ン タの最低速度で印刷され、
その後、 プ リ ン タは自動的に一時停止し ます。 PAUSE ( 一時停止 )  を押すたび
に、 さ らに 15 枚のラベルが印刷されます。 図 35 はラベルのサンプルを示し
ています。

表 35 • PAUSE ( 一時停止 ) テス ト のラベル

• プ リ ン タが一時停止し ている間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押すと、 セ
ルフ ・ テス ト が変更されます。PAUSE ( 一時停止 )  ボタ ンを押すたびに、 15 枚
のラベルが 1 秒あた り  152 mm (6 イ ンチ ) 印刷されます。

• プ リ ン タが一時停止し ている間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタ ンを再び押すと、
セルフ ・ テス ト がも う 一度変更されます。 PAUSE ( 一時停止 )  ボタ ンを押すた
びに、 50 枚のラベルがプ リ ン タの最低速度で印刷されます。

• プ リ ン タが一時停止し ている間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタ ンを再び押すと、
セルフ ・ テス ト がも う 一度変更されます。 PAUSE ( 一時停止 )  ボタ ンを押すた
びに、 50 枚のラベルが 1 秒あた り  152 mm (6 イ ンチ ) 印刷されます。

• プ リ ン タが一時停止し ている間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタ ンを再び押すと、
セルフ ・ テス ト がも う 一度変更されます。 PAUSE ( 一時停止 )  ボタ ンを押すた
びに、 15 枚のラベルがプ リ ン タの最大速度で印刷されます。

• このセルフ ・ テス ト を途中で終了するには、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを
押し続けます。
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FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト

用紙のタ イプが違 う と、 異なる濃度設定が必要な場合があ り ます。 この項では、 仕様
の範囲内のバーコード を印刷するための最適な濃度を判断でき る、簡単で効果的な方
法を説明し ます。

FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス ト では、各ラベルはさ まざまな濃度設定と  2 種類の印
字速度で印刷されます。 各ラベルには、 相対濃度と印刷速度が印刷されます。 これら
のラベルのバーコー ド については、 ANSI の判定を利用し てその印刷品質を確認でき
ます。

濃度値はプ リ ン タの現在の濃度値 ( 相対濃度 3) よ り 低い 3 種類の設定で開始さ れ、
徐々に濃度を増し、 最後に現在の濃度値 ( 相対濃度 +3) よ り も高い 3 種類の設定で印
刷されます。

この印刷品質テス ト における ラベルの印刷速度は、印字ヘッ ド の ド ッ ト 密度によ り 異
な り ます。

• 300 dpi のプ リ ン タ ： 7 枚のラベルが 2 ips および 8 ips の速度で印刷されます。

• 203 dpi のプ リ ン タ ： 7 枚のラベルが 2 ips および 12 ips の速度で印刷されます。

FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. 設定ラベルを印刷し、 プ リ ン タの現在の設定を確認し ます。

2. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

3. FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンを押し ながら、 電源をオン (I) にし ます。 フ ロ ン ト ・ パネ
ルの最初のラ ンプが消え る まで、 FEED ( フ ィ ー ド )  ボタ ンを押し続けます。

プ リ ン タが、さ まざまな速度と濃度設定で一連のラベル ( 図 36) を印刷し ます。濃
度の設定には、 設定ラベルに示されている値よ り も高いもの と低いものが含まれ
ます。
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表 36 • FEED ( フ ィ ー ド ) のラベル

4. 図 37 または表 18 を参照し て く ださい。テス ト ・ ラベルを見て、どのラベルがアプ
リ ケーシ ョ ンに最適な印刷品質であ るかを判断し ます。 バーコード検証器があ る
場合は、 バーコード検証器を使用し てバー / 空白部分を測定し、 印刷のコ ン ト ラ
ス ト を計算し ます。バーコード検証器がない場合は、目視およびシステム ・ スキ ャ
ナを使用し て、 このセルフ ・ テス ト で印刷される ラベルに基づいて最適の濃度設
定を選択する こ と をお勧めし ます。
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表 37 • バーコー ドの濃度比較

表 18 • バーコー ドの品質判定

印字品質 説明

濃すぎ る 明ら かに ラベルが濃すぎ ます。 判読可能ですが、 「仕様
範囲内」 と は認められません。

• 標準バーコー ド のバーのサ イ ズが大き く な っていま
す。

• 小 さ い英数字の文字の開いた部分に イ ン ク がた ま る
場合があ り ます。 

• 回転バーコード のバーと空白部分が混じ っています。

やや濃い やや濃いラベルは、 一目瞭然には判別でき ません。 
• 標準バーコード は、 「仕様範囲内」 です。

• 小さい英数字の文字が太 く 、つぶれている場合も あ り
ます。

• 回転バーコー ド の空白部分が、 「仕様範囲内」 の も の
に比べて小さいため、コード を判読できない場合があ
り ます。
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5. 相対濃度の値と印刷速度は、 最適なテス ト ・ ラベルに印刷されます。

6. 相対濃度の値を加え るか差し引いて、 設定ラベルで指定された濃度の値を調整し
ます。 結果の数値 (0 ～ 30) が、 そのラベル と リ ボンの組み合わせおよび印刷速度
に最適な濃度の値と な り ます。

7. 必要に応 じ て、 濃度の値を最適テ ス ト ・ ラ ベルで確定 さ れた値に変更 し ます。
84 ページの 「印字濃度を調整し ます。」 を参照し て く ださい。

8. 必要に応 じ て、 印刷速度を最適なテ ス ト ・ ラ ベルの印刷速度 と 同 じ に し ます。
84 ページの 「印字速度を調整し ます。」  を参照し て く ださい。

「仕様範囲内」 「仕様範囲内」 のバーコー ド は検証器でのみ確認可能で
すが、 見た目で判断でき る特徴がい く つかあ り ます。

• 標準バーコード のバーが完全で色むらがな く 、空白部
分は鮮明ではっ き り と見分け られます。 

• 回転バーコード のバーが完全で色むらがな く 、空白部
分は鮮明ではっ き り と見分け られます。やや濃いバー
コード よ り 不鮮明な場合も あ り ますが、 このバーコー
ド は 「仕様範囲内」 です。

• 標準モード と回転モード のいずれにおいて も、小さい
英数字がはっ き り し ています。

やや薄い 「仕様範囲内」 のバーコー ド には、 場合によ ってはやや
濃いラベルよ り もやや薄いラベルのほ う が好まれます。 
• 標準バーコー ド および回転バーコー ド はど ち ら も 仕

様範囲内ですが、小さい英数字が不鮮明な場合があ り
ます。

薄すぎ る 明らかにラベルが薄すぎます。 
• 標準バーコー ド および回転バーコー ド のバー と 空白

部分が不完全です。 
• 小さい英数字を判読でき ません。

表 18 • バーコー ドの品質判定 ( 続き )

印字品質 説明
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FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・ テス ト を実行する と、 プ リ ン タの設定が工場出荷時のデフ ォル ト 値に一
時的に リ セ ッ ト されます。 これらの値は、 メ モ リ に永久に保存し ない限 り 、 電源がオ
ンになっている間のみア ク テ ィ ブにな り ます。デフ ォル ト 値が永久に保存された場合
は、 用紙のキ ャ リ ブレー ト 手順を実行する必要があま り す。

FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の
手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ン と  PAUSE ( 一時停止 )  ボタ ンを押し ながら、電源をオン (I)
にし ます。 

3. フ ロ ン ト ・ パネルの最初のラ ンプが消え る まで、 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンおよび
PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し続けます。

プ リ ン タの設定が、 一時的に工場出荷時のデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。 こ
のテス ト の最後にラベルが印刷される こ と はあ り ません。

通信診断テス ト

以下のテス ト は、 すべての設定およびキ ャ リ ブレー ト ・ パラ メ ータの設定が終了し て
から行って く ださい。 設定の詳細については、 83 ページの 「コ ン ト ロール ・ パネル ・
パラ メ ータ」 を参照し て く ださい。

このテス ト は、 コ ン ト ロール ・ パネル LCD デ ィ スプレ イで制御し ます。 99 ページの
「通信モード の設定」 を参照し て く ださい。 図 38 は、 このテス ト によ る一般的な印刷
サンプルを示し た も のです。 こ のセルフ ・ テス ト を終了し て通常の操作に戻るには、
プ リ ン タの電源をオフ (O) にし てからオン (I) にし ます。

表 38 • 通信診断テス ト ・ ラベル

注記 • このテス ト ・ ラベルは上下が逆になって印刷されます。 
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7
データ ・ ポー ト

この項では、 コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークにプ リ ン タ を接続するために使用でき
る標準通信ポー ト について説明し ます。

目次
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パラ レル ・ データ ・ ポー ト

パラ レル ・ データ ・ イ ン ターフ ェ イ スは、 IEEE 1284 双方向パラ レル通信をニブル ・
モード でサポー ト し ています。 パラ レル ・ イ ン ターフ ェ イ スは、 通常、 シ リ アル ・ イ
ン ターフ ェ イ ス よ り 高速の通信方法を提供し ます。 こ の方法では、 1 文字で構成され
るデータのビ ッ ト は、 ケーブルの複数のワ イヤを介し て (1 ワ イヤにつき  1 ビ ッ ト )、
一度にすべて送信されます。

パラ レル ・ ポー ト を経由し て通信する場合、 プ リ ン タで選択する値は、 プ リ ン タに接
続さ れている ホ ス ト 機器が使用し てい る値 と 同じ にする必要があ り ます。 ス テータ
ス情報用のポー ト の選択は、 要求を送信し ているチャネルによ って決定されます。 パ
ラ レル ・ ポー ト は、 双方向または単方向の通信用に設定でき ます。 デフ ォル ト の設定
は双方向です。

パラ レル ・ ケーブルの必要要件

基本ケーブル情報については、 25 ページの 「データ通信イ ン ターフ ェ イ スの選択」 を
参照し て く ださい。

プ リ ン タの後部には、 データ ・ ソースへの接続に使用でき る、 標準の 36 ピンのパラ
レル ・ コネ ク タが付いています。 こ の通信方法を使用する場合、 IEEE-1284 準拠の双
方向パラ レル ・ データ ・ ケーブルが必要です。 ケーブルは、 一方の端に標準の 36 ピ
ン並列コネ ク タ を装備し ている必要があ り ます。そのコネ ク タ をプ リ ン タの後ろにあ
る対応コネ ク タに差し込みます。 そのケーブルのも う 一端は、 ホス ト コ ンピ ュータの
プ リ ン タ ・ コネ ク タに接続し ます。 ステータ ス情報用のポー ト の選択は、 プ リ ン タに
電源が入るたびに決定されます。

パラ レル ・ ポー ト の内部接続

表 19 は、 コ ンピ ュータ と プ リ ン タ間の標準のパラ レル ・ ケーブルのピン設定 と機能
を示し た ものです。

表 19 • パラ レル ・ ケーブル ・ ピン設定

36 ピン ・ コネク タ 説明

1 nStrobe/HostClk

2 ～ 9 データ ・ ビ ッ ト  1 ～ 8

10 nACK/PtrClk

11 Busy/PtrBusy

12 PError/ACKDataReq

13 Select/Xflag

14 nAutoFd/HostBusy

15 未使用

16, 17 グ ラ ン ド
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18 ± 5 V (750 mA)
最大消費電流は、オプシ ョ ンの設定によ って制限される場合があ
り ます。

19 ～ 30 グ ラ ン ド

31 nInit

32 nFault/NDataAvail

33, 34 未使用

35 1.8 KΩ の抵抗を経由し て +5 V

36 NSelectin/1284 ア ク テ ィ ブ

表 19 • パラ レル ・ ケーブル ・ ピン設定 ( 続き )

36 ピン ・ コネク タ 説明
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シ リ アル ・ データ ・ ポー ト

基本ケーブル情報については、 25 ページの 「データ通信イ ン ターフ ェ イ スの選択」 を
参照し て く ださい。

プ リ ン タのシ リ アル ・ データ ・ ポー ト を使用し て通信するには、 データ ・ ビ ッ ト 、 パ
リ テ ィ 、 およびハン ド シェ イ ク を選択する必要があ り ます。 パ リ テ ィ は、 プ リ ン タが
送信し たデータのみに適用されます。 受信データのパ リ テ ィ は無視されるためです。

選択する値は、プ リ ン タに接続されている ホス ト 機器が使用し ている値と同じにする
必要があ り ます。 デフ ォル ト のプ リ ン タ設定は、 9600 ボーレー ト 、 8 データ ・ ビ ッ ト 、
パ リ テ ィ な し、 および XON/XOFF です。 プ リ ン タは、 ス ト ッ プ ・ ビ ッ ト のホ ス ト 設
定を受け入れます。

ハー ド ウ ェ ア ・ コ ン ト ロール信号の説明

すべて の RS-232 入力お よ び出力信号に対 し、 プ リ ン タ は Electronics Industries
Association (EIA) の RS-232 規格お よ び Consultative Committee for International
Telegraph and Telephone (CCITT) V.24 規格に準拠し ています。

DTR/DSR ハン ド シェ イ クが選択されている場合、プ リ ン タからの DTR (Data Terminal
Ready) コ ン ト ロール信号出力は、 ホス ト ・ コ ンピ ュータのデータ送信を制御し ます。
DTR ACTIVE ( 正の電圧 ) は、 ホス ト のデータ送信を許可し ます。 プ リ ン タが DTR を
INACTIVE ( 負の電圧 ) 状態にする と、 ホス ト はデータ を送信でき ません。

RTS (request to send) は、 ホ ス ト ・ コ ン ピ ュータの CTS (clear to send) 入力に接続され
ているプ リ ン タからのコ ン ト ロール信号です。

注記 • XON/XOFF 接続手順が選択 さ れ る と、 データ フ ローは ASCII コ ン ト ロール
コード の DC1 (XON) と  DC3 (XOFF) で制御されます。 DTR コ ン ト ロール ・ リ ード線
は無効にな り ます。
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ピン設定

シ リ アル ・ データ ・ ケーブルをプ リ ン タの後部にあ る  DB-9 メ ス ・ コネ ク タに接続し
ます。 DB-25 ケーブルを使用 し たすべての RS-232 接続では、 DB-9/DB-25 間の イ ン
ターフ ェ イ ス ・ モジ ュールを使用し ます (151 ページの 「DB-9/DB-25 間の接続」 を参
照 )。 

表 20 は、 シ リ アル ・ データ ・ コネ ク タのピン設定と機能を示し た ものです。

注記 • アダプタは Zebra Technologies LLC から使用可能です。 
• RS-422/RS-485 アダプタ、 Zebra パーツ番号 33114M
• RS-232 DB-9/DB-25 アダプタ、 Zebra パーツ番号 33109M

表 20 • シ リ アル ・ コネク タ ・ ピンの設定

ピン番号 名前 説明

1 +5 VDC ピン 9 への接続

2 RXD 受信データ  - プ リ ン タへのデータ入力

3 TXD 送信データ  - プ リ ン タからのデータ出力

4 DTR データ端末準備完了 - プ リ ン タからの出力

5 SG 信号グ ラ ン ド

6 DSR データ設定準備完了 - プ リ ン タへの入力

7 RTS 送信要求 - プ リ ン タからの出力

8 CTS 送信準備完了 - プ リ ン タへの入力

9 +5 VDC +5 VDC、 750 mA ( ピン 9 への接続 )
最大消費電流は、 オプシ ョ ンの設定に よ って制限さ れる場合
があ り ます。
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RS-232 イ ン ターフ ェ イスの接続

プ リ ン タは、 データ端末装置 (DTE) と し て設定されています。 図 39 は、 プ リ ン タの
RS-232 コネ ク タの内部接続を示し た ものです。

表 39 • RS-232 イ ン ターフ ェ イスの接続

プ リ ン タ を RS-232 イ ン ターフ ェ イ ス を経由し てモデムなどのデータ通信装置 (DCE)
に接続する と きは、 標準の RS-232 ( ス ト レー ト ・ スルー ) イ ン ターフ ェ イ ス ・ ケーブ
ルを使用し ます。 図 40 はこのケーブルに必要な接続を示し ます。

表 40 • RS-232/DCE ケーブルのコネク タ

注記 • プ リ ン タ を コ ン ピ ュータ ま たはその他の任意の DTE デバイ スに接続する に
は、 ヌル ・ モデム ( ク ロ スオーバー ) ケーブルを使用し ます。
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DB-9/DB-25 間の接続

プ リ ン タの RS-232 DB-9 イ ン ターフ ェ イ ス を DB-25 コ ネ ク タに接続するには、 イ ン
ターフ ェ イ ス ・ アダプタ  (Zebra パーツ番号 33109M) が必要です。 汎用の DB-25 アダ
プタ を使用する こ と はでき ますが、 +5 VDC 信号源はアダプタ を経由し て渡されませ
ん。 図 41 は、 DB-9/DB 25 イ ン ターフ ェ イ スに必要な接続を示し ています。

表 41 • DB-9/DB-25 ケーブルのコネク タ

モデムの接続

プ リ ン タ を RS-232 イ ン ターフ ェ イ ス を経由し てモデムなどのデータ通信装置 (DCE)
に接続する と きは、 標準の RS-232 ( ス ト レー ト ・ スルー ) イ ン ターフ ェ イ ス ・ ケーブ
ルを使用し ます。 図 42 はこのケーブルに必要な接続を示し ます。

表 42 • RS-232 ケーブルのコネク タ
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8
仕様

この項では、 プ リ ン タの機能および仕様について説明し ます。

目次
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機関による認証  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 155
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一般的な仕様

一般的な仕様 Z4Mplus Z6Mplus

高さ 33.78 cm 338 mm 33.78 cm 338 mm

幅 ： 27.69 cm 277 mm 34.04 cm 341 mm

奥行き 47.50 cm 475 mm 47.50 cm 475 mm

重量 ( オプシ ョ ン を含ま
ない )

14.70 kg 14.7 kg 15.74 kg 16 kg

電気 90 ～ 265 VAC、47 ～ 63 Hz、5 アン
ペア ( ヒ ューズ )

90 ～ 265 VAC、 47 ～ 63 Hz、 5 ア
ンペア ( ヒ ューズ )

温度 稼動 5× ～ 40×C 40× ～ 104×F 5× ～ 40×C 40× ～ 104×F

保管 -40× ～ 60×C -40× ～ 140×F -40× ～ 60×C -40× ～ 140×F

相対湿度 稼動 20 ～ 85% ( 非結露 ) 20 ～ 85% ( 非結露 )

保管 5% ～ 85% ( 結露なき こ と ) 5% ～ 85% ( 結露な き こ と )

通信イ ン ターフ ェ イ ス RS-232/CCITT V.24 シ リ アル・データ ・ イ ン ターフ ェ イ ス : 110 ~ 115000
ボー、 パ リ テ ィ あ り 、 ビ ッ ト / 文字、 7 または 8 データ ・ ビ ッ ト 、 XON-
XOFF、RTS/CTS または DTR/DSR ハン ド シェ イ ク ・プロ ト コルが必要。
ピン 9 から  5V にて 750mA。

8 ビ ッ ト ・ パラ レル ・ データ ・ イ ン ターフ ェ イ ス : IEEE 1284 双方向パ
ラ レルをサポー ト 、ECP およびニブル ・ モード準拠エラー検出 CRC プ
ロ ト コル

メ モ リ 8 MB DRAM メ モ リ  (3.5 MB 最大容量 )
2 MB フ ラ ッ シュ ・ メ モ リ
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機関による認証

機関によ る認証 • IEC 60950-1
• EN55022 ク ラ ス  B
• EN55024
• EN61000-3-2.3

製品表示 • cULus
• CE Marking
• FCC-B
• ICES-003
• VCCI
• C-Tick
• NOM
• CCC
• GOST-R
• BSMI
• S-Mark (Argentina)
• MIC
• ZIK
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印刷仕様

印刷仕様 Z4Mplus Z6Mplus

印刷解像度 8 ド ッ ト / ミ リ 203 ド ッ ト / イ
ンチ

8 ド ッ ト / ミ リ 203 ド ッ ト /
イ ンチ

12 ド ッ ト / ミ リ 300 ド ッ ト / イ
ンチ

12 ド ッ ト / ミ リ 300 ド ッ ト /
イ ンチ

ド ッ ト ・ サイ ズ

( 幅 x 高さ )
203 dpi 0.125 mm x 

0.125 mm
0.00492 in. x 
0.00492 in.

0.125 mm x 
0.125 mm

0.00492 in. x 
0.00492 in.

300 dpi 0.084 mm x 
0.099 mm

0.033 in. x 
0.0039 in.

0.084 mm x 
0.099 mm

0.0033 in. x 
0.0039 in.

最大印字幅 203 dpi 104 mm 4.09 in. 168 mm 6.6 in.

300 dpi 106 mm 4.1 in.

最小印字長 1 ド ッ ト 行 1 ド ッ ト 行

最大印字長 8 ド ッ ト / ミ リ 2667 mm 105 in. 1651 mm 65 in.

12 ド ッ ト / ミ
リ

1143 mm 45 in. 737 mm 29 in.

バー・ コード ・ モ
ジ ュ ラ ス

（X） 寸法

8 ド ッ ト / ミ リ 5 mil ～ 50 mil 5 mil ～ 50 mil

12 ド ッ ト / ミ
リ

3.3 mil ～ 33 mil 3.3 mil ～ 33 mil

プ ロ グ ラ ム 可能
な一定印字速度

8 ド ッ ト / ミ リ 1 秒あた り : 
178 mm
203 mm
229 mm
254 mm

1 秒あた り :
7 in. 8 in.
9 in. 10 in.

1 秒 あ た り :
178. mm
203 mm
229 mm
254 mm

1 秒あた り :
7 in.
8 in.
9 in.
 10 in.

12 ド ッ ト / ミ
リ

1 秒あた り : 
51 mm
76 mm
102 mm
127 mm
152 mm

1 秒 あ た り :
51 mm
3 in.
4 in.
5 in.
6 in.

1 秒 あ た り
:51 mm
76 mm
102 mm
127 mm
152 mm

1 秒あた り :
2 in.3 in.4 in.
5 in.
6 in.

エネルギー ・ コ ン ト ロール付き薄膜印刷ヘッ ド
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用紙仕様

用紙仕様 Z4Mplus Z6Mplus

ラベル長 最小 切 り 取 り 13 mm* 0.5 in.* 13 mm 0.5 in.

剥離 25.40 mm* 25.4 mm.* 25.4 mm 1 in.

巻き取 り 13 mm* 0.5 in.* 13 mm 0.5 in.

カ ッ ター 25.40 mm* 25.4 mm.* 38.1 mm 1.5 in.

RFID 「スマー ト 」 ラ
ベル

ト ラ ン スポンダーのタ
イプによ って異な り ま
す

N/A. RFID は Z6Mplus で
無効です。

最大 切 り 取 り / カ ッ ター /
剥離 / 巻き取 り

991 mm 39 in. 991 mm 39 in.

RFID 「スマー ト 」 ラ
ベル

ト ラ ン スポンダーのタ
イプによ って異な り ま
す

N/A. RFID は Z6Mplus で
無効です。

ラベル幅 最小 切 り 取 り / カ ッ ター /
剥離 / 巻き取 り

25.4 mm* 1 in.* 51 mm 2 in.

RFID 「スマー ト 」 ラ
ベル

ト ラ ン スポンダーのタ
イプによ って異な り ま
す

N/A. RFID は Z6Mplus で
無効です。

最大 切 り 取 り / カ ッ ター 114 mm 4.5 in. 178 mm 7 in.

剥離 / 巻き取 り 108 mm 4.25 in. 171 mm 6.75 in.

RFID 「スマー ト 」 ラ
ベル

RFID 以外のラベル剥離
方法の場合と同じ

N/A. RFID は Z6Mplus で
無効です。

厚さ合計
（ラ イナーを含む場合）

最小 0.058 mm 0.223 in. 0.58 mm 0.223 in.

最大 0.25 mm 0.010 in. 0.25 mm 0.010 in.

芯サイ ズ 76 mm 3 in. 76 mm 3 in.

最大ロール直径 203 mm 8 in. 203 mm 8 in.

ラベル間間隔 最小 2 mm* 0.079 in.* 2 mm* 0.079 in.*

推奨値 3 mm* 0.118 in.* 3 mm 0.118 in.*

最大 4 mm* 0.157 in.* 4 mm* 0.157 in.*

RFID 「スマー ト 」 ラ
ベル

ト ラ ン スポンダーのタ
イプによ って異な り ま
す

N/A. RFID は Z6Mplus で
無効です。

チケ ッ ト / タ グ溝サイ ズ ( 幅 x 高さ ) 6 mm x 
3 mm

0.236 in.
0.12 in.

6 mm x 
3 mm

0.236 in. x 
0.12 in.

穴直径 3 mm 0.125 in. 3 mm 0.125 in.

溝または穴位置
( 内側の用紙端から中
央に )

最小 3.8 mm 0.15 in. 3.8 mm 3.8 

最大  57 mm 2.25 in. 90 mm 3.5 in.

* 「スマー ト 」 ラベルは適用外です。
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黒マーク寸法 縦長 2.5 mm x 
11.5 mm

0.98 in. x 
0.453 in.

2.5 mm x 
11.5 mm

0.98 in. x 
0.453 in.

横幅 >9.5 mm > 0.37 in. >9.5 mm > 0.37 in.

状態 内側の端から  1 mm (0.4 イ ンチ ) 以内

中央に配置
5.84 ～ 57 mm
(0.23 ～ 2.25 in.) 
用紙の内側から

中央に配置
58.4 ～ 90 mm
(0.23 ～ 3.5 in.) 
用紙の内側から

濃度、 光学濃度計 （ODU） >1.0 ODU

最大用紙印字濃度 <0.5 ODU

透過式センサー 固定 内側の端から  11 mm (7/16 in.) の位置

用紙仕様 Z4Mplus Z6Mplus

* 「スマー ト 」 ラベルは適用外です。
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リボン仕様

リ ボンは被覆側が外側になる よ う に巻かれている必要があ り ます。

注記 • この項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

リ ボン仕様 Z4Mplus Z4Mplus

リ ボン幅

( 印刷ヘ ッ ド が過剰に摩耗し
ないよ う に、 少な く と も用紙
の幅以上の幅の リ ボン を使用
する こ と をお勧めし ます。 )

最小 >51 mm* 2 in.* >51 mm 2 in.

最大 109 mm 4.3 in. 174 mm 6.9 in.

標準長 2:1 用紙対 リ ボン比率 300 m 984 ft. 300 m 984 ft.

3:1 用紙対 リ ボン比率 450 m 1476 ft. 450 m 1476 ft.

リ ボン ・ コ アの内側直径 25.4 mm 1 in. 25.4 mm 1 in.

* このプ リ ン タでテス ト を行って認定されている最も狭い リ ボン幅は 51 mm (2 イ ンチ ) です。 使用する用紙
よ り も リ ボン幅が大きければ、 これよ り も幅が狭い リ ボンを使用でき る場合があ り ます。 51 mm (2 イ ンチ )
よ り も幅が狭い リ ボンを使用する際は、 用紙 と合わせて リ ボンのパフ ォーマン ス をテス ト し て、 希望の結果
が得られる こ と を確認し て く ださい。
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プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン Z4Mplus Z6Mplus

カ ッ ター X X

剥離 X X

ラ イナー巻き取 り X 無効

PCMCIA カード ・ ソ ケ ッ ト
( リ ニア ・ フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ と  ATA フ ォーマ ッ ト
をサポー ト し ます )

X X

リ ニア ・ フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ ・ カード
8 MB、 16 MB、 および 32 MB 

X X

コ ンパク ト ・ フ ラ ッ シ ュ
32 MB、 64 MB、 128 MB、 および 256 MB 

X X

300 dpi 印刷ヘッ ド X X

巻き取 り X X

調整可能透過式センサー X X

外部プ リ ン ト ・ サーバ (10/100 または 10base-T) X X

外部プ リ ン ト ・ サーバ (10base-T) X X

ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ X X
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ZP L II 機能

サポー ト されるバー ・ コー ド

ZPL II の機能

• ビ ッ ト ・ イ メ ージの転送と印刷、 混合テキス
ト / グ ラ フ ィ ッ ク

• ミ ラー ・ イ メ ージ印刷

• 印刷可能な ASCII 文字での通信 • メ モ リ エ リ ア間 （RAM、 メ モ リ ・ カード、
および内蔵フ ラ ッ シ ュ） でオブジェ ク ト ・ コ
ピー

• メ イ ンフ レーム、 ミ ニ コ ンピ ュータ、 PC、
ポータブル ・ データ端末からの制御

• 印刷、 ポーズ、 および切断制御機能における
設定可能な数量

• データ圧縮 • シ リ アル化されたフ ィ ール ド

• ダウ ン ロード可能なグ ラ フ ィ ッ ク、 スケーラ
ブル ・ フ ォ ン ト と ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ ン ト 、
およびラベル ・ フ ォーマ ッ ト

• Slew コマン ド

• エラー ・ チェ ッ ク ・ プロ ト コル • 要求に応じ たホス ト へのステータ ス ・ メ ッ
セージ

• フ ォーマ ッ ト 変換 • UPC/EAN

• 4 位置のフ ィ ールド回転 （0°、 90°、 180°、
270°）

• ユーザー設定可能なパス ワード

• 仕様に準じ た OCR-A および OCR-B-

バー ・ コー ド と機能

• Codabar （2:1 から  3:1 の比率をサポー ト ） • MaxiCode

• Codablock • Micro PDF

• Code 11 • MSI

• Code 128 ( すべてのサブセ ッ ト および UCC
ケース ・ コード で連番をサポー ト し ます )。
必要に応じ たチェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト の計算。

• PDF-417 （2 次元バー ・ コード）

• Code 39 （2:1 から  3:1 の比率をサポー ト ） • PLANET コード

• Code 49 （2 次元バー ・ コード） • Plessey

• Code 93 • POSTNET

• DataMatrix • QR code

• EAN-8、 EAN-13、 EAN 拡張 • RSS コード

• Industrial 2 of 5 • Standard 2 of 5

• Interleaved 2 of 5 （2:1 から  3:1 の比率をサポー
ト 、 Modulus 10 CheckDigit）

• TLC 39

• ISBT-128 • UPC-A、 UPC-E、 UPC 拡張

• LOGMARS • UPC/EAN
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エン ド ・ ユーザー使用許諾契約

ご使用にな る前に、 本 「エン ド ・ ユーザー使用許諾契約」 ( 以下 「本契約」 と いいま
す ) の条項をお読み く ださい。 本契約は、 こ こに示される  Zebra コ ンピ ュータ ・ ソ フ
ト ウ ェアまたはフ ァーム ・ ウ ェアあ るいはその両方、 およびそれに関連し たあ らゆる
媒体、 印刷物、 「オン ラ イ ン」 文書または電子文書 ( 以下、 これら を総称し て 「ソ フ
ト ウ ェア」 と いいます ) に関し てお客様 ( 個人または法人のいずれかであ るかを問い
ません ) と  Zebra Technologies International, LLC ( 以下 「Zebra」 と いいます ) の間で締
結する法的な契約です。 本 ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ールま たは使用する こ と に よ っ
て、 お客様は本契約の条項に拘束される こ と に同意された もの と し ます。 本契約の条
項に同意されない場合、 本ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールまたは使用はでき ません。 

1.  ラ イセンスの許諾。  本ソ フ ト ウ ェ アは、 著作権およびその他の知的財産権に関す
る法律および国際条約によ って保護されています。 本ソ フ ト ウ ェ アは、 本契約の条項
に従って ラ イ セン ス許諾される も のであ り 、 販売される も のではあ り ません。 Zebra
は、 本契約の条項に従い、 本契約の期間を通し て本ソ フ ト ウ ェアを限定的、 個人的か
つ非独占的に使用する権利をお客様に許諾し ます。 関連し た Zebra プ リ ン タは、 お客
様の内部的な使用に限定され、 それ以外の目的に使用する こ と はでき ません。 本ソ フ
ト ウ ェ アの一部ま たは全部がお客様に よ って イ ン ス ト ールされる こ と を目的 と し て
提供される場合に限 り 、 本ソ フ ト ウ ェ ア 1 部を規定に基づいて 1 台のコ ンピ ュータ、
ワーク ステーシ ョ ン、 端末、 またはその他のデジ タル電子機器 ( 以下 「電子機器」 と
いいます ) の 1 台のハー ド デ ィ ス ク ま たはその他のス ト レージ装置に イ ン ス ト ール
し、当該ソ フ ト ウ ェア 1 部のみが動作する場合に限って電子機器にイ ン ス ト ールされ
た本ソ フ ト ウ ェ アにア ク セス し て使用する こ と がで き ます。 お客様が個人ではな く
法人の場合、お客様の事業に付随し て本ソ フ ト ウ ェ アを使用する担当者を認定する こ
と ができ ますが、 1 台の電子機器に対し て一度に認定でき る担当者は 1 名に限られま
す。 お客様は、 本ソ フ ト ウ ェアを複製またはコ ピーし ないこ と に同意された もの と し
ます。 例外と し て、 バッ ク ア ッ プを保有する目的でコ ピーを 1 部のみ作成する こ と が
でき ます。 本ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされた電子機器の主たるユーザーは、 その
ユーザー専用の別のポータブルコ ン ピ ュータに本ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし て
使用する こ と ができ ます。 ただし、 本ソ フ ト ウ ェ アを使用でき るのは一度に 1 台の電
子機器に限られます。 
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2.  ス ト レージまたはネ ッ ト ワークの使用。 また、本ソ フ ト ウ ェアは、内部ネ ッ ト ワー
ク を経由し てお客様の電子機器上の本ソ フ ト ウ ェ アにア ク セス し て使用する場合に
限 り 、 ネ ッ ト ワーク ・ サーバなどのス ト レージ装置にイ ン ス ト ールする こ と ができ ま
す。 ただし、 このよ う なス ト レージ装置から本ソ フ ト ウ ェ アにア ク セス し て使用する
電子装置ご と に使用許諾を取得し、 その装置専用と し て使用する必要があ り ます。 本
ソ フ ト ウ ェアの使用許諾は、共用する こ とや複数の電子装置で同時に使用する こ と は
でき ません。 

3.  文書。 本ソ フ ト ウ ェ アに電子的な形式でのみ提供される ド キ ュ メ ン ト が含まれて
いる場合、お客様はそのよ う な電子文書を  1 部のみ印刷する こ と ができ ます。 ただし、
本ソ フ ト ウ ェアに付属する印刷物のコ ピーを作成する こ と はでき ません。

4.  リバース ・ エンジニア リ ング、 逆コ ンパイルおよび逆アセンブ リの制限。 お 客 様
は、 本ソ フ ト ウ ェ アの リ バース ・ エンジニア リ ング、 逆コ ンパイル、 または逆アセン
ブ リ を行 う こ と はで き ません。 ただ し、 こ の制限の影響を受けない適用法律に よ っ
て、 そのよ う な行為が許可されている場合に限 り 例外的に認められます。

5.  移転 / サブ ラ イセンス。 お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アをいかなる第三者にも移転、 サ
ブラ イセン ス供与、 配給、 賃貸、 リ ース、 供給、 販売、 または貸与を行 う こ と はでき
ません。 

6.  機密保護。 お客様は、本ソ フ ト ウ ェアには Zebra やそのサプラ イヤおよびラ イセン
ス許諾者が所有する機密情報が組み込まれてい る こ と を認識する も の と し ます。 お
客様がそのよ う な情報にア ク セスでき る範囲において、 お客様は、 そのよ う な情報を
本ソ フ ト ウ ェ アの承認さ れた目的にのみ使用する こ と に同意する も の と し ます。 さ
らにお客様は、 そのよ う な機密情報を第三者に開示せず、 お客様がご自分の機密情報
の機密性を維持する場合と同程度の注意を払って、そのよ う な情報の機密性を維持す
る こ と に同意する もの と し ます。

7.  知的財産。 本ソ フ ト ウ ェ アに関するすべての所有権および著作権、な らびにその他
の知的財産権 ( 著作権、 特許、 企業秘密、 商標を含みますが、 これらに限定されませ
ん ) は Zebra またはそのサプラ イヤおよびラ イセン ス許諾者が所有し ます。 お客様は、
本ソ フ ト ウ ェアのすべての複製物において、すべての著作権表示を維持する必要があ
り ます。 明示的に供与されていないすべての権利は Zebra が保有し ます。 お客様が本
ソ フ ト ウ ェア ・ ラ イセン ス契約に違反し た場合に Zebra が所有するすべての権利や救
済措置を損な う こ と な く 、 Zebra は本ソ フ ト ウ ェ アに対し てあ ら ゆる変更や改造を加
え る権利を保有する もの と し ます。 

8.  解除。 お客様が本契約の条項および条件に従わなかった場合、 Zebra が所有するそ
の他の権利や救済措置を損な う こ と な く 、Zebra は本契約を解除する こ と ができ ます。
Zebra は、 本ソ フ ト ウ ェ アの代替契約書あ るいは本ソ フ ト ウ ェ アの代替物、 変更バー
ジ ョ ン またはア ッ プグレード ・ バージ ョ ンをお客様に提供し、 お客様がそのよ う な代
替契約書を承諾された上で、 本ソ フ ト ウ ェ アあ るいは代替物、 変更バージ ョ ン または
ア ッ プグレード ・ バージ ョ ンを継続し て使用でき る よ う にする こ と によ り 、 本契約を
解除する こ と ができ ます。 また、 いずれの当事者からでも本契約を随時解除する こ と
ができ ます。 前述の記載に従い、 契約の解除は他方の当事者への通知を も って効力を
有する もの と し ます。 いかなる理由において も本契約が終了し た場合、 お客様が本ソ
フ ト ウ ェアを使用する許諾が終了し、お客様は本ソ フ ト ウ ェ アの使用をただちに停止
し て、 本ソ フ ト ウ ェアのすべての複製物と その構成部分のすべてを破棄し、 要求され
た場合には、お客様が前述の記載に準拠し ている こ と を証明する宣誓供述書を提供す
る必要があ り ます。 第 4、 5、 6、 7、 12、 13、 14、 15、 16、 17、 18、 19、 20 項の規定
は、 本契約の解除後も存続し ます。
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9.  米国政府の制限付き権利。 1995 年 12 月 1 日以降に発行 さ れた勧誘に従っ て米国
政府に提供されたすべてのソ フ ト ウ ェ アは、本契約の別の場所で記載されている商業
的権利および制限を伴って提供されています。 1995 年 12 月 1 日よ り 以前に発行され
た勧誘に従って米国政府に提供されたすべての ソ フ ト ウ ェ アは、FAR、48 CFR 52.227-
19 (1987 年 6 月 ) または DFAR、 48 CFR 252.227-7013 (1988 年 10 月 ) のどち らか適用
される方に記載されている制限付き権利を伴って提供されています。

10.  輸出規制。 お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 その一部、 あ るいは本ソ フ ト ウ ェ アの直
接の成果と し て得られるプロセス またはサービ ス  ( 以下総称し て 「制限付き コ ンポー
ネン ト 」 と いいます ) を、 米国の輸出規制の対象であ る国、 個人、 または法人に輸出
または再輸出し ないこ と に同意する もの と し ます。 特に、 以下に対し て制限付き コ ン
ポーネン ト を輸出または再輸出し ないこ と に同意された もの と し ます。(i) 米国が品目
ま たはサービ ス を禁止ま たは制限し ている国で、 現在ではキ ューバ、 イ ラ ン、 イ ラ
ク、 北朝鮮、 スーダン、 およびシ リ アを含むがそれに限定されない国、 または制限付
き コ ンポーネン ト をそのよ う な国に送付または輸送し よ う と し ている、あ らゆる地域
にいる その よ う な国の国民、 (ii) 核兵器、 化学兵器、 ま たは生物兵器の設計、 開発、
または製造に制限付き コ ンポーネン ト が利用される こ と をお客様が認識し ているか、
そのよ う な根拠のあ る個人または法人、 あ るいは (iii) 米国政府の連邦機関によ って、
米国輸出取引が禁止されている個人または法人。 お客様は、 米国商務省、 米国輸出管
理局、 またはその他の米国連邦機関によ って も、 お客様の輸出特権が一時停止、 取 り
消し、 または拒否されていないこ と を保証し、 表明する もの と し ます。 契約者 / 製造
業者 ： Zebra Technologies Corporation (333 Corporate Woods ParkwayVernon Hills, IL
60061 USA) 

11.  本ソ フ ト ウ ェ アを使用し たサービスへのアクセス。 本ソ フ ト ウ ェ アを使用し てア
ク セス可能なサービ スの使用は、 本 EULA では拘束されず、 別の使用条項、 条件、 ま
たは通知が適用される場合があ り ます。 Zebra およびそのサプ ラ イ ヤ と ラ イ セン ス許
諾者は、 そのよ う なサービ スの使用に対する一切の責任を負いません。

12.  免責条項。 Zebra は、 本ソ フ ト ウ ェ アを現状有姿のま ま瑕疵を含んだ状態で提供
し ています。 そのため、 明示あ るいは黙示を問わず、 一切の保証 ( 本ソ フ ト ウ ェ アま
たは本ソ フ ト ウ ェアによ る あ ら ゆる用途や動作、本ソ フ ト ウ ェ アの動作や使用によ っ
て生成される出力やデータ、あ るいは本ソ フ ト ウ ェ アに関し て提供される あ らゆるサ
ポー ト ・ サービ スに関する保証を含みますが、 これらに限定されません ) を行いませ
ん。 本契約書によ り 、 法律で認められる最大範囲において、 Zebra は、 あ ら ゆる黙示
の保証 ( 法令あ るいは法律上または取引の過程または商習慣から生じ る あ らゆる黙示
の保証、 商品性または商品と し ての品質、 特定の目的に対する適合性、 所有権、 非侵
害の保証を含みますが、 これらに限定されません ) を除外されます。 管轄区域によ っ
ては、 黙示の保証の制限または除外を認めていない場合があ り 、 上記の制限または除
外はお客様に適用さ れない こ と があ り ます。 黙示の保証の除外が一切認め ら れない
場合、 それらの保証期間を  90 日間に限定する こ と と し ます。 Zebra では、 前述の一般
法則を制限する こ と な く 、本ソ フ ト ウ ェ アの動作が中断し ないこ とやエラーがないこ
と を保証し ません。 本 EULA が適用される ソ フ ト ウ ェ アはエ ミ ュ レーシ ョ ン ・ ラ イブ
ラ リ を含み、 そのよ う なエ ミ ュ レーシ ョ ン ・ ラ イブラ リ は 100% 正し く 動作する もの
ではな く 、 エ ミ ュ レー ト されるプ リ ン タ言語の機能に 100% 対応する ものでも ないた
め、 本ソ フ ト ウ ェアはすべての瑕疵を含む現状有姿のま まで提供されてお り 、 本節お
よび本契約に含まれるすべての免責事項および制限は、 その よ う なエ ミ ュ レーシ ョ
ン ・ ラ イブラ リ にも適用されます。 
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13.  責任の制限と損害。 Zebra は、 本ソ フ ト ウ ェ ア特定用途あ るいは他の ソ フ ト ウ ェ
アや装置 と の互換性に関し て一切の責任を負いません。 法律で認め ら れる最大範囲
内において、 Zebra およびそのラ イ セン ス許諾者およびサプラ イ ヤは、 あ ら ゆる ソ フ
ト ウ ェア製品またはその一部の売買、 イ ン ス ト ール、 メ ンテナン ス、 使用、 パフ ォー
マン ス、 障害、 中断の結果あ るいはこれらに関係し て生じ たいかなる種類の障害 ( 直
接的損害、 間接的損害、 偶発的損害、 二次的な損害、 特別な損害、 懲戒または懲罰的
な損害含みますが、 これらに限定されません ) または収益または利益の損失、 業務の
損失、 業務上の信用の損傷、 情報ま たはデータ の損失、 その他の機能的な損失に対
し、 それが契約、 不法行為、 過失、 厳格な責任に基づ く ものであ るかど う かにかかわ
らず、 Zebra またはラ イセン ス許諾者またはサプラ イヤがそのよ う な損害の可能性を
通告されていた場合でも、 一切の責任を負いません。 法律で認められる最大範囲内に
おいて、 損害に対する責任の除外は、 こ こに記載されたあ らゆる救済措置がその本質
的な目的を達成で き なかった場合で も影響さ れません。 管轄区域に よ っては、 直接
的、 偶発的、 付随的ま たはその他の損害の除外ま たは制限を認めていない場合があ
り 、 上記の制限または除外はお客様に適用されないこ と があ り ます。 損害の責任の制
限または除外が一切認められない場合、 Zebra の責任は修理または交換の範囲に限定
し、 場合によ っては Zebra の自由裁量で本ソ フ ト ウ ェア価格の返金を行います。

14.  Zebra のサプラ イヤおよびラ イセンス許諾者。 本契約に従 う  Zebra の責任または
損害賠償の免除、 免責、 または制限のすべては、 Zebra だけでな く 、 Zebra のサプラ イ
ヤ、 ラ イセン ス許諾者、 従業員、 および契約者にも適用される もの と解釈され、 その
よ う なサプラ イヤ、 ラ イセン ス許諾者、 従業員、 および契約者のその他の防御が制限
される こ と はあ り ません。 お客様は、 そのよ う な責任または損害賠償の免除、 免責ま
たは制限が Zebra に適用される場合と同じ規定の範囲において、 そのよ う な当事者の
責任または損害賠償を免除する こ と に同意する もの と し ます。 

15.  適用される法律。 法律で認められる最大範囲内において、 法律の条項の矛盾を考
慮する こ と な く 、 米国イ リ ノ イ州の法律が、 本契約に適用されます。 お客様は、 本契
約または本ソ フ ト ウ ェアに関する訴訟の場合、排他的な管轄区および裁判地またはイ
リ ノ イ州内の連邦裁判所に提出する こ と を無条件に同意する も の と し ます。 お客様
は、 お客様がその よ う な裁判所の管轄に拘束さ れない こ と、 裁判地が適切でない こ
と、 法廷が不便であ る こ と、 あ るいはその他同様の異議、 請求、 または反論を主張し
ない こ と に同意する も の と し ます。 Zebra は、 単独の自由裁量で、 本契約またはその
存在、 妥当性、 解除の不履行に関するお客様と  Zebra 間の論争または紛争を、 期間中
または期間後に関わらず、 お客様への通知を も って、 米国仲裁協会 (AAA) 商事仲裁
規則に従い拘束力のあ る調停によ って解決する こ と を選択する こ と があ り ます ( 本第
15 節で変更または補足 )。 Zebra がそのよ う な通知を提供し た場合、お客様はそのよ う
な論争または紛争に関する訴訟やその他の紛争解決手続きのあ ら ゆる権利を放棄し、
そのよ う な論争または紛争の唯一かつ排他的な解決手段 と し て、 第 15 節に従った仲
裁を認識する もの と し ます。 この仲裁手続きは、 イ リ ノ イ州シカゴで実行され、 言語
と し て英語が採用されます。 仲裁の審査委員団は、 3 名の仲裁人で構成され、 これら
の各 1 を両当事者から選出し、 も う  1 名の中立的な仲裁人は、 両当事者が選出し た 2
名の仲裁人によ って指定されます。 当事者と仲裁人の間のすべてのや り 取 り は、AAA
によ って管理され、 当該仲介人に伝達されます。 両当事者は、 いずれかの当事者の要
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求によ り 、差し止め救済措置を与え る権限が仲裁人に付与される こ と に明示的に同意
する もの と し ます。 仲介判断は、 両当事者に と って、 仲裁人に提出または申し立て さ
れたすべての主張、 反訴、 論点、 または根拠に対する排他的な措置と な り ます。 仲裁
判断に基づ く 判決は、管轄権を有するいずれかの裁判所に持ち込まれる こ と があ り ま
す。 仲裁判断を強制するために生じ たあ らゆる追加費用、 手数料、 または経費は、 仲
裁判断の施行に抵抗する当事者に課せられます。 本節には、 Zebra が未払い金額およ
び不渡 り 金額を徴収するために、 適格な管轄の裁判所において、 お客様に対する暫定
的な差し止め救済措置を要求する こ とや、お客様に対し て訴訟の申し立てをする こ を
制限する条項はあ り ません。

16.  差し止め救済措置。 お客様は、 お客様が本契約の条項に違反し た場合にも、 Zebra
は金銭ま たは損害賠償に よ る十分な救済を得る こ と ができ ない こ と を認識する も の
と し ます。 こ のため Zebra は、 適格な管轄の裁判所から そのよ う な不履行に対する差
し止めを、 保証金を支払 う こ と な く 、 要求次第、 ただちに入手する権利があ り ます。
差し止め救済措置に関する  Zebra の権利は、 その他の救済措置を追求する権利を制限
する ものはあ り ません。

17.  完全合意条項。 当事者のすべての理解および同意は本契約に含まれてお り 、 本契
約の内容に関する当事者間での、 以前ま たは同時に発生し ている あ ら ゆ る表明、 理
解、 および同意に取って代わる ものです。 本契約の一部の条項が無効であ る と見な さ
れた場合にも、本契約の残 り の部分は完全な強制力および効力を持ち続ける もの と し
ます。

18.  譲渡。 お客様は、 本契約またはこ こ で記載されているお客様の権利または責務 (
法律の執行によ る ものであ るかないかに関わらず ) を、 Zebra の書面によ る事前の同
意な しに譲渡する こ と ができ ません。 Zebra は、 お客様の同意を得ずに、 本契約な ら
びに Zebra の権利および責務を譲渡する こ と ができ ます。 前述の内容に関し、 本契約
は、 拘束力を持つものであ り 、 本契約の当事者および当事者の法的代表者、 後継者、
および許可を受けている被譲渡人に対し て効力があ り ます。

19.  変更。 本契約の変更は、 それが書面によ り 記載され、 変更を求めている当事者の
相手から承認されている代表者の署名を得た ものでない限 り 、 拘束力があ り ません。

20.  権利放棄。 当事者が、 こ こに記載されている権利を行使できなかった場合、 その
よ う な権利ま たはその他の権利を今後行使する その当事者の権利が放棄される も の
ではあ り ません。

21.  質問。 ご不明な点があ る場合、 または何らかの理由で Zebra に連絡する こ と を希
望される場合は、 お客様の国の Zebra の子会社にご連絡いただ く か、 以下の住所まで
書面をお送 り く ださい。

Zebra Technologies International, LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, Illinois 60061

発効 ： 2006 年 2 月  



エ ン ド ・ ユーザー使用許諾契約168

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

 

メ モ • _____________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________



11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

索引

C
CANCEL ( キ ャ ンセル ) ボタ ン

CANCEL ( キ ャ ンセル ) セルフ ・ テス ト , 137
説明 , 18

CompactFlash カード の初期化 , 92

D
DB-9/DB-25 間の接続 , 151
dpi フ ォーマ ッ ト のコ ンバー ト , 104

F
FCC 規定の電磁波暴露限度 , 4
FCC 準拠 , 4
FEED ( フ ィ ード ) ボタ ン

FEED ( フ ィ ード ) および PAUSE ( 一時停止 ), 
143

FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス ト , 139
説明 , 18

L
LCD エラー ・ メ ッ セージ , 125
LCD メ ッ セージ

LCD コ ン ト ラ ス ト 設定 , 104
言語の選択 , 106
セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 83

P
PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ン

FEED ( フ ィ ード ) および PAUSE ( 一時停止 ), 
143

PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト , 138
説明 , 18

PCMCIA カード の初期化 , 92
PCMCIA カード の取 り 付け , 75

R
RFID

「スマー ト 」 ラベル , 32
RS-232 シ リ アル ・ イ ン ターフ ェ イ ス

接続 , 150
RTC （ リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク） 設定

ア イ ド ル ・ デ ィ スプレ イ , 105
時間 , 105
日付 , 105

U
USB ポー ト

USB 接続の特性 , 25
接続と設定 , 28

Y
Y 印字基点

設定 , 103
プ リ ン タが検出でき ない , 135



170

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

Z
Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 (ZPL II)

ZPL モード設定 , 101
機能 , 161

あ
ア イ ド ル ・ デ ィ スプレ イ設定 , 105

い
イーサネ ッ ト

内蔵有線接続と設定 , 28
内蔵有線接続の特性 , 25
ワ イヤレ ス接続と設定 , 28
ワ イヤレ ス接続の特性 , 25

一般的な仕様 , 154
イ メ ージ ・ リ ス ト , 90
印刷、 設定ラベル

CANCEL ( キ ャ ンセル ) セルフ ・ テス ト , 137
リ ス ト ・ セ ッ ト ア ッ プ ・ コマン ド , 91

印刷、 ネ ッ ト ワーク設定ラベル , 82
印刷仕様 , 156
印刷ヘッ ド

圧力の調整 , 73
ク リ ーニング , 112
ヘッ ド を閉める設定 , 102

印字濃度設定 , 84
印字幅設定 , 88
印字品質の ト ラブルシ ューテ ィ ング , 128
印字モード

選択 , 86
用紙セ ッ ト 、 各種モード , 36

う
ウ ェブ S. 設定 , 104

え
営業 , 11
エラー ・ メ ッ セージ , 125
エレ ク ト ロニ ク ス ・ カバー , 16
エン ド ・ ユーザー使用許諾契約 , 163

お
オプシ ョ ン , 160, , 161
折 り 畳み用紙 , 32
温度要件 , 24

か
開始、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 78
カス タマ ・ サービ ス , 11
カ ッ ター

カ ッ ター ・ モード の選択 , 86
用紙のセ ッ ト , 49

「ｶｯﾀｰ _ ｼﾞｬﾑ」 メ ッ セージ , 127
カナダの DOC 準拠 , 4

き
機関によ る認証 , 155
技術サポー ト , 11
キ ャ リ ブレーシ ョ ン

ト ラブルシューテ ィ ング、 問題 , 132
キ ャ リ ブレー ト

電源投入時の用紙動作の設定 , 101
ヘッ ド を閉める設定 , 102
用紙センサーと リ ボン ・ センサー , 95

切 り 取 り モード
切 り 取 り 位置の調整 , 85
選択 , 86
用紙の取 り 付け , 40

く
ク リ ーニング

印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ローラー , 112
カ ッ ター ・ モジュール , 119
推奨される ク リ ーニング ・ スケジュール , 111
剥離アセンブ リ , 116
プ リ ン タの外部 , 111
巻き取 り オプシ ョ ン , 115
用紙セ ッ ト 部と センサー , 114

黒マーク用紙
説明 , 31
センサーの選択 , 87

け
言語

選択 , 106
判読でき ない言語からの変更 , 134

こ
交換部品 , 110
交換部品の注文 , 110
工場デフ ォル ト

ネ ッ ト ワーク設定の再定義 , 79
フ ィ ール ド ・ パラ メ ータの再読み込み , 79

国際安全規格のマーク , 30



171

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

コ ン ト ロール ・ パネル
LCD エラー ・ メ ッ セージ , 125
開始、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 78
概要と図の見出し , 17
終了、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 79
配置 , 16
パラ メ ータ , 83
ボタ ンの説明 , 18
ラ ンプ , 19

コ ン ト ロール ・ プレ フ ィ ッ ク ス設定 , 99
コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タ

の接続 , 26
梱包からの取 り 出し、 プ リ ン タ , 23
梱包からの取 り 出し、 プ リ ン ト ・ エンジン , 23

さ
最大用紙長設定 , 89
再定義

工場デフ ォル ト 設定 , 79
ネ ッ ト ワーク設定 , 79

し
時間設定 , 105
湿度要件 , 24
自動キ ャ リ ブレー ト , 68
終了、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 79
潤滑油 , 110
仕様

Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 (ZPL II), 161
一般 , 154
印刷 , 156
機関によ る認証および表示 , 155
電源コード , 30
バー ・ コード , 161
用紙 , 157
リ ボン , 159

使用許諾契約 , 163
使用済み リ ボンの取 り 外し , 66
処分、 プ リ ン タ部品 , 110
シ リ アル ・ ポー ト

シ リ アル接続の特性 , 25
シ リ アル通信の設定 , 96
接続と設定 , 27
設定 , 148
ピン設定 , 149

診断 , 136

す
ス ク ラ ッチ ・ テス ト

用紙タ イプ , 33
リ ボンのコーテ ィ ング面 , 34

スペース要件 , 24
「スマー ト 」 ラベル , 32

せ
整合性の問題 , 132
製品表示 , 155
責任 , 2
接続、 電源 , 29
設定

開始、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 78
終了、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 79
ソ フ ト ウ ェ アまたはプ リ ン タ ・ ド ラ イバ , 83
パラ メ ータの変更 , 83

設定ラベル
印刷、 CANCEL ( キ ャ ンセル ) セルフ ・ テス

ト , 137
リ ス ト ・ セ ッ ト ア ッ プ ・ コマン ド を使用し た

印刷 , 91
セ ッ ト ア ッ プ

梱包からの取 り 出し、 プ リ ン タ , 23
チェ ッ ク リ ス ト , 22

セ ッ ト ア ッ プ ・ モード
LCD メ ッ セージ , 83
開始、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 78
終了、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード , 79
パス ワード , 80

セ ッ ト ア ッ プを始める前に , 22
セルフ ・ テス ト , 136

CANCEL ( キ ャ ンセル ), 137
FEED ( フ ィ ード ), 139
FEED ( フ ィ ード ) および PAUSE ( 一時停止 ), 

143
PAUSE ( 一時停止 ), 138
通信診断 , 143
パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST), 136

センサー
センサー ・ タ イプ設定 , 86
センサーの選択 , 87
センサー ・ プロ フ ィ ール , 94
透過式センサーの配置 , 69
反射式 , 71

そ
相対湿度要件 , 24



172

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

た
ダイ レ ク ト ・ サーマル ・ モード

設定 , 87
用紙のス ク ラ ッチ ・ テス ト , 33

タ グ ・ ス ト ッ ク
説明 , 31

単票用紙
説明 , 31
用紙タ イプの設定 , 86

ち
チェ ッ ク リ ス ト

ト ラブルシ ューテ ィ ング , 124
始める前に , 22

調整
LCD, 104
X 印字基点 , 103
印刷ヘッ ド圧力 , 73
印字濃度 , 84
切 り 取 り 位置 , 85
反射式センサー , 71
巻き取 り 用紙整合 , 62

つ
通信イ ン ターフ ェ イ ス , 25
通信診断テス ト

概要 , 143
選択 , 99

通信の問題 , 133

て
定期ク リ ーニング ・ スケジ ュール , 111
データ ・ ケーブル , 26
データ ・ ソース

接続 , 25
設置場所の選択 , 24
通信イ ン ターフ ェ イ ス , 145

データ ・ ビ ッ ト 設定 , 97
データ ・ ポー ト , 145
デフ ォル ト のパス ワード , 80
デ リ ミ タ文字設定 , 100
電源

接続、 電源 , 29
設置場所の選択 , 24
電源コード の仕様 , 30

点検、 輸送中の損傷 , 23
電磁波暴露限度 , 4

と
透過式センサー

センサーの選択 , 87
配置 , 69

透過式用紙 , 31
動作条件 , 24
ト ラブルシューテ ィ ング

LCD エラー ・ メ ッ セージ , 125
印字品質の問題 , 128
診断テス ト , 136
チェ ッ ク リ ス ト , 124
通信の問題 , 133

ね
熱転写モード

設定 , 87
用紙のス ク ラ ッチ ・ テス ト , 33

ネ ッ ト ワーク  ID 設定 , 98
ネ ッ ト ワーク設定ラベル

印刷 , 82
リ ス ト ・ ネ ッ ト ワーク ・ コマン ド を使用し た

印刷 , 91
ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷 , 91

の
濃度設定 , 84

は
バー ・ コード

サポー ト される、 このプ リ ン タ , 161
使用可能なコード の リ ス ト , 90

ハード ウ ェ ア ・ コ ン ト ロール信号の説明 , 148
配置、 ラベル ・ センサー , 69
剥離モード

選択 , 86
剥離アセンブ リ の ク リ ーニング , 116
用紙の取 り 付け , 43
ラ イナー取 り 外し , 60

パス ワード
デフ ォル ト , 80
入力 , 80
パス ワード ・ レベルの設定 , 106
無効化 , 80

バッ ク フ ィ ード設定 , 102
バッ テ リ 処分 , 110



173

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

パラ レル ・ ポー ト
ケーブル要件 , 146
接続と設定 , 27
設定 , 146
パラ レル接続の特性 , 25
パラ レル通信の設定 , 96
ピン設定 , 146

パ リ テ ィ 設定 , 97
パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST), 136
反射 MED S. 設定 , 104
反射式センサー

センサーの選択 , 87
調整 , 71

ひ
日付設定 , 105
ビ ッ ト マ ッ プ倍率 , 104
表示、 言語

選択 , 106
判読できない言語からの変更 , 134

標準データ ・ ポー ト , 145
ピン設定

シ リ アル ・ ポー ト , 149
パラ レル ・ ポー ト , 146

ふ
フ ォーマ ッ ト 、 メ モ リ ・ カード , 92
フ ォーマ ッ ト のコ ンバー ト 設定 , 104
フ ォーマ ッ ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス設定 , 100
フ ォーマ ッ ト ・ リ ス ト , 90
フ ォ ン ト ・ リ ス ト , 90
フ ューズの交換 , 121
フ ューズの取替え , 121
フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ , 93
フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ の初期化 , 93
プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン , 160, , 161
プ リ ン タ設定

LCD, 104
X 印字基点 , 103
Y 印字基点 , 103
ZPL モード , 101
ア イ ド ル ・ デ ィ スプレ イ , 105
印字濃度 , 84
印字幅 , 88
印字方式 , 87
基準と し てのネ ッ ト ワーク設定ラベル , 82
言語 , 106
コ ン ト ロール ・ パネルからの設定 , 78
コ ン ト ロール ・ プレ フ ィ ッ ク ス , 99
最大ラベル長 , 89

時間 , 105
シ リ アル通信 , 96
センサー ・ タ イプ , 86
データ ・ ビ ッ ト , 97
デ リ ミ タ文字 , 100
ネ ッ ト ワーク  ID, 98
バッ ク フ ィ ード , 102
パラ レル通信 , 96
パ リ テ ィ , 97
日付 , 105
フ ォーマ ッ ト のコ ンバー ト , 104
フ ォーマ ッ ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス , 100
フ ロー制御 , 97
プロ ト コル , 98
ボーレー ト , 96
保存 , 79
用紙タ イプ , 86

プ リ ン タの外観 , 16
プ リ ン タのコ ンポーネン ト , 20
プ リ ン タの診断 , 136
プ リ ン タの設置面 , 24
プ リ ン ト ・ サーバ

内蔵有線接続の特性 , 25
ワ イヤレ ス接続の特性 , 25

フ ロー制御設定 , 97
プロ ト コル設定 , 98

へ
「ﾍｯﾄﾞ _ ｺｳｵﾝ」 メ ッ セージ , 126
「ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ」 メ ッ セージ , 127

ほ
報告、 輸送中の損傷 , 23
ポー ト , 145
ボーレー ト 設定 , 96
保管、 プ リ ン タ , 23

ま
マーク  LED 設定 , 104
巻き取 り モード

選択 , 86
巻き取 り オプシ ョ ンのク リ ーニング , 115
メ デ ィ アガ イ ド調節 , 62
用紙の取 り 付け , 53
ラ イナー取 り 外し , 60

マニュ アル ・ キ ャ リ ブレーシ ョ ン , 68

む
無効化、 パス ワード保護 , 80



174

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07

め
メ モ リ ・ カード

取 り 付け , 75
メ モ リ ・ カード の初期化 , 92
メ モ リ ・ カード を イ ン ス ト ールする , 75
「ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ」 メ ッ セージ , 127

も
モデムの接続 , 151

ゆ
有線プ リ ン ト ・ サーバ

特性 , 25
内蔵有線接続と設定 , 28

輸送
損傷の報告 , 23
プ リ ン タの再輸送 , 23

よ
用紙

RFID 「スマー ト 」 用紙 , 32
折 り 畳み , 32
仕様 , 157
セ ッ ト , 36
単票ロール用紙 , 31
注文 , 11
用紙 LED 設定 , 104
用紙タ イプの設定 , 86
用紙のタ イプ , 31
連続ロール用紙 , 32

用紙ア ク セス用ド ア , 16
用紙および リ ボンのセンサーのキ ャ リ ブレー ト

手順 , 95
「ﾖｳｼｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ」 メ ッ セージ , 126
用紙セ ッ ト 部

ク リ ーニング , 114
コ ンポーネン ト , 20

用紙センサー
センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷 , 94
透過式センサーの配置 , 69
反射式センサーの調整 , 71

用紙動作の設定、 電源投入時 , 101
用紙のス ク ラ ッチ ・ テス ト , 33
用紙のセ ッ ト

カ ッ ター ・ モード , 49
切 り 取 り モード , 40
剥離モード , 43
巻き取 り モード , 53

用紙のタ イプ
RFID 「スマー ト 」 用紙 , 32
折 り 畳み用紙 , 32
単票ロール用紙 , 31
連続ロール用紙 , 32

用紙の取 り 付け
カ ッ ター ・ モード , 49
切 り 取 り モード , 40
剥離モード , 43
巻き取 り モード , 53

読み込み、 工場デフ ォル ト , 79

ら
ラ イナー取 り 外し

巻き取 り モード , 60
ラ イナー巻き取 り モード , 48

ラ イナー巻き取 り モード
ラ イナー取 り 外し , 48

ラベル S. 設定 , 104
ラベルが印刷されない , 133
ラベル ・ センサーの配置 , 69
ラベル長最大設定 , 89
ラベルの Y 印字基点

設定 , 103
プ リ ン タが検出でき ない , 135

り
リ サイ クル、 プ リ ン タ部品 , 110
リ ス ト 設定

イ メ ージ , 90
すべての設定 , 91
セ ッ ト ア ッ プ , 91
ネ ッ ト ワーク , 91
バー ・ コード , 90
フ ォーマ ッ ト , 90
フ ォ ン ト , 90

リ ボン
コーテ ィ ング面の特定 , 33
仕様 , 159
使用する ケース , 33
ス ク ラ ッチ ・ テス ト , 34
セ ッ ト , 63
注文 , 11
取 り 外し , 66
粘着性テス ト , 34
リ ボン LED 設定 , 104

リ ボン S. 設定 , 104
「ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｽ」 メ ッ セージ , 126
「ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ」 メ ッ セージ , 125
リ ボン ・ コーテ ィ ングの粘着性テス ト , 34



175

11/13/07 Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 13163L-072 A

リ ボン ・ センサー
キ ャ リ ブレー ト 手順 , 95

リ ボン と用紙の注文 , 11
リ ボンの装着 , 63

れ
連続用紙

説明 , 32
用紙タ イプの設定 , 86

連絡先 , 11

ろ
ロール用紙

説明 , 31

わ
ワ イヤレ ス ・ カード , 26
ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ

接続と設定 , 28
特性 , 25



176

13163L-072 A Z4Mplus/Z6Mplus ユーザー ・ ガイ ド 11/13/07





パーツ番号 ： 13163L-072 A
© 2007 ZIH Corp.

Zebra Technologies Corporation
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, Illinois 60061.3109 U.S.A.
Tel: +1 847 793 2600
Fax: +1 847 913 8766

Zebra Technologies Europe Limited
Zebra House
The Valley Centre, Gordon Road
High Wycombe
Buckinghamshire, HP13 6EQ, UK
Tel: +44 (0) 1494 472872
Fax: +44 (0) 1494 450103

Zebra Technologies Asia Pacific, LLC
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913
Tel: +65 6858 0722
Fax: +65 6885 0838


	適合性の宣言
	準拠情報

	目次
	本書について
	対象読者
	本書の構成
	連絡先
	Web サイト
	南アメリカ/北アメリカ
	欧州、アフリカ、中東、インド
	アジア太平洋

	文書の表記規則

	はじめに
	外観図
	コントロール・パネル
	コントロール・パネル・ボタン
	フロント・パネル・ランプ

	プリンタ用紙セット部

	プリンタのセットアップ
	始める前に
	プリンタの取り扱い
	プリンタの梱包からの取り出しおよび点検
	プリンタの保管
	プリンタの輸送

	設置場所の選択プリンタ
	設置面の選択
	適切な動作条件の確保
	適切なスペースの確保
	データ・ソースの提供
	電源の確保

	データ通信インターフェイスの選択
	データ・ケーブルとワイヤレス・ケーブル
	コンピュータまたはネットワークへのプリンタの接続

	プリンタ を電源に接続する
	電源コード仕様

	用紙のタイプ
	リボンの概要
	リボンを使用するケース
	リボンのコーティング面


	操作
	用紙セットの概要
	印刷モード
	ロール紙の使い始め
	プリンタへの用紙の挿入

	切り取りモードにおける用紙のセット
	剥離モードまたはライナー巻き取りモードにおける用紙の セット
	ライナー巻き取り付き剥離モードでのライナー取り外し

	カッター・モードにおける用紙のセット
	巻き取りモードにおける用紙のセット
	巻き取りスピンドルからの印刷済みラベルまたはライナーの取り外し
	巻き取りオプションでの用紙整合調整

	リボンの装着
	使用済みのリボンを取り外す

	プリンタのキャリブレート
	自動キャリブレーション
	マニュアル・キャリブレーション

	用紙センサーの配置
	透過式センサーの選択または配置
	反射式センサーの調整

	印刷ヘッド圧力の調整
	メモリ・カードをインストールする

	設定
	セットアップ・モード
	セットアップ・モードの開始
	セットアップ・モードを終了する

	パスワードで保護されているパラメータの変更
	デフォルトのパスワード値
	パスワード保護機能を無効にする

	設定ラベルの印刷
	ネットワーク設定ラベルの印刷
	コントロール・パネル・パラメータ
	パラメータの表示または変更方法
	その他のパラメータ


	定期的なメンテナンス
	プリンタ・コンポーネントの交換
	交換部品の注文
	プリンタ・コンポーネントのリサイクル

	潤滑油
	クリーニング手順
	外装のクリーニング
	印刷ヘッドとプラテン・ローラーのクリーニング
	用紙セット部とセンサーのクリーニング
	巻き取りオプションのクリーニング
	剥離アセンブリのクリーニング
	カッター・モジュールのクリーニング

	フューズの交換

	トラブルシューティング
	トラブルシューティング・チェックリスト
	LCD エラー・メッセージ
	印字品質の問題
	キャリブレートの問題
	通信の問題
	その他のプリンタの問題
	プリンタ診断
	パワーオン・セルフ・テスト-
	CANCEL (キャンセル) セルフ・テスト
	PAUSE (一時停止) セルフ・テスト
	FEED (フィード) セルフ・テスト
	FEED (フィード) および PAUSE (一時停止) セルフ・テスト
	通信診断テスト


	データ・ポート
	パラレル・データ・ポート
	パラレル・ケーブルの必要要件
	パラレル・ポートの内部接続

	シリアル・データ・ポート
	ハードウェア・コントロール信号の説明
	ピン設定
	RS-232 インターフェイスの接続


	仕様
	一般的な仕様
	機関による認証
	印刷仕様
	用紙仕様
	リボン仕様
	プリンタ・オプション
	ZP L II 機能
	サポートされるバー・コード

	エンド・ユーザー使用許諾契約
	索引

